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RACE CAR マガ ジン 


束 さ が 命 だ っ た オー トス ポー ツ を 月 刊 化 
し て 何 を 目指 すす のか? まず そこ か ら 
ご 説明 させ て くだ さい 。 

定期 誌 と し て スタ ー ト し て 今年 で 58 年 目 
を 迎え る オー トス ポー ツ は 、 こ れ ま で 何 度 
も リニュ ー ア ル や 刊 行 形態 の 変更 を 経て 今 
に 至っ て いま す 。 月 刊 か ら 月 2 回 刊 と な り 、 
隔週 刊 へ 。 2001 年 に は 週刊 化 に も トラ イ し ま 
し た 。 そ し て 今回 、 隔 週 か ら 再び 月 刊 へ ……。 

月 刊 化 に よっ て 速報 性 は 確実 に 失わ れ ま す 。 
レー ス ご と 定例 的 に レポ ー ト ペー ジ と し て 
大 きく 誌面 を 割く こと も 少な く な る で し ょ う 。 
速 さ を 追求 する レー ス を 報道 し な が ら 、 自 
2 0 る 6 回 二 N な SN GO 9EE び 
と お 叱り の 声 も 聞こ えて きそう で す 。 

間 / | に 語 pzdce322ylB2NS 中 の 曲目 こ 2 の Ro 
ツ は いろ いろ な 意味 で 複雑 で す 。 リ ザル ト 
か ら 読 み 解 け な い 部 分 が 多数 あり ます 。 そ 
の 最たる も の は 主役 で ある レー シン グ カ ー。 
最新 技術 の 塊 で あり 、 複 雑 な 構造 や ノウ ハ 
時 ES ga 引く 6 cm の レニ シン 
ング カー を 操る ドラ イ バ ー の 技術 も 変化 と 
Ga GUYgs sn レー シン ンク 厨 
中 の @G 52 ん る 2 イ 0 も 5 時 た の ぐ 
な く 化 学 ま で 絡み 極め て 複雑 な 
存在 で す 。 

に ローダ (デス 2R 二 ツン の 52 26 
取り 巻く 周辺 も 極め て 複雑 で 
あり 、 レ ー シ ン グチ ー ム だ け 
で 選 レ レーク 9 還 :9 
車 メ ー カ ー の 存在 が あり 、 部 品 
サプライ メー カー の 存在 が あり 、 
| 呈 上  20oCDIeei ロ 2 IE io 0 C 有 きこ 
が で き な い 存在 で す 。 

レー ス で あれ ば 誰が 速い か 一 度 に スタ ー 
ト し て 順位 を 競う 、 ラ リー で あれ ば タイ ム 
トラ イア ル の 集計 結果 で 競う 、 い ずれ も 極 
め て 単純 な 競技 で す 。 見 た 目 に は 単純 明快 
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で あり な が ら 、 そ の 中 映 は 極め て 複雑 な の が 
モー ター スポ ー ツ で あり 、 そ の 複雑 さ の な か 
に 面白 さ が 詰 まっ て いま す 。 だ か ら こ そ 、 そ 
MRSA 変遷 の 経緯 を 明 
ら か ほし た り 、 lo くり IIISS (合用 
Ne 
ZZ の UNGIEARIU GE コ 5 5 で 
の 容器 と し て 最適 な の が 月 刊 誌 で し た 。 
ニク (202Nー シン io ほ 2 ク RS の る SR に MM 
は 、 同 じ 部 署 内 で 制作 する オー トス ポー ツ 
web(https://www.as-web.jp) が 担い ます 。 
レー ス 結 果 速 報 は どう ぞ オ ー ト スポ ー ツ web 
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オー トス ポー ツ 月 刊 1 号 目 の 特集 テー マ は 
脱 022 の ーー バー@⑥I| 6 Sp の (ラック 
で す 。 スーパー GT 開幕 前 定番 情報 を し っ か 
2 加計 6 の で そら に と に Ssa0 上 20 の (9 
は の 独自 視点 で 「 ス ー パ ーGT の いま 」 を 掘 
り 邊 回 ま 99l 

新装 オー トス ポー ツ を 今後 と も よろ し く お 
願い いた し ます 。 
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れる 気持 ち は 今 も 昔 も 同じ 。 
昔 の 少年 ] た ち が 楽 し め る よう に 
定例 ペー ジ も 刷新 し まし た 。 写真 は 
1968 年 開催 の 「 第 1 回 東京 レー シン グ 
カー ショ ー」。 ちな み に 「 統括 編集 長 」 を 務 
く 小 職 も 本 誌 と 同じ 1964 
年 生ま れ 。 ス ー パ ー カ ー を 入り 口 に 第 一 
II 二 の 02 の | 
カー で 空力 を 知り 
代 で す 。 週刊 時 代 に も 編集 長 
を 務め て お り ま し た 。 
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[ 2022.3.12 一 13 @ 岡 山国 際 サ ー キ ッ ト スー パーGT 公 式 テ スト 概況 ] 
GT500 「Nissan Z」 が 拓 い た 新 時 代 ピー ク よ り ロ バス ト 。 
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ァ ーー ン エ 


レー ーー 


デデデ 
デデデ ゴリ 


A が うだ 


Am 改 pr prufopmonf vmmzm 
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NISSAN NISSAN 
千代 勝正 
Katsumasa Chiyo 


@1986 年 12 月 9 日 生ま れ (35 歳 ) 
信 東 京都 出身 


ニッ サン 勢 は Z へ の 車両 変更 に 
注目 が 集まる が 、 そ の な か で も 
NDDP RACING の 3 号車 は カラ ー 
グン 92 55208ELASNI 
き な 動 き の あ っ た 1 台 だ 。 マ シン 
カラ ー は ホワ イト か ら 赤 基調 に 一 
新 。 配色 は 23 号車 と か な り 近 い 
IEMODIGAO5 つ ME Met222102N 二 20 


ーー 本 三 | ミニド 
高 星 明 誠 
Mitsunori Takaboshi 


@1993 年 1 月 24 日 生ま れ (29 歳 ) 
人 @ 神 奈川 県 出身 


GT500 ク ラス ノシ リー ズ 最 上 位 14 位 
(2018 年 、 19 年 ) 


GT500 ク ラス プシ リー ズ 最 上 位 10 位 
時 (2021 年 ) 


証人 監督 : 鳥 田 次 郎 ' 人 エ ント ラン ト 名 : エ ヌメ ディディ ピー レー シン グ 
は ナー 1963 年 5 月 5 日 生ま れ (58 歳 ) 人 埼玉 上 出身 全 ペ ー ス 事 机 NsSan る 
中 盤 戦 まで ニッ サン 勢 最上 位 だ っ 一 ーー 一 鍛 エ ンジ ンチ ュー ナー : 東名 エン ジン 株 式 会 社 
た こと も あり 、 千 代 勝 正 と の 新 コ エンジニア: 根岸 圭輔 @ 車 両 メン テ ナ ン ス : ニッ サン ・ モ ー タ ー ス ポー ツ ・ イ ンタ ー ナ ショ ナル 株 式 会 社 
ン ビ に よる 奮闘 に 期待 が 高まる 。 @1975 年 3 月 5 日 生ま れ (47 歳 ) 倫 東 京都 出身 し HHRBSBUUODHIEITOO 有 時 


カル ソニ ッ ク IMPUL Z 「 TEMM MM 導 


ホン ダ の 雄 の ひと り I 
バゲット が ニッ サン 陣営 へ 


ポテ 
ーー 
ーー 


ル ーー- 
/ / ング ンー ッ ンク ーー 〆 


シン ンー 


…… 
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NISSAN NISSAN 
昨 シ ー ズ ン 、 ニ ッ サ ン 勢 と し て 平 峰 一 貴 ベル トラ ン ・ バ ゲッ ト 
唯一 最終 戦 ま で タイ トル 獲得 の 可 Kazuki Hiramine Bertrand Bagbuette 
能 性 を 残し た TEAM IMPUL。 第 @1992 年 1 月 7 日 生ま れ (30 歳 ) ⑯1986 年 2 月 23 日 生ま れ (36 歳 ) 
念 大 阪 府 出身 @ ベ ルギー 出身 


7 戦 も て ぎ で は 最終 周 まで 首位 を 
走る な と 年 間 2 勝 に 迫る 活躍 を 見 
せ た 。 今季 も 星野 イズ ム は 平 峰 一 
納 を 含め チー ム に 息づく が 、 そ の 


理念 を 新規 に 受け 継ぐ き 在 と し て ーッ 


GT500 ク ラス ノシ リー ズ 最 上 位 3 位 
(2020 年 ) 


GT500 ク ラス シリ ー ズ 最上 位 8 位 
(2021 年 ) 


ミル ラリ . バ ゲ ュ N = き N ・NIi 
引 2 2 4 還 A2N 。 、 念 1947 年 7 月 1 日 生ま れ (74 歳 ) 人 静岡 県 出身 @ ペ ー ス 車両 Nissan Z 
貞 し て ホシ タダ 車 和 を 操 っ て きた パ ゲ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 代 エ ンジ ンチ ュー ナー : 東名 エン ジン 株 式 会 社 
ッ ト の Z へ の マッ チン グ が 、 選 手 エンジニア: 大 駅 俊 臣 @ 車 両 メン テ ナ ン ス : ホシ ノレ ー シ ン グ 
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AMIHIIMTIRIIIN 和 II 


MOTUL AUTECH Z 当 明 「 「 ' 山 才 


新車 初 年 度 は 母 回 戴冠 
新型 Z で も 再現 な る か 


7』 oO 


4T た 】4/ 


昨年 は 第 3 戦 鈴 鹿 で 勝利 する も 、 
タイ トル 争い に は 加わ れず 常勝 チ 
二 ISIII( 吉 戦 が 柄 の る 
NISMO。 Z へ の 車両 変更 で 今年 
こそ タイ トル 獲得 は 至上 命題 と な 
る が 、 そ の 大 切な 1 年 を 2014 年 、 
15 年 と 連 覇 し た 黄金 コン ビ に 引 
き 続 き 和 要 ね る こと と な っ た 。 い ま 
だ に 速 さ と 強 さ を 備え る 松田 次 生 
と ロニ ー・ ク イン タレ ッ リ だ け に 、 
昨年 2 戦 を 落と す 理 由 と な っ た 信 
頼 性 の 確保 は 絶対 条件 と な る 。 


74 e@ 


の と の 


第 3 戦 鈴鹿 で 2016 年 以来 の 表 
彰 台 を 獲得 し 、 第 7 戦 も て ぎ で も 
フロ ント ロウ を 獲得 する な ど 、 昨 
年 は 光る 速 さ を 見 せ た KONDO 
RACING。 今季 は 佐々 木 大 樹 の パ 
ー ト ナー と し て 平手 晃平 を 迎え 入 
USEIGIIIOSBOD9420 ン の 1 フン 
と と も に 新型 Z の 開発 を 進め る 。 
平手 は 複数 の タイ ヤメ ー カ ー と も 
佳 事 を し て きた だめ 、 そ の 点 眉 つ 
いて も 強み を 持つ 。 チ ー ム の 飛躍 
の 原動力 と な る こと は 間違い な い 。 


リア ライ ズ コ ー ボ ポレ ーション ADVAN Z 


鍵 を 握る タイ ヤ 開 発 間 ーー 
平手 の 加入 に 高まる 期待 還 語 ss リー 
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NISSAN NISSAN 
松田 次 生 

Tsugio Matsuda 

@1979 年 6 月 18 日 生ま れ (42 歳 ) 

@ 三 重 県 出身 
GT500 ク ラス プシ リー ズ チ ャ ン ピ オ ン 
(2014 年 、 15 年 ) 

am 2 2 リン 5 


ロニ ー・ ク イン タ レッ リ 
Ronnie Quintarelli 


@1979 年 8 月 9 日 生ま れ (42 歳 ) 
@ イ タリ ア 出 身 


GT500 ク ラス プシ リー ズ チ ャ ン ピ オ ン 
(2OINNGE (12 生生 IM 年 05 年 ) 
ジー ミコ ラン ニッポ ンク ン 因 二 る 請 記 


』 ン ピ ビオ ン (2007 年 、 08 年 ) 位 7 位 (2007 年 ) 
監督 (エン ジニ ア 兼 務 ) : 中 島 健 AE 
@1970 年 10 月 30 日 生ま れ (51 歳 ) 信 神 奈川 県 出身 ⑯ ペ ー ス 車両 : Nissan Z 


エン ジン チュ ー ナ ー : 東名 エン ジン 株 式 会 社 
信 車 両 メ ン テ ナ ンス : ニッ サン ・ モ ー タ ー ス ポー ツ ・ イ ンタ ー ナ ショ ナル 株 式 会 社 
@https://www.nismo.cO.jD 


MM MIM 


* ンー マラ テー デーー ァ シマ 
沙 ーー デデデ テン ーー - 
テーー ニ ーー ン ー ンス < 
ーー ああ ーー ー ン 
レー デー 


ーー 


ー デ 


NISSAN NISSAN 
佐々 木 大 樹 平手 晃平 
Daiki Sasaki Kohei Hirate 
@1991 年 10 月 15 日 生ま れ (30 歳 ) @1986 年 3 月 24 日 生ま れ (36 歳 ) 
依 埼 玉 県 出身 信 受 知 県 出身 


GT500 ク ラス プシ リー ズ チ ャ ン ピ オ ン 
(20I08 年 時 16 年 ) 
ジア ォ ネー ニー ミョン" 三 ッ ポ ボン アン リー スズ 最上 


GT500 ク ラス ノシ リー ズ 最 上 位 7 位 


較 (2016 年 ) 位 4 位 (2008 年 ) 
監 具 : 近藤 真彦 ⑱@ エ ント ラン ト 名 : コン ドー レー シン グ 
@1964 年 7 月 19 日 生ま れ (57 歳 ) 食 神 奈川 県 出身 ⑯ ペ ー ス 車両 : Nissan Z 
ーーーーーーーーーー ーー ーーー 氏 エ ンジ ンチ ュー ナー : 東 名 エン ジン 株 式 会 社 
ェ ン ジニ ア : 村田 午 児 @ 車 両 メ ン テ ナ ンス : KONDO RACING 


⑯1971 年 8 月 19 日 生ま れ (50 歳 ) 人 千葉 県 出身 @http://www.matchycojJp/ 


autoSspOort 014 


喘 財 愛 豆 洋 


ら 西 芝 の 机 邊 吉 の ロ 


の 
ーー [ゴリ 


か と っ て ES 


旨 対 仁 能 
こけ で は な い 
開発 視点 。 
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20ZZ hliUU = 


と 2 ー EE し 
コ Sn ニ > ご ー" キン た つた だ こま > に は こつ そこ て PS や ーー ーー ーーー 
・ > デマ ディ まま Im NRN こ ど を 5 づ ィ ユ ンー に RY IP 二 - ーー ーー - っ ーー 
こ この この) に こそ ーー Hi 
= ー* モミ こそ ご ご ブフ と し と ご 3 
本 一 。 ww デバ - の < で - ・ ペ ニー ー A 、 っ ー テ 


し 
Pe 


も ちろ ん ベー ス 車 両 の 変更 は 大 きい 

それ が 進化 に 大 きく 貢献 し て いる 。 し か し GT-R で の 苦悩 が あれ ば こそ 
新型 車 Z の 開発 に 向け た 課題 は 明確 に な っ た 

本 格 的 な ライ バル と の 初 顔合わせ と な っ た 岡山 公式 テス ト で 
明らか に な っ た Z の 戦闘 力 と キャ ラク ター 

それ に さら に 磨き を か け て 開幕 戦 に 備え る 

Text ⑱ 有 同 誠一 郎 (Geiichiro Aritomi) 

Photo @ 平田 勝 (Masaru Hirata) ノ 小笠 原 買 士 (Takashi 0gasawara)NISMO 


T.O0gasawara 
T.O0gasawara 
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し た MOTUL AUTECH Z。 こ の セッ ショ ン 
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や 者 つ 刀 選 ー の の で と NN の ヒ 
賜 に / び ⑦ ト - ビュ JI ト 心 


ふ ぶ ーS | 人 つ し っ 7 

く ト DA てく GKN ト ロー 由 " っ 反り や 
器 ン ペー 作 公 で ふつ ATN くつ 写 WO 
KA レン "NuhJS で G 閉 選 二 色 ユ 
じ ゼ 華世 p 拘 つじ っ t@" JJ で 6 や 
6 上 求 っ HmG お か へ 生 尽 仙 匠 皿 環 H 
けり で で ” 革 四 回 過 堂 じ 視 \J)y パ じ っ うっ や 
求 鳴 Hp 視 )J) 選 し ト ) さ うっ" 玲 MKH 用 | 
壮 和 る や 0 っ 6 や" 鯉 要 疑 較 條 6 党 直 S 
「 つじ し 閑 攻 へ Kー ふ ペー 公 拘 ぐ て や 

「 SS” AHS 必 京 心 和 へ 到 Q 尼 也 人 G へ 
ー ド ー ト に Kー 昌 し 人 回 @ 医 ゴ < 筐 下 
K テ ロリ 量 くさ し っ nt)J う Jp 理 で し 尋 衣 S 
て IN させ 遂 内 し 四 鍋 ロト K て よう で 
雪 6 


の 2 番手 、2 日 間 総合 で の タイ ム 順 で は 5 番 
5 この 0 ト 2202 る の 寺 は わか 0M1.3( 


2 日 午前 に 1'18"246 の ラッ プ タ イ ム を 


D 
EE で も 
LE 


共通 モノ 
向け て は 


回 ショー ズボッ クス (リヤ ラフ ェ ン ダー 
』 アー チ 後 方 ) の 開発 も 解禁 され る 


』。 案 も あっ た が 凍結 の まま 。 


= 
ゃ と っ 

s さ 2 る 

ーー すう 


と は な い 。 そ 


トロ ト 砂 咽 や し 
求 C 刀 に 2 く ヘ トー 


紅 へ Kー ふ ペー ビ R 愉 喧 赴 も 
te 個 範 as ペー モ H 私 へ で 玖 く " 
玉手 GK ト ホー へ や HK トロ 並 惑 列 
宮 つ 惑 距 尽 給 蝶 鶴 作 下 KOi ト 中 で へ IN 
ヾ へ で 3 ぐ 司 壮 軸 條 公家 さ 的 6 で で 路 
選民 軒 只 吉 公 頑 Yo で 選ば Q の コ き 
GNDST 昌代 お へ 公 語 べつ 民 と の 
慌 GF - "NG 語 財 公 で や Q 財 圭 志 
し ふ マー ミ 村 岳 是 つつ" 

NG IN で くさ 篤 パ で 形 圭 松 志 
表 つ じ 民 案 々 ー ド 同居 遇 加 つつ 六 り J 
を 査 誤 G 半 穫 ロ で で 0 晶 拉 衛 疑 窟 
RM 求 で 台 回 公 和 NGJpSGG” の - 記 
皿 習 公 ) で に 四 押 人 壁 や 時 人 で で 隊 
収 @ そ 拘 了 ロ で ひし レト ヘ ト ー 人 公選 
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重量 が 重要 。 
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押 
RS 
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回 | 
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咽 
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通 人 サス ペン ショ ン ( 
れ だ け に エア ロ 設 定 と カウ ル の 


共 
ョ ヨッ ツ 。 
は GT-R と 変わ る 
精度 や 剛性 、 
C ピ ラー が 絞り 込ま れず リヤ デ ッ 
部 に 伸び る デザ イン の Z。 共通 
リヤ ウイ ング の 効率 点 で は 若干 不 


キ 
還 | 利 か も し れ な い 。 22 年 【 
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トー 


( 
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QtoN 坦 共 や Ne くく ミー 


の ノノ 


ー・ 


ェ ン アァ 


気 を すく い 上 げ て いる よう に 見 える 。 


と 4 


じ 


ワ ロ 技 


P4 


ら み で 気流 を 制御 する 。 グ リル が な く な り 伸 び た ノ ー ズ は 微 


フェ ンダ ー 中 央 の 膨らみ で 気流 制御 


ロン ノ 
ジン 


土 ノ 


分 の 面積 が ライ バル と 同等 に 拡大 し た 。 カ ナー ド だ け で な く 天 地方 


| 
ユル | 
口 


フロ ント マス ク が 絞り 込ま れ て いる デザ イン に よっ て 、GT-R で は 狭かっ た フロ ント フ 


ェ ン ダー の 受 圧 
妙 な R で 構成 され て ここ で わずか な が ら も 
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な \ 


N ゞ 
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玉 で JEJD る や で ン で うっ" 

和 品 結ば 地 才 男 移民 ロー トー 
へ や KK ツリ ーー 枕 守 下 か 0 選 S ト ロ 
ヘー ヒ 陣 ~ KTN タ ペー6 柱 股 路 色 思 
世 Y で "1 トト ロー ホー6 論 民 二 中 咽 
Jp 和 S6Nv 半 人 ロ 吉 飼 0 で で "時 8 
ロト 受 JG TI ペー へ へ 机 本 宮 つつ 
し 朱 咽 トロ ト 公 く YO で 刀 ” で 玖 眉 
地 帆 図 つ 避 際 恨 畠 屈 し せき っ 6 7" 


MSSan/ 還 5 


IJSQG 缶 屯 せ 6 っ JJ リン の テヒ ーー ビレ G 
部 N 知 ン 羽 忌 り 導 つ 

間 け 局員 聡 條 シレ せ に 回 先 INI ト 人 
ふ ー ゼ @G 志 記さ 選 S で る 思 mm 葵 引 公 細 十 
0 で り うう) し” NSKN つ ペー 
入 で マ と く か KG 結 *0 で 刀 悪 で HH スト 
3 は N ヾ へ 選 因 腸 〇 つじ し 四 応 居 所 蛋 
思 つ し っ の - と リロ で し せ 雷 中 
KS で PINI ト IN ささ 系 6 起因 を 
ユエ モ ド マ ー ミ や へ ヘ ペ ー バ 振 尽 や 装 
芽 公 Kei ト マト ロー ネー で S り ” 附 陣 りつ 
レポ ぶ か へ トド ー ド 趣 忠 弥 選 固 唱 買 Ne 
写 < く 公民 * ン "NGH ユ に ト G 台 章 ロ マ 
いし 里 喉 つじ っ で お 直人 wH 翼 閉 咽 補 
ES だ SESA 

NdSt0 っ J 十 固 澄 全 押 玉 仏 WO 
ン ヽ ローK ト TN や SN は JJ うり で 
マー ド 司 居 父 うっ レ >oH AA に 
受 O 四 1 トト 因 軸 村 KJ うり 愉 己 喝 7 
ヘーKG 運 尽 地 マソ 環 只 0 刀 の - ESG 


Sr っ USEYIIESAOEKS 


FtONI っ J 吐 36 で NGN ロ て や 心 ハ 
mm へ 還 型 忌 GH ト ロ 相 輝 上 鶴 可 G 二 
いく ヘ く 一 湯 宗 公 蔽 王 " 同 二 公 咽 忌 り 
画 t 過 iQ 軸 陣 昌 トレ 弟 吉 全 じ wo 和 " 
YOQD 亜 路 で 尋 ヘ ー 人 K 府 和 ロ で で し 晶 
忠 刀 りり ぶ マト H へ 尽 一 覧 肥田 喉 人 
Jp 固 筐 公 剖 っ 妃 S。 取 妃 両 HH 
へ トド ポー ド K ロ 交 肝 NG) うり SIN で くさ 
* や くじ 壮 つ っ 宗 還 公介 で "WS 
ぶ マ て ミ 直 揚 喧 つ さ ー 過 直し ゃ 下 導 
圭 じ SNejpGG” F 固 6 思 思 郊 郊 公 結 
寺 刀 りー ド 司 尽 G1 ト X ユ 私 
人 ト ローK ト SN で SG 

SG 加 恨 他 遼 6 し "の ヒー 


1 虹 払 后 り Ko ン 旬 愉 青 帳 G 選 し 訟 各 
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LMIERAL UI 
" 育 び れ " を 廃し 穏やか に 気流 制御 


20 年 仕様 GTTR で は ラテ ラル ダク ト 出 口 前 側 に 上 向き の フィ ン を 林立 させ て フロ ア 
規定 で 失っ た ダウ ン フ ォ ー ス 回 復 に 努め た 。 比較 す る と Z は で きる だ け 穏 や か に 
気流 を 制御 する 意図 が 見 て と れる 。 手前 か ら 空 気 を 抜く こと は せ ず 出口 は 後ろ 側 
で 周辺 フィ ン 形 状 も 穏やか で 枚数 も 抑制 され て いる 。 鈴鹿 2 戦 、 冨 士 2 戦 の シリ ー 
ズ 構 成 を 前 提 と する と 、 ダ ウン フォ ー ス を 確保 し な が ら も 効率 は 落と せな い 。 
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低減 する 方 向 で 開発 が 進ん だ と いう こと で 
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と 合わ せ て 決め て いく と と が 上 難 じ いと ころ 
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SI の GE お 2 トク ジン 2lA YO の ED 
開発 され まし た か ? 


- 行 有川 に シタ トク どおり で 
AA ET 具 コ ヽ 


ーー 


= 2022 5T500 = デ 


唱 川 
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iC くる は な の で で の と き J は そう 0 部 
分 に 関し て 変更 する の を 認め る 、 と いう 規 
則 で す 。 で も 今年 の 我々 は 、 コ ン セ プ ト を 
変え る よう な 作り 直し は せ ず 、 毎 年 同様 に 
改良 し て も う 一 段 性 能 を 上 げた エン ジン を 
準備 し よう と 考え て いま す 。 
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が 寺 鶴 まじ た あれ は "の ンド マイ た 
グン ショ ンク に 記 生 いき ォ ジ シ パ ン EE? 
広 能 力 が 想定 より 不足 し た た め と 考え て い 
ます 。 そ の 後 、 そ の よう な 想定 外 に も 破損 
を 防止 する 機構 を 入れ まし た が 、 そ の 結果 、 
Eye ん 4UUUDAG2 ジン 2 ル 440EaESUNESID7/ 
と いう の も (火山 灰 の 影響 で ) 燃焼 が 変わ 
っ た 際 に 『 変 な 燃焼 が 起き て いる 』 と 判断 
し て 、 そ の 保護 機構 が 作動 し まし た 。 結果 
的 に レー ス 中 に パワ ー ダ ウン が 発生 させ ま 
関大 紀生 がく UNN 二 べ で 走る < い た だ の 
に 、 最 後 の ほ う で 苦戦 し て 3 位 に な っ て し 
まま MM まゆ / な る 

WE INS の 2 で だ ES ビン 
シン 開発 司 影 響 を お まほ し まあ NO し 信 か の 
太川 2 久 ル マ が 例 わ づつ 1 開発 の 重責 は 多 
作 の 下 回 (の (4: ま OU ジン バン 
ン に も 影響 が あり ます 。 重要 な の が エン ジ 
ン ル ー ム の 冷熱 特性 で す 。 小 さい パッ ケー 
ジン グ の 中 で 水 、 空 気 を 冷や し て 温度 を 上 
げ な いと いう 点 に 力 を 入れ て 、 基 本 レイ ア 
ウト は 変わ り ま せん が 、GT-R よ り 冷 える 
吉信 290) PE 肥 / GS で 還る 
GONEUINMV ま 9 
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求め る の は 滑ら か な 高 次 元 の バラ ンス 。 


ベー ス 車 両 が 変更 され る 最大 の 理由 は プロ モー ショ ン 上 の 要請 で ある 

し か し その 性 能 向 上 の 機会 を 最大 化す る の が 開発 者 の 使命 で ある 

空力 を 含め た 車体 開発 全体 の 現状 を 松村 基 宏 総監 督 に 

エン ジン 開発 に つい て は エン ジン 開発 を 統括 する 石川 裕 造 取締 役 に 伺っ た 


Text @⑳ 大 申 信 (Makoto Ogushi) 
Photo @ 小笠 原 買 士 (Takashi 0gasawara) 
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ーー 2022 年 は ベー ス 車 両 が GT-R か ら Z へ 
と 変わ り ま す が 、 新 し い Z を ベー ス 車 両 と 
し て どの よう に 評価 し て 開発 に 着手 し た も 
DGP 上 ON 

: 最終 的 に スケ ー リ ング と いう 規則 が 
あり ます か ら ク ル マ の ホイ ー ル ベー ス な ど 
は 同じ に な っ て し まう 7 で ぴ が 証 時 中 ( 
ズ が 違い ます の で 、 エ ンジ ン フ ー ド が 少し 
長く て 、 キ ャ ピン が ル さ < 是 0 IA 
言え ば ドラ ッ グ が 減っ て くる の で は な いか 


2 2 こら 
2 シ KSia で 2 紀和 027 ミ 2 BE の 
GT-R と 空力 処理 が ずい ぶん 異な っ て 見 え 
還 二 9 時 し いす 7 

: GT-R の ラテ ラル ダク ト に は 宙 竜 の 
背 ビ レ み た いな も の が 何 枚 も 付い て いて 、 
そこ か ら 空 気 を 抜く こと を 活用 し クル マ を 
押さ 2 の け て まし ピ た っ 2000 ウジ ク 
の 面 で ) トレ ー ド オフ を 生ん で いる こと は 
分 か つ で と 7 この Ga 二 較 征 GIH2si25 の の 
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Text @ 高藤 昌 洋 (Masahiro Takato) グ auto sport Photo @d 森山 俊一 (Toshikazu Moriyama) 小笠 原 足 士 (Takashi 0gasawara) 


トヨ タ GT500 ク ラス 
参戦 体制 図 


T 人 RTEAM 
ENE0S RUUKIE 


世界 最速 の 例 由 胎 臣 上 チー ム ガ イ ド 


ENEOS X PRIME GR Supra 時 IlW IM UN[U5 MMMI 


着 々 と 体制 を 強化 し 有 
いま や 実力 派 チ ー ム に 変貌 
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大 誠 庄 
TOYOTA TOYOTA 
GT500 へ の 参戦 が 3 年 目 と な 大 嶋 和志 山下 健太 
る TGR TEAM ENEOS ROOKIE。 Kazuya Oshima Kenta Yamashita 
豊田 章 男 オー ナー の 下 、 着 々 と 進 ⑯1987 年 4 月 30 日 生ま れ (34 歳 @⑯1995 年 8 月 3 日 生ま れ (26 蔵 
化 を 遂げ 、 フ ァ ク トリ ー 建 設 や 参 oo @ 告 葉 県 出身 。 。 
戦 体制 の 強化 な ど ラ イ バ ル が 最大 GT500 ク ラス プシ リー ズ チ ャ ン ピ オ ン GT500 ク ラス プシ リー ズ チ ャ ン ピ オ ン 
(2019 年 ) (2019 年 ) 
限 警 叉 し な けれ ば な ら な い チ ー ム フォ ー ミ ュ ラ ・ ニ ッ ポ ン ン シリーズ 最 上 | 。。 スー パー フォ ー ミ ュ ラ ノン シリ ー ズ 最上 位 
へ と 急 成 長 し た 。 一 方 で 2019 年 位 5 位 (2011 年 ) 5 位 (2019 年 ) 
の チャ ン ピ オ ンコ ン ビ 大 嶋 和 也 と 。 ーーーーーーーーーーー ーー 一 EE 
山下 健太 は 不変 。 勢 いと 安定 を バ 監 曽 ・ 高木 虎 之 介 @ エ ント ラン ト 名 : ティー ジー アー ル チー ム エネ オス ルー キー 
ME きつ っ た ロー 1974 年 2 月 2 日 生ま れ (48 蔵 ) 静岡 上 上 @ ペ ー ス 車両 : トヨ タ GR Supra 
守 ー ム だ は に 、 ee sssagsaopapasagsasapasasasaoasasasaosaoasaesasososes 
時 うに 開幕 直後 か ら 躍 進 す エンジニア: 阿部 和志 わかん と おん EAI と 
能 性 も 十分 あ り 竹 号 る だ ろう 。 @1979 年 8 月 21 日 生ま れ (42 歳 ) 人 神奈 川 県 出身 信 車 両 メ ン テ ナ ンス : 株 式 会 社 ル ー キ ー レ ー シ ン グ 


WedsSport ADVAN GR Supra 「 Il IMM WEST BMNMMW 


レト ーー 
エン ジニ ア も 変更 に 


9 e@ 


BJBABSB80| 


TOYOTA TOYOTA 
昨年 、TGR TEAM WedsSport 国 本 雄 資 阪口 晴 南 
BANDOH は 予選 で ポー ルポ ボ ポジ シ Yuji Kunimoto Sena Sakaguchi 
ョ ン を 獲得 、 決 勝 で も 2 位 2 回 と NNS220008 IA ッ 
、 川 県 人 大 阪 府 
印象 的 な 速 さ を 見 せ た 。 今季 も そ ーー ーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
の 流 洒 続 すべ 還 誠 生 GT500 ク ラス プシ リー ズ 最 上 位 4 位 I GT500 ク ラス プシ リー ズ 最 上 位 14 位 
7 年 目 と な る 国 本 寺 『 の パー トナ ブ フォ ー ミ ュ ラ ・ ニ ッ ポ ン ノ シリ ー ズ チャ 」 スー パー フォ ー ミ ュ ラ ン シ リー ズ 最 上 位 
ー と し て 阪口 晴 南 を 招 聴 。 阪 口 は 2200068 7 位 (2021 年 ) 
参戦 だ が 弓 ーーーーー ず 凌 デバ テキ ーー ーー 
2 4 de 監督 : 坂東 正 敬 電 モ エン トラ ント 名 テイ ニン ョ アニ ル チー バウ ョ ッ ス ス ボ ポニ ツバ パン ドウ 
車 で 5 戦 に 出場 し ポー ル を 奪取 す ニ 信 ペ ー ス 車両 : トヨ タ GR S 「 
の @⑯1976 年 3 月 31 日 生ま れ (45 歳 ) 人 東京 都 出身 
る な ど GT500 で も 通用 する こと ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 但 エ ンジ ンチ ュー ナー : 株 式 会 社 ト ヨタ カス タマ イジ ング & デ ィ ベ ロッ プ メ ント 
は 証明 済み 。 ヨ コ ハ マ タイ ヤ も カ エンジニア: ワ ァ ルン ・ ス リ ニ ワ ァ サ ン @ 車 両 メ ン テ ナ ンス : 株 式 会 社 レ ー シ ン グ プ ロ ジェ クト バン ドウ 
ギ を 握る こと に な り そ う だ 。 AHC2 に KISS Fc @http://www.bandohracing.com/ 


025 autosport 


MIE 


IiW [MM 


au TOM'S GR Supra 


2 連 難 へ 向け 体制 変更 
アレ ジ 加 入 が 吉 と 出る か 


TO $ 


TOYOTA TOYOTA 

昨年 の 最終 戦 で 劇 的 な タイ トル 坪井 翔 ジュ リア ー ノ ・ ア レジ 
奪取 と な っ た TGR TEAM au Sho Tsuboi Giuliano Alesi 
TOM'S。 今季 、36 号 車 の GR スー 信 1995 年 5 月 21 日 生ま れ (26 歳 ) 信 1999 年 9 月 20 日 生ま れ (22 歳 ) 

の 。 価 埼 玉 県 出身 ⑱ フ ラン ス 出 身 
プラ を 操る の は チャ ン ピ オ ンコ ン ーーーー ーーーー 
ビ で ある 関口 雄飛 と 坪井 翔 だ と 思 ON 
われ て いた が 、 関 目 が IGR hh、 スー パー フォ ー ミ ュ ラ ブシ リー ズ 最 上 位 | スー パー フォ ー ミ ュ ラ ノシ リー ズ 最 上 
TEAM SARD に 移籍 。 後 任 と し 3 位 (2020 年 ) w 位 11 位 (2021 年 ) 
2 ミュ コッ OIS00.G 加 き 監督: 伊藤 大 輔 。。。。 ⑱ エ ント ラン ト 名 : ティ ー ジ ー ア ー ル チー ム エー ユー トム ス 

@1975 年 11 月 5 日 生ま れ (46 歳 ) 代 東 京都 出身 mm 

加わ っ た 。 坪井 は エー ス と し て 順 ae 信 エ ンジ ンチ ュー ナー : 株 式 会 社 ト ヨタ カス タマ イジ ング & デ ィ ベ ロッ プ メ ント 
応 し 、 チ ー ム を 牽引 。 オ フ テ ス ト ェ ン ジニ = ニア: 吉武 聡 _ @ 車 両 メ ン テ ナ ンス : 株 式 会 社 ト ム ス 
で も 好調 が 伝え られ て いる 。 人 @1979 年 3 月 23 日 生ま れ (43 歳 ) 人 福岡 県 出身 人 で http://www.tomsracing.CO.jD/ 


KeePer TOM'S GR Supra . 丘 


フェ ネス トラ ズ は 継続 ラー ンー 
宮田 と の 22 歳 コン ビ に と ンー テン と 


を ーー デー ーー ラテ ーー ァ アン 


アァ ィ ーー ーー に コ ーー デー * 
ンー ンー 
TO ル IS 


ネ ラ ワ 2 デ _ 


ンー デラ 


INTEMMMeePeTTIMS 


0 
「 ンー し 
ンー チリ こ 


ンー デン 


TOYOTA TOYOTA 

2021 年 の TGR TEAM KeePer サッ シャ e フェ ネス トラ スズ 宮田 利 朋 
TOM'S は 、 コ ロナ に よる 入国 制 Sacha Fenestraz Ritomo Miyata 
限 で サッ シャ ・ フ ェ ネ スト ラズ の 人 SH 生ま れ (22 歳 ) 

GE BI 5 @ フ ラン ス 食 神 奈川 県 
合流 が 遅れ 苦戦 を 強い られ た 。 今 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー = 一 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 

還 5 加 GT500 ク ラス プシ リー ズ 最 上 位 4 位 GT500 ク ラス プシ リー ズ 最 上 位 11 位 
季 平川 喜 レレ > 【 
イン アッ アニ 全 記 が あり / ェ キ スー パー フォ ー ミ ュ ラ ブシ リー ズ 最 上 スー パー フォ ー ミ ュ ラ ブシ リー ズ 最 上 
位 13 位 (2020 年 ) 位 10 位 (2021 年 ) 


スト ラズ の 相棒 と し て 、F3 時 代 


vY レ ーー N ヾ 【 居 3 sn パパ nn 
カ ら の ライ バル で あ り 親友 で も あ eS ヽ 右 供 エン トラ ント 名 : ティ ー ジ ー ア ー ル チー ム キー パー トム ス 
本 | : 山田 / テ 


時 則 ANNS 8 記 4E @1964 年 9 月 3 日 生ま れ (57 歳 ) 氏神 奈川 県 出身 URI UB 間 昌和 
の 速 さ は 誰 も が 認め る と ころ で 、 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー  @ エ ンジ ンチ ュー ナー : 株 式 会 社 ト ヨタ カス タマ イジ ング & デ ィ ペ ロッ プ メン ト 
っ て これ ほど 厄介 な 存在 は な い 。 ⑯1934 年 4 月 13 日 生ま れ (27 歳 ) 食 静 岡 県 出身 @http://Wwww.tomsracing.co.jp/ 
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世界 最速 の 例 昌 胎 堅 枯 チー ム ガ イ ド 


ZENT GR SUPRA 


チー ム 体 制 を 大 きく 変更 
飛躍 を 図る 一 年 に 


If ILM INIUHMMM 


ee mm ご 


アオ テキ オデ テテ ァ ザ gr ーー ニン 


懇 CECAO 9 
TOYOTA TOYOTA 

タイ トル の みな ら ず 、 優 勝 か ら 立川 | 祐 路 石浦 宏明 
も 丸 2 年 以上 遠ざかっ | し っ / こ Yuji Tachikawa Hiroaki lshiura 
立川 祐 路 & 石 浦 宏 明 組 。TGR @1975 年 7 月 5 日 生ま れ (46 歳 ) @1981 年 4 月 23 日 生ま れ (40 歳 ) 

人 @ 神 奈川 県 出身 信 東 京都 出身 
TEAM ZENT CERUMO と し て も ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
雪 GT500 ク ラス ノシ リー ズ チ ャ ン ピ オ ン ーー ン GT500 ク ラス ノシ リー ズ 最 上 位 3 位 
名 示 
立て 直し は 急務 で 、 監 督 、 チ ー フ (2001 年 、 05 年 、 13 年 ) 「 (2012 年 ) 
ョ シン ン シー パク ュー ト ドン パー ン ノ ジ smSai20 三 ツ ルン シン クリ 二 議 上 リ HI2 リ リ ー ン ン ン 
4 esse 

了 邊 を 税務 し て いた 立川 は 監督 : 田中 耕太 郎 トー ン ョ 0 ニール ペ セ ンド トル 
ライ バー に 専念 する 。 決勝 で の 安 8 @⑱ ペ ベー ス 車 両 : トヨ タ GR Supra 
5 人 @1957 年 10 月 8 日 生ま れ (64 歳 ) 供 広 島 県 出身 ーー 
定 感 の 高 さ は 間違い な い だ け に 、 ーーーーーーーーーーーーーー ーー ーー ーーーー- 欠 エ ンジ ンチ ュー ナー : 株 式 会 社 ト ヨタ カス タマ イジ ング & デ ィ ベ ロッ プ メ ント 
予選 で の 上 位 進出 が チー 浮沈 の ェ ン ジニ ア : 成澤 健二 @ 車 両 メン テ ナ ン ス : 株 式 会 社 セ ル モ 


L 1 WMl 


DENSO KOBELCO SARD GR Supra 


チャ ン ビ オン が 電撃 移籍 
関口 起用 は 起爆 剤 と な る か 人 


「 


の 8 
、 TOYOTA TOYOTA 
今 シ ー ズ ン 、 面 白い 存在 と な り 関口 雄飛 中 山 雄一 
そう な の が TGR TEAM SARD だ 。 Yuhi Sekiguchi Yuichi Nakayama 
その 最大 の 要因 は 関口 雄飛 の 存在 。 @1987 年 12 月 29 日 生ま れ (34 歳 ) 1991 年 7 月 25 日 生ま れ (30 歳 ) 
時 二 8 @ 東 京都 出身 @ 東 京都 出身 
ゼッケン 1 を まとっ た マシ ン で 戦 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 半 ず 和 Bl ーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
2 GT500 ク ラス ノシ リーズ チャ ン ピ オ ン GT500 ク ラス ノン シリ ー ズ 最上 位 5 位 
ワラ の mm シン 4 ラロ スン コン の / 二 パ ョ アク オニ ョ ョ ョ ヨ ラン リス 最上 僚 ノ スー パー フォ ー ミ ュ ラ ブシ リー ズ 最 上 
と し て 39 号 車 を 操る こと と な る 。 『 3 位 (2016 年 ) ン 位 16 位 (2015 年 ) 
ーー 革 : 脇 阪 才 =o=。 。 トラ ント 名 : テ ィ ー ジ ニア ニル チー ム サー ド 
0 Ao 2 ~ 人 1972 年 7 月 29 日 生ま れ (49 歳 ) 借 奈 良 県 出身 @ ペ ー ス 車両 : ト ヨタ GRSupra vu oo 11 
わせ て いる こと は 証明 済み 。 レ ク  。 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー- 氏 エ ンジ ンチ ュー ナー : 株 式 会 社 ト ヨタ カス タマ イジ ング & デ ィ ベ ロッ プ メ ント 
サス LC500 時 代 の 強い SARD が つ エンジニア: 荒 重 憲 @ 車 両 メ ン テ ナ ンス : 株 式 会 社 サ ー ド 
い に 帰 っ て くる か も し れ な い 。 月 3 日 生ま れ ( 基 愛知 選出 攻 。。。。 http://wwwsardLcojp 
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Text @ 太田 進 之 介 (Shinnosuke Ohta) 
Photo @ 小笠 原 貴士 (Takashi 0gasaWan8 
TCD(www.toyota-cd.COJp9 
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NpPNODG 泊 責 K 和 ロミ 介 MK 租 扱 
没 硬 ンー ローINSSNK 償 心 へ ト 
ドーKGT ヘ へ や トー て しゃ 皿 S6 咽 拓 
咽 室 窟 生 keX 嘱 (さき 式 G 堅 胡 を コロ 選 G 
路 活 ) せめ 人 S ン 収 麗 十 味 じ RMK 
箇 陣 名 遇 に hG 了 除 件 MK 唄 前 
ぶ 必 へ トド ポー ド 麗 喧 公 回 表 品 唱 札 つ ン 
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NG の ベーhIhS 馬 護 へ や トー 
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HAKm 准 6 擬 宿 で 妃 27 日 ミ 
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ト J@ 忌 き 収 虹 正 朋 ぶ ー モ や の 胃 笛 据 
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尽 で さ 『 規 了 や G 圭 摘 』 うっ 心 是 部 
人 SS で? 

間 甘 回 履 鶴 公 陣 ンマ" 画 計 
6 束 骨 ロ 皿 で te 下 時 " 骨 引 ローK お 
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32) トーKー6 束 KG 鶴 し や の と に K 
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ら っ J0 で バ 引 公 、 り りり 居 で っ 刀 ゼ 
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公 陣 !JtG)“ 
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亜人 S で 8 公 で ko) 箕 居 咽 ポ 
に St で で "で む ペー ジジ へ @G 
出 凡 咽 公 装っ) う うり KG 公 ) ト J) 心 つ 
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EE AN に そく 3 と 3PL YNS 
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選 荷 6 遇 攻 公 1 や っ あく 6 世 
は で nO| 失 給 地代 叶 お の SO 
うっ” 郁 組 "7iN で ベー 人 SQG ト 
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し 所 で Ne] GTX ヘ Ap 画 公 で 
の れる 

NG 出 G 殖 選 う で で 6G 色 ” QO の 
QO の 寺 パ で 洋 攻 も 選 可 も 條 信和 可 結 呈 〇 
つ折 つっ) で つ づ つ で” 聡 相 薇 く 彼 尽 
SG 語 時 で で 器 * り で し じ WWTHK ト ー ド 
(て ふ ト ミュ) 宮 品 の つつ ゼ 中 ーー ド 素 


睡 品 り 条 穫 入 十 悪 ロ 〇 つ せ 画 掲 冊 G 横 みみ も NN 
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S 了 朋 骨 公 球 可 藤 殖 つ 4mnT K ロ ー 
ミ 誠 民 や せ | て さ ふ で に 朋 」 寺 暫 YO 
で HA 人 AAG 計 MK 咽 公 斗 枯 食 で 3 


ESSSSnLP を htEUIESEO ニ イン ENGEK 


還 映 編 骨 GS 時 で お で GS 人 委 で レ ン 
Ne” つ 玉 つ ” 提 NRG 枢 SN@ と ミト 
ャ ル ヘ ハー じじ H ン 蛋 時 KO 葵 遇 雇 
誤 窟 ぐー ミ 正紀 公共 析 TO で" 玖 急 


IND つ へ (Zih で てく スト で )、 普 
+*6 や ” へ トド ー ド 更 要 つつ 妃 性 宗 
JJG ル 私 由 入 羽 じ く トド ポー ドル へ KK 下 二 
6 由 SO 愉 丈 。 医 ゴ ペ 穫 I ト KK て ビレ 
3 下 そ 和 へり ヘー 公 雷 GS トト 
ヾ さめ 大 黄 つ 刀 " 遇 下 ペーfK へ 6「 凶 
ふさ っ っ IJN ロ 「+8」 中 Je 
叶 出 敵 ら と ベー トト 届 じ 人 で W 幅 )JN 振 二 
回 KG『 ふ で て ミ 誠 四 】 り 下 夷 お )) 
SFESJJM 


き ・oSBSJ 下 むし っ 記 琴 本 回 じゃ p 
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さき 
の ア ェ アル が ンプ - ゆる 


その 分 を ダウ ン フ ォ ー ス 側 に 振る た め に 最 
高速 を 削っ て も いい の で は な いか と 感じ ま 
し た 。 も ちろ ん (ダウ ン フ ォ ー ス を 稼い だ 
結果 ) ドラ ッ グ が 増え た 分 は 、 エン ジン 側 
で 性 能 絶対 値 を 上 げ て いく アイ テム を 用 意 
し て いま す が 、 現 時 点 で は スー プラ 自体 が 
ロー ドラ ッ グ と いう 面 で 他 車 に 対し て 優位 
2 ま di の MGNEE ジ ジン シン と 中 届 央 幅 
な 性 能 向 上 を し な く て も 戦え る と 考え て い 
ます 。 (状況 次 第 で ) シー ズン 途中 に 性 能 
向上 を する アイ テム を 使え る よう 、 手 の 内 
と し て 持っ て 開幕 を 迎え ます 。 

ー 一 燃費 に つい て は 、 昨 年 の うち に NSX に 
NOSEeo0O7 で RON 7 コ の 


で 


rk トー や リー マラ 


ご 

デ ょ 
ゴー へい に クー ル っ 
で の で < 
こ シ ーー 4 Pe とる 生 
こ "っ ュ 、 デン っ ご い 
こみ で アデ ーー le 


燃 


「 7 ワウ の 7 テコ の の / や コー っ 


を 稼い で も ドラ イ バ ビ リティ を 


悪く る しない よう 、 準備 は で き て いま す 


・ 一 昨年 は NSX に 対し て 4.9% 燃 費 
が 悪かっ た の は 事実 で す 。 昨年 は それ を 
4.1% 改 善 し た の で 、NSX と 同等 に な り ま 
2 が の ルン クン ルレ E00P の 
よう な の で 我々 も アン チラ グ を 切 ち て 燃 
費 を 稼い で も ドラ イ バ ビ リティ を 悪く し な 
いよ う 、 昨 年 か ら 開 発 を 進め 、 そ の まま 投 
2v ぐ で きる (まで 準 仙 0 計 SG き で の いま うす.8 e ロ ンチ 
ワシ 2 の まで もい レン 22 PCG の SD ミツ 20 が の と 
の カ が る の の な と 告 う ドラ イ バ ー さ ん も の ま (9 
し 、 テ スト で も 不具 合 な く 走 れ て いま す の 
で 、 後 は シー ズン の 戦況 を 見 な が ら 準 備 を 
Ce お KGUN2U8KIPIG5 お 
ー 一 今年 は シリ ー ズ 連 穫 が ひと つの 目標 に 


46: り 3 まっ ね 3 

BOO 電導 の MGMGE EE 
ンジ ン が 一 度 に 3 基 も 壊れ て 、 使 用 基数 上 
限 を 超え る 10 年 に 1 度 あ る か な いか の 最 
悪 な シー ズン だ っ た の で 、 今 年 は そん な こ 
60 の UTU た td に の 222 
に 視 7 つり 39 BU UM の KU 
うこ と は 自 見 じ で UNY ま ず ボ の (で で 今年 に 向 記 
て は 弱 さ を 潰し て 、 強 さ は 活か し つつ 戦う 
の krGygo 
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紀 9 さ は 潰し 、 強 さ は 活か し 。 


2 年 間 の 蓄積 を 経て 、 明確 に な っ た 相対 的 戦力 差 。 ベー ス 車 の 持つ 素性 を 活か し た 
ロー ドラ ッ グ の 開発 コン セプト を 転換 し 、 22 年 型 GR Supra に 盛り 込ん だ 思想 と は 
TRD(TCD) で エン ジン 開発 を 率い る 佐々 木 孝 博 氏 と 、 車体 を 統括 する 湯浅 和 基 氏 

そし て 車両 実験 室 で グル ー プ マネ ー ジ ャ ー を 務め る 池谷 悠 氏 に も 、 その 内 実 を 聞い た 


Text ⑱ 大 中 信 (Makoto Ogushi) 
Photo @⑱ 小笠 原 足 士 (Takashi 0gasawara) 
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ーー シリ ー ズ チャ ン ピ オ ン を 獲得 し た 昨年 
の シー ズン を どう 振り 返り ます か ? 

: 結果 的 に タイ トル に は 到達 で き まし 
た が 、 そ こ に 至る 過程 で は 我々 の 弱点 が か 
AN ま NII ド ウ P2N デ だ の 局 全 の 27 
0Y み RGB の /l2( 還 用い の 
か た ちな の で 、 今 年 に 向け て は 弱点 を 解消 
且つ きま 
ーー 空力 に つい て の 取り 組み は どの よう な 
も の に ? 

・ 空力 性 能 に つい て は 決し て 優位 な 状 
況 で は な いと 考え て お り 、22 年 は 上 屋 ( 車 
体 上 面 形状 ) に つい て 各社 見 直し を し て い 
NO の SU KN7S0D RC 中 還 e 還 表地 
と の JOM っ PCIe SI こ ク 2 
ンス メン を 同 し パウ カク ョ ン で 泊 あ さま (上 
5 の 0 人 りり IAN の 2 し SO 申 人 本 が 
OM の 2 トー し 二 2 ソ ク Ia7 の の 
72900] 史 い まで 8 
UIGREOIR ジ Sm ラージ (は 細 2 電 国 
ー ト が 速い けど コー ナー に 少し 課題 が ある 」 
と bx218 OAMRGEDYS の まつ の) 

2 2 も:CDEG 末 II の の 人 U 選 ま 6 7 ミ 8 
(ダウ ン フ ォ ー ス が 必要 な ) 鈴鹿 で 成績 が 
る の ES 2KGNP al 生 G42o 必 こ 。 こ キ の )26I め 
っ か り ダ ウン フォ ー ス を 獲得 し て 結果 を 出 
せる よう に 開発 を 進め た つも り で は あり ま 
9 いつ 5sG の 02 シン クウ レ 8 り / レ の め ウ ラク ルレ タク 
ト で は 、 ダ ウン フォ ー ス を 稼ぐ と いう 点 で 
眼 生 が あし だ 0 リル クック 2 ウッ クウ 
2 は グ の (22 ド の ウン ンカ オキ スバ 5 の 
か り 稼 ぎ つ つ 、 ラ テラ ル ダ ク ト に 効率 的 な 
風 を どう や っ て 導く か と いう こと を 考え て 
DRMEC UE し で Go シト ウン 2 伯 
する か は な か な か 難し く …… それ で も 、 あ 
る 程度 ター ゲッ ト に し て いた 数 字 に な っ て 
いる と は 思い ます が 、 まだ 他 車 に 対 じ て ど 


に ーーー 


_ わ っ た 」 と の 声 が 聞か れる な 


く 、 開 発 陣 の 期待 も 静か に 高まる 。 


うな の か は 判断 し か ね て いま す 。 
あせ ジン 0 ジン Ia を DDOTCMIEHSME つ >HElSIIUUWTSSCS 
の よう な 開発 が 行なわ れ ま し た か ? 

: 性 能 の 絶対 値 は 上 げ て いま す が 、 
取り 組み は いつ も と 変わ り ま せん 。 基 本 的 
に NRE の 開発 は だ いぶ 限界 まで 来 て いて 、 
これ か ら 大 幅 に 性 能 を 飛躍 させ る の は 難し 
いこ の まで 来る 2 思い ま すず 請 箱 局 き 
いつ も どおり 燃焼 改善 し て 力 に 変え 、 燃 費 
回 還 24 価 22 ょ とし いう の jlmlEG 陸 2E 導 ま y02 に 8 
ー 一 今年 使う エン ジン の 特性 に つい て は ど 
の クス 2 

3 だ ZA UE 明 十 の 連 66 戦 沼 詳 
[必要 な い ほ ど 』 最 高速 が 高かっ た の で 、 


の が 確実 に 反映 され た GR Supra。 性 能 だ け で な _ 
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世界 最速 の 例 由 肥 臣 上 過 チー ム ガ イ ド 


昨年 の ホン ダ 勢 トッ プ ン ャ ーー ーー 


ARTA 《 WW 
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HONDA HONDA 


昨 シ ー ズ ン 、 尻 上 が り に 調子 を 
間 加 0 ラボ ング 221.0 ジ 2 ク 02202GREDENIIN 


福住 仁鶴 


Nirei Fukuzumi 


野尻 智紀 


Tomoki Nojiri 


は 、 今 年 も ドラ イ バ ー ラ イン アッ 2 OO の ASSA02o8) 
人 2 < 事 還 、 , 茨城 県 徳島 県 
プ を 継続 。 野 尻 智 紀 と 福住 仁 領 の j ュ ーーーーーーーmーwmwーーwー wmー…ー ーー 1 ーー ーーーーーーーーー ーーー ーー 
ラス ノシ リー ズ 最 上 位 2 位 ラス ノシ リー ズ 最 上 位 2 位 

続き 速 さ を 持ち 合わ せれ ば 予選 、 デン スー パー フォ ー ミ ュ ラ ノシ リー ズ チ ャ ン ク スー パー フォ ー ミ ュ ラ ノシ リー ズ 最 上 位 
決勝 と も に 上 位 に 食い 込ん で き そ 2402 02024 

うだ .、 懸念 材 GE ー ーーー ーー ーー 一 ー ー 

う 7 の 懸念 材料 は 昨年 も 経験 し た 監督 鈴木 亜久里 @ エ ン トラ ン ト 名 ・ = うー cl 

ミス や ペナ ル テ ィ 。 た だ し 冷静 に @ ペ ー ス 車両 : Honda NSX-GT 

夫 精 人 上 @1960 年 9 月 8 日 生ま れ (61 歳 ) 念 埼玉 県 出身 
対処 すれ ば 回 避 す る こと は 可能 な 一 ーー 一 ーー 一 ーー 一 ーーー 一 氏 エ ンジ ンチ ュー ナー : 株 式 会 社 M-TEC 
も の で あり 、 そ うし た 意味 で も チ ンク ンジ ョ ソラ イアン ソラ イン クル @ 車 両 メ ン テ ナ ンス : 株 式 会 社 セ ルプ ブス ジャ パン 
ー ム に 死角 は あま りな さそ うだ 。 @1986 年 10 月 27 日 生ま れ (35 歳 ) 倫 カ ナダ 出身 @https://www.aInexJjp/ 
Red Bull MOTUL MUGEN NSX-GT IMN NBl 人 MM 


予選 上 位 の 常連 チー ム 
目指 す は 決勝 で の 安定 感 


由 


の 2 アン ベク ay 
4 


HONDA HONDA 
全 ウ AK 立 | ーー ざ ーー く 
タイ ヤ 銘 柄 の 変更 、 新 ドラ イ バ 笹原 右京 大 湯 都 史 樹 
ー の 加入 な ど 、 昨 年 の TEAM Ukyo Sasahara Toshiki Oyu 
Red Bull MUGEN は 主要 要素 で OO Ab 8 
3 群馬 県 北海 
大 き な 動 き を 見 せ た が 、 今 年 は 一 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー と ーーー ドーーー: 
ー ma 二 寺 GT500 ク ラス プシ リー ズ 最 上 位 14 位 ー GT500 ク ラス プシ リー ズ 最 上 位 5 位 
湯 都 史 樹 は 安定 し た 状況 下 で 1 年 スー パー フォ ー ミ ュ ラ ノシ リー ズ 最 上 スー パー フォ ー ミ ュ ラ ノシ リー ズ 最 上 位 
\ 位 12 位 (2021 年 ) 5 位 (2021 年 ) 


MMOG SS 2 ンジ 


と な り そ う な の は タイ ヤ 開 発 。 昨 一 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーー ーー ーー 
監督 : 田中 洋 克 信 エ ント ラン ト 名 : チー ム レッ ドブ ル ムゲン 


agー ス へ 列記 _ 
HO NIS @1966 年 10 月 16 日 生ま れ (55 歳 ) 信 福 島 県 出身 癌 520WOOGIIDUSAXGGI 
いる こと も あり 、 決 勝 で の 安定 性 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 代 エ ンジ ンチ ュー ナー : 株 式 会 社 M-TEC 
が 向上 すれ ば お の ず と 結果 は つい ェ ン ジニ ア : 杉崎 公俊 人 @ 車 両 メ ン テ ナ ンス : 株 式 会 社 M-TEC 
て きそう だ 。 @1966 年 1 月 23 日 生ま れ (56 歳 ) 念 神 奈川 県 出身 @http://www.mugen-powercom/ 


037 alulto Sport 


好調 ナー ム に 松下 が 合流 。 。 


悲願 の タイ トル 礁 取 な る か 仙 


1/ 


REAL 


RACING 


Astemo REAL RACING の 最も 
大 き な ト ピッ ク は 松下 信治 の 加入 
だ ろう 。 ニ ッ サ ン か ら の 復帰 と い 
う 意味 で も 話題 性 は 大 きい が 、 業 
界 的 に 注目 され る の は その 天性 の 
スピ ー ド 。 他 文化 で の 1 年 の 経験 
も 上 積み され た いま 、 ラ イ バ ル 陣 
営 に と っ て 手強い 存在 と な る は ず 
ん NR 紀 も 当 明 局 5 
年 目 と な る 塚越 広大 で 、 近 年 は タ 
イト ル 争 い に 常 に 参加 。 チ ー ム カカ 
と も ども 決し て 作 れ な い 存 在 だ 。 


Modulo NSX-GT 


明確 な ター ゲッ ト は 決勝 届 還 
各種 トラ イ が 実 を 結ぶ か 肌 語 


予選 で ずば抜け て 速い スピ ー ド 
を 見 せ た か と 思う と 、 決 勝 で は 失 
速 。 あ る い は トラ ブル が 発生 し て 
し まう な ど 、 歯 車 の 噛み 合わ な い 
シー ズン が 続く Modulo Nakajima 
Racing。 結果 、 伊 沢 拓也 と 大 津 
弘樹 の 奮闘 も 伝わり づら く な っ て 
陸 ま う で いる 。 今生 ます は 安定 
し た 成績 が 求め られ る が 、 同 様 の 
パッ ケー ジン グ と な る TEAM Red 
Bull MUGEN と の 、 絶 対 に 負け 
られ な い 戦 いも 続く こと と な る 。 


HONDA 


塚越 広大 


Koudai Tsukakoshi 


@1986 年 11 月 20 日 生ま れ (35 歳 ) 


(02 iLNSSTHIMS KIME5 


JSB WEML NMM 


し 
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HONDA 
ル \ 三 く 人 ム 
松下 信 / ロ 
Nobuharu Matsushita 
@1993 年 10 月 13 日 生ま れ (28 歳 ) 


@ 栃 木 県 出身 @ 埼 玉 県 出身 
レレ て GT500 ク ラス プシ リー ズ 最 上 位 2 位 GT500 ク ラス プシ リー ズ 最 上 位 8 位 
(2013 年 ) P (2021 年 ) 
の 2 の 衣 ラ ニン シン リーク: \ スー パー フォ ー ミ ュ ラ ノシ リー ズ 最 上 位 
N 位 2 位 (2012 年 ) 8 位 (2021 年 ) 


監督 : 金石 勝 知 

@1968 年 11 月 21 日 生ま れ (53 歳 ) 豊 大 阪 府 出身 
ェ ン ジニ ア : 田坂 泰 啓 

@1963 年 4 月 12 日 生ま れ (58 歳 ) 念 福 岡 県 出身 


コネ デ ーー デ 


の エン トラ ンド 22 リル レシ ンク 
@ ペ ベー ス 車 両 : Honda NSX-GT 

@⑱ エ ンジ ンチ ュー ナー : 株 式 会 社 M-TEC 

人 @ 車 両 メ ン テ ナ ンス : 株 式 会 社 リ アル レー シン グ 
@http://www.real-racing.jD 


MM Ma HI 
ーー ーー ーー ーー と 


HONDA HONDA 

伊沢 拓也 大 津 弘樹 
Takuya Izawa Hiroki Otsu 
@1984 年 6 月 1 日 生ま れ (37 歳 ) @1994 年 5 月 25 日 生ま れ (27 歳 ) 
人 @ 東 京都 出身 人 埼玉 県 出身 

本 GT500 ク ラス ノシ リー ズ 最 上 位 2 位 人 GT500 ク ラス ノシ リー ズ 最 上 位 12 位 

ン (2009 年 ) (2020 年 ) 
ー ア スー パー フォ ー ミ ュ ラ ノシ リー ズ 最 上 位 の スー パー フォ ー ミ ュ ラ シリ ー ズ 最上 位 
N 3 位 (2012 年 ) ! 6 位 (2021 年 ) 


監督 : 中 嶋 悟 
@1953 年 2 月 23 日 生ま れ (69 歳 ) 倫 愛 知 県 出身 


ェ ン ジニ ア : 加藤 祐樹 
@1986 年 12 月 3 日 生ま れ (35 歳 ) 代 埼 玉 県 出身 


⑱ エ ント ラン ト 名 : モデ ュー ロ ナカ ジマ レー シン グ 
@ ペ ベー ス 車 両 : Honda NSX-GT 

@⑱ エ ンジ ンチ ュー ナー : 株 式 会 社 M-TEC 

@ 車 両 メ ン テ ナ ンス : 有限 会 社 中 嶋 企画 

人 @http://www.nakajimaracing.co.jp/ 
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世界 最速 の 全 昌 且 臣 肛 ⑯ 記 チー ム ガ イ ド 


STANLEY NSX-GT 


遺志 を 引き 継ぐ で チーム は 
チャ ン ビオ ン 最 有力 候補 


アブ 
ノ / グ ノン ノン タッ ェ ッ 


慣れ 親しん だ レイ ブリ ッ ク プ ブラ 
ンド で の 参戦 か ら 、 一 転 、 ス タン 
レー カラ ー で 2021 年 を 戦っ た 
TEAM KUNIMITSU。 最 終戦 ま 
で タイ トル を 争っ た が 不運 に より 
2 年 連続 で の 戴 冠 は な ら な か っ た 。 
今年 は 開幕 前 に 高橋 国光 総監 督 が 
導 去 。 し か し 、 そ の 別 志 は 山本 商 
貴 & 牧 野 任 祐 を 含め チー ム メ ン バ 
ー に 引き 継が れる こと は 間違い な 
く 、100 号 車 は 引き 続き ライ バル 
が 最も 警戒 を 要する 1 台 と な る 。 


ES 


ラン ・. バ ゲッ ト 


T.0gasawara 


松 層 司 汗 人 レー ドド の こう 027 9 <ー ソ 
サン 陣営 入り し た ベル トラ ン ・ バ ゲッ ト は 
8 年 前 に 来 日 。 
(の 6 と) 貼 ME の MG さ 7 二 306 り ペラ ララ 
ン と 呼ば れる 存在 と な っ て きた いま で も 速 さ は 
健在 で 、 岡 山 合同 テス ト で も TEAM IMPUL の 
BASE 人 Ra ニン GU る 
INSX は 2 年 か け て 開発 し た クル マ で す が 、 
Z は 数 日 し か 走っ て いま せん 。 だ か ら 満 足 と い 
う レ ベル に は 達し て いま せん し 、 熟 成 さ れ た 
NSX と 比較 する こと は 難し いで すね 。 で も Z 
の 潜在 能力 の 高 さ は 感じ ます 。 問題 点 は 解決 し 
な けれ ば な り ま せん が 、 


監督 : 小島 一 
@1967 年 4 月 19 日 生ま れ (54 歳 ) 食 東 京都 出身 


の = 所 っ "人 
RS 人 @ 受 知 県 出身 


以来 ホン ダ の マシ ン で 4 勝 を 挙 


その 方 法論 は チー ム で 


ヽ 1 ク 所. 
山本 尚 貴 
Tadasuke Makino 
@1988 年 7 月 11 日 生ま れ (33 歳 ) 
人 @ 栃 木 県 出身 
GT500 ク ラス プシ リー ズ チ ャ ン ピ オ ン 
(2018 年 、 20 年 ) 
スー パー フォ ー ミ ュ ラ ブシ リー ズ チ ャ ン 
回 209GESIS 昌 20 星 ) 


@ エン トラ ント 名 : チ 
@⑱ ベ ペース 車両 : Honda NSX-GT 


IM NUMMlIU 
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牧野 任 祐 


Tadasuke Makino 


@1997 年 6 月 28 日 生ま れ (24 歳 ) 
念 大 阪 府 出身 


GT500 ク ラス ノシ リー ズ チ ャ ン ピ オ ン 
(2020 年 ) 
スー パー ア ォ ミミ ョ ラノ ン リ ニー ス 最上 上 仁 


gg 9 位 (2021 年 ) 
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⑱@ エ ンジ ンチ ュー ナー : 株 式 会 社 M-TEC 


ニッ サン ホン ダ 


際 の 芝生 、 
実際 に 青かっ た だ 7 


トレ ー ド 的 に 入れ 替わっ た 
ふた り の ドラ イ バ ー が 語る 
メー カー に よる 異な る 車両 特性 


Text ⑱ 皆 越 和志 (Kazuya Minakoshi) 


T.0gasawara 


持ち 合わ せ て いる の で 心配 し て いま せん 」 
2 選 の De0Ea/e 2 くる BEKUCAU の 8 
な に より テス ト 結 果 が 素性 の 良さ を 表し て いる 
一 方 、2020 年 の FIA F2 参 戦中 に シー ト を 失 
い 帰 国 し た 松下 は 、 ス ー パ ーGT の GT300 ク ラ 
ス に 初 参戦 。 シ リー ズ 終 盤 の 2 戦 の み NSX 
GT3 を ドラ イブ し 、 最 終戦 で は 7 位 入賞 を 果 た 
し た 。 翌 21 年 は ニッ サン 陣営 に 誘わ れ GT-R を 
ドラ イブ 。 第 5 戦 SUGO で 初 優勝 を 遂げ 、 タ イ 
トル 争い に も 加わ る な ど 活 躍 を 見 せ た 。 そ し て 
今年 は ホン ダ に 電撃 復帰 し 、Astemo REAL 
RACING で NSX-GT を 操る こと に な っ た 。 
「 僕 の 場合 、 毎 年 の よう に 環境 が 変 


松下 信治 


ODNGMUUO( 


人 @ 車 両 メン テ ナ ン ス : 株 式 会 社 オ ー ト テク ニッ クジ ャ パン 
@http://www.raybrig-ms.jp/ 


AstB HI 


STDf1E) 


い AskernO 


今年 も 期待 する 気持 ち し し か あり ませ ん 。 こ れ か 
ら は まだ また だ 進化 中 の NSX を ドラ イブ する わ 
け で す が 、 現 時 点 で GT-R と 比べ る と NSX の ほ 
う が ク ル マ と し て 扱い や すい で すね 。GT-R は 
どちら か と いう と 暴れ 馬 で す 。 た だ 乗り こなせ 
ば 速く 、 去 年 は 優勝 と いう 結果 に も つなが っ て 
いま す 。 NSX は 基本 的 に 乗り や すい の で す が 、 
UPSEYEEC の ONSUKI クン ek) 
が 出 て くる の で 、 そ こ を 見 極め る こと が 重要 か 
な と 思い ます 。 (塚越 ) 広大 さん が 持つ 経験 に 
合わ せ 込 ん で いけ る と 思う し 、 自 分 の 持つ スピ 
ー ド で より 責 献 し て いき た いで すね 」 と 今季 の 
抱負 を 語っ て くれ た 。 


。 中 デ 
ゃ ョ ーー 一 ーー Rd 
っ ーー ーー こ c つ 
、 記 Ss 期 呈 
ーー ニー 
す sa ーー ニーー 1 旨 中 
委 ぐ 。 ら 三 
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症 居 中 婦 遇 時 本 忠 光 豆 AA 上 *o の 結 思 間 国選 條 昌世 
< 全 KR 由 市 6 設 了 昌 荘 選 冊 RG 表 曽 和 め 肥 お 選 
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球 律 ロ パ で 門 肖 In で くさ 虹 箇 し 
KS で ぐ お で KK 員 器 つじ し っ IN 人 H 
ペー 「 掴 円 ホ マ 人 K」 くう の 率 心 へ 本 hG 
りり 窒 球 "中 共 員 宮 飼 り hG 拓司 性 
6 で さや GO で KeX マ HH て ロリ 早 :C 
三 層 潮 暴 そ 庄や ロ t 人 KG 佑 皿 へ て トー 
6 皿 則 師 p 事 の" 氏 K ふ て 6 想 さ 回 つ 


/. 
NEW 


2022 TS50I 


則 川 川 


T.0gasawara 


けり p 由 訟 琴 公 2QYO0 で 7 


| 給 記 欄間 *N 尋 明 医 


NGHA へ AA へ 記せ" 苦 峰 SQ 馬 
森 拓 り 待 評 瞭 jp4 れ 人 ぐし 「 有 > 末 有 G 細 瑞 
記 | 玖 崩 揚 つ " 革 置 Q 殖 皿 J で KG 選 着 
問 尺 ① せ きり KK て へ 6 四 固 澄 革 を 中 
ャ ヘミ ー ( 瑞 胃 索 ) 皿 療 め 咽 個 つ " 胡 
正 貞 維 選民 ツン 無 琶 か he 表 虹 東 茎 つつ 7 

つ 反 つ ト ハーK へ G 凡 選 手羽 し 域 
正 つ や Q 再 四 SG 心 己 名” 生じ an 
- Eox 栖 壮 心証 油 才 公 中 つ で 
JJ 也 " Q 粒 6 宮 壮 家 革 本 Ne ト 
トロ ー 愉 嗣 札 Ke)) り "OH" 
垣 R り 個 更 本 ken - Eo 的 芽生 避 
豆 @G 暑 窓 じ 圭 給 電 還っ ye" 

可 へ 園 つ けり SteS” 准 笛 所 咽 色 隊 赴 
で teHHG と ロゼ ココ ホ て ふさ 区 
選ぶ 6 示 で や 唱 燕 由 MS 心 提 押 
溝 teSG 交 弄 SN” 上 補 本 豆 陸 し 
m - モ ox 十 全 NNy で 公 黄 飼 に 
し OneB6SJ′ 窯 球 雷 公 臣 芽生 NG ょ JJ) 
じ 中 骨 り 装 富 公 下 ント JGm の し 
〇 (円 党 囚 笛 小 客 土 ) ) 是 で to 揚 態 
3J で 妨 犬 る GS 公 ペ ネー トー ロリ 
Ne 選 ” 拓 補 6 豆 で Gt@ ト トロ ー 止 、 レ 
3 環 地 NMIJ「 環 殿 品 り 表 つつ 
さ う っ] うっ 心 摘 光 唱 め 視 よ Jo" 

回 本 半 ハ ーK へ 6 も へ 忌 底 殺 災 
刀 ポ し | 青 季 り せ 責 装 直 公 交 Ke] や 際 
編 つじ し 尋 " 結 :R じ "トー に K て 公選 忌 
いっ ぷっ 普 遇 訓 如 ぐ @ て ミ ふ p 震 
MEICNNN な saN 較 に め る INN や NIS だ 
ペー ド 公 し ot の ” 白 環 地 NGHA 公 
へ し 内 KG は JJ 還 下 つ し じ 玉 " ト へ 
INS 愉 で し jpIhN ペ て くく 間 聞 ン 


044 


auto sport 


ド 


Km 土 G 寺 喉 倒 じ で 8 ペー 
IN で マー リロ 下 団 環 お KG ょ JJ 
赤 弁 回 じ p モ AI ト T 生 SG や 政 で 公民" 

Jp1QtQS” 素 過 4IN で て ベー6 野 尾 
けり ュ 6 や さく I ト Op 更 " ーIihN で くり ユ 
I ト ヾ 選 剛 忠 で 8 球 要 記さ リー 王 
補 間 四 JJ)p 給 選 で KO の "トード 
て 表 G へ 私 せ へ 心 敵 選 お で 87 選 
マ 党 Gー ミ ふ 選 に StG 民 状 め 詳 で he 
つ 尽 つ "Ih で くさ や @ 直 給 じ 著 妥 けり 
SNeGS で "上 苦 語 へ K 心 昌 岬 生地 
っ 装 生 直紀 野 抽 つ を も っ うっ HA 公 へ 症 
土 し に ペー に KU 代 NeH 手 記 棚 間近 
DIEEPOALEADLKIIENESE( 

で 愉 宮 @ 國 R じ やめ 四 つ ょ JJ 
SI 拓 説 じ ポ 貴章 区 問 S『N ユ 
ふふふ KJ) FRIRIh ミ ふ て 
キー トト TA や トー や っ JI 区 つつ 7 jp で 
Jp ト JG 累 筐 G 悪 器 ト JRSRHRG 
人 H 導 琵 判 り 押 S 層 6 本 6 や 祖 胡 じ 
JJ で し 地 燥 や で じ レトロ ヘー 喜 @ 
必 へ ドー ド 時 り っ で 刀 、S 忠 逐 交 
いむ 福 近 6@ 局 李 く INAKp 詳 で CO 
NG 地 紺 相 壌 や 「 ス モ S 尼 選 媒 里 蝶 」 
間 還 MTJ Jp 提 人 QtGT 着 人 NN で で 2 
レミ ケ さ く ヘ へ へ 索 天 さ ペー ド 
し @ 骨 さ を 0” 閣 っ を 0 唱 お OS 
で ひい レス ント JJ NO 


反 
K く し め 
で 
忌 


へ ふ K ふ 由 の 選 耳 っ 禁 本 型 絆 
咽 皿 つ を も っ HA 人 AA 型 し 
N H 二 朗 朴 提 tG 曲 甘 p 背 し 知人 色 人 殆 KG 


045 autosport 


で マグ 
と こみ ア 
の デビ \ 
Ps > < し う 2 
/ デポ : Ni い まこ ィ 
し ま 7 っ ト + 
に イト y 2 すう リ テア . ア 
/ パ リリ 7 1 k の 1 D 誠 だ “を リ 
N 1 KK っ に を もい Ne シ 
と - JY や nv た Nd に あっ n 
0 CE マデ / 。 WP で ー ず ウ wtN ま し 
し > ) W ア ョ ブ この Se Sn ゲバ _ NO - 1 で あ も フェ * 【 
テー こ 2 NE ば) ん たい 2 ん な 3 で に の Y 
、 入る の PA や まみ 7 に ー 
, メッ に た まり P レナ > | マン ば し" 
ん | ラス アー 3 を - 区 太 -* km プ て 
の 還 』 『 マデ + YS も W ペイ チコ [ 
と ッ m ュ | の ン K で 、 1 ドン ズ (と = も ・ 7 ん 52 
ば トン 1 2 デュ ンク こ うう ・ し ゃ し 「 す WW 
> で pp っ の し セー チ を で プリ io 
2 ) に れ 
8 RE ) S 
し 


い 、 ミサ が も が の っ < 『 特 ※ ル バー マ や 。 ヽ 、 ヾ ーー 
(や あめ り 、 后 ジグ ラン 中 忌 の 最終 セッ ショ ン は トラ 
YA が テグ リッ プ 過 多 ] の 状況 も 考え どれ た 。 ん 


。 っ 較 山 公式 テス ト の 週末 ば 快晴 続き 。.2 目 間 で .: 


- 全 40 台 が 知 々 数 百 ラ ツジ プ を 走り 込ん だ こと も 
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_  : 昨年 まで の クル マ は 、 空 力 性 能 を 狙 
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し て きま し た が 、 年間 8 戦 あ っ て さま ざま 
な サー キッ ト で 色々 な 季節 を 走る こと を 考 
える と 、 今 の 特性 の まま で は 扱い づら い の 
で 、 乗 りや すい けれ ども 速い と いう 特性 を 
追求 : じ 考 レ た 。 
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人 青 : 近 年 、 シ ミュ レー ショ ン を 駆使 し た 
事前 の 準備 が 勝負 を 分 け て いる と いう 面 が 
ある の で 、 高 い 精度 で シミ ュ レ ーション で 
さき の N の UNDP、 の ミラ 回 少 ウ ンク の ま EE 
HE 放ち 5( の EGG 半 P22000 ン 2 ご 宮 レッ ニー) シン 
ン に 使う デー タ も 精度 の 高い 最新 仕様 に し 
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改良 に 踏み 切っ た ん で す が 、 シ ー ズ ン が 終 
わっ た 後に 調べ る と 、 燃 焼 圧 力 、P-max 
が 増え た こと に と も な う 問 題 点 が 何 台 か に 
見 受け られ まし た 。 台 上 試験 で は 事前 に あ 
る 程度 確認 は 取っ て いた ん で す が 、 レー ス 


5 介 20 に GS まっ と や やり た さき 7201 に に 


NORI9E の 3 まほ っ つり = 回 に お 
を だ ほのか の が UN の に に SN) が つこ 
と で 、 今 季 は 去年 の 前 半 と 後半 の 中 間 あ た 
り を 狙う よう な ョ まだ た 違っ だ アジ ロー デ チ を 
か け て 戦い 始め ます 。 


Re ン が 終わ っ た 後に 調べ る と 
ーー 燃焼 圧力 、P-max が 増え た こと に と も な う 
> 問題 点 が 何 台 か に 見 受け られ まし た 
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ドラ イ バ ー の 要因 で バラ ツキ が 相当 ある の 
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価 し づら い 部 分 が あり ます 。 昨季 の 給油 時 
癌 仙 旧 (の KR ヨク さん だ りり で は 6S く 
ニッ サン さん の 給油 時 間 も す ご く 短 く な っ 
て いる 。 何 か 違 う 運 転 で 対応 し て いる の か 、 
エン ジン が 進化 し で いる の か が 分 か ら な い 
StV 之 2 人 GC 
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開幕 を 迎え られ そう な 感じ で すか ? 
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ベー スモ デル 変更 に と も な う 各 部 の 最適 化 、 そ れ が 22 年 の 大 命 
NSX-GT の 開発 を 率い る 佐伯 上 昌 浩 LEPL と 、 車体 開発 を 担当 する 
住 西友 宏 氏 の 言葉 か ら 、 新生 "Type-S”* の 現在 地 が 見 えて きた 


Text @ 大串 信 (Makoto Ogushi) 
Photo ⑱ 田村 翔 (Gho Tamura) 
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ス 車 両 も 同じ サイ ズ と な る よう 調整 し な け 
れ ば な ら な いと いう スケ ー リ ング の 規則 が 
あっ て 、 ボ ディ ワー ク も 見 直す 必要 が あっ 
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部 品 を 変え る 必要 が あり まし た 。『Type-S』 
は 幅 方 向 に は 大 き な 違 い は あり ませ ん が 、 
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全車 が 一 堂 に 会 し た 第 1 回 公式 テス ト が 
開幕 戦 の 地 、 岡山 で 開催 され た * 鍋 
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Text @ 高藤 昌 洋 (Masahiro Takato) 

Photo @ 平田 勝 (Masaru Hirata) 森山 俊一 (Toshikazu Moriyama) 
益田 和久 (Kazuhisa Masuda) 吉田 成 信 (Shigenobu Yoshida) 

田村 翔 (GSho Tamura) 小笠 原 買 士 (Takashi 0Ogasawara) 
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SUPER GT 2022 公式 テス ト 岡 山 GT500 ク ラス リザ ルト 岡山 国際 サー キッ ト (3.703km) 
Pos. No. Cer Driver Tire | 3 月 12 日 AM | 3 月 2 日 PM | 3 月 3 日 AM | 3 月 13 日 PM 
au TOM'S GR Supra 坪井 翔 プ ジュ リア ー ノ ・ ア レジ 1'18"150 | 1'19"195 | 1'18"'116 | 120"652 
ARTA NSX-GT 野尻 因 紀 福住 仁 准 1'18"184 1'18"501 1'18"854 1'21"421 
Astemo NSX-GT 塚越 広大 松下 信治 1'18"227 1'18"215 1'19"621 1'19"361 
STANLEY NSX-GT 山本 尚 貴 / 牧 野 任 祐 1'18"218 1'18"815 1'18"584 1'20"893 
MOTUL AUTECH Z 松田 次 生 プ ロニ ー・ ク イン タレ ッ リ 118"701 1'18"754 1'18"246 1'20"518 
DENSO KOBELCO SARDGRSupra 関口 雄飛 中 山 雄一 1'18"314 1'18"965 1'18"617 1'19"525 
ENEOS X PRIME GR Supra 大 嶋 和 世 山下 健太 1'18"396 | 1'18"566 | 1'19"003 | 119"471 
CRAFTSPORTS MOTUL Z 千代 勝正 / 高 星 明 誠 1'18"830 1'18"407 1'18"487 1'20"560 
KeePer TOM S GR Supra サッ シャ ・ フ ェ ネ スト ラズ / 宮田 莉 朋 1'18"422 1'19"105 1'18"581 1'21"126 
カル ソニ ッ ク IMPUL Z 平 峰 一 臣 プ ベル トラ ン ・ バ ゲッ ト 1'18"522 1'18"512 1'19"030 1'19"419 
Red Bull MOTUL MUGEN NSX-GT 供 原 右京 大 湯 都 史 樹 1'18"927 1'18"513 1'19"273 1'20"824 
Modulo NSX-GT 伊沢 拓也 大 津 弘樹 1'18"702 1'19"466 1'19"219 1'20"412 
リア ライ ズ コ ー ボ レー ショ ン ADVAN Z 佐々 木 大 樹 / 平手 晃 平 1'19"510 1'19"151 1'18"887 1'19"668 
WedsSport ADVAN GR Supra 国 本 雄 資 / 阪 口 晴 南 1'19"328 1'19"320 1'18"906 1'19"733 
ZENT CERUMO GR Supra 立川 祐 路 / 石 浦 宏明 1'19"283 1'19"216 1'19"522 1'19"968 
タイ ヤ :BS デ ブリ ヂ ス トン DL ダン ロッ プ MI 三 ミ シュ ラン YH 王 ヨコハマ 全 セ ッ シ ョ ン : 曇り ンプ ド ライ 
テス ト に お ける タイ ム は あく まで 参考 値 で し か な い が 、 2 日 間 の 
4 セッ ショ ン で の 総合 ベス ト は 奇しくも 昨季 王者 の au GR スー プ 
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な っ た 。 最後 の セッ ショ ン は 決勝 を 見 据え た ロン グラ ン を テス ト オ 
する の が 通例 で あり 、 ベ スト タイ ム が 出 て いな い の は それ が 理由 。 
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陣 人 公夫” で て S 人 ト 公 京 ミ レビ ゼ ( ト 
へ トト や で K ロ で レギ 革 疫 トト 
尽 泡 著 唱 SSNG 公 )” 編 野 四球 く 
ー し nt)G ょ JJ" ト J で し ゼ 提 で し 
っ ne 蹴 寺 や 人 糧 栓 つつ で 公 で 涯 緊 WmW つ 
さむ で うむ SS 公 で 如 選 "人 公 率 ミリ 
き で し SQMK9 地 候 屋 町 公 埋 "KK て 
さ K 詳 飼 り お で で し っ nk) う /" 

WW つい し | 公 公 尼 さ 旧 或 ロ だ で 尋 り ) 
JJ6 喘 KG スス トー っ ct0GS” 電 
骨 *0 で さっ うり "トトロ 心 泡 忠 じ ば 皿 
殖 半 や <h で や で で 38 衣 し め 層 過 交 人 
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ー へ h ト さて トレ "HH ヘ へ 
人 A 日 に つつ さ 6 XX 民 日 
DNSIiAn と SEIGSG2 誠 
SGK ぶ トト せ 鬼 悦 ” 也 
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し レ っ te” NG ズ 員 せ 沖 同 
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「 し じゃ SG 半 り せ 聖 散 WS っ 
いじ 昭 で や っ つ 尋 」 

NG 政則 つっ 心 6 公 ” 臣 つ ン | 上 普 民 
で し じ 」 苦 幅 導 じ 提 塞 @ ぶ で モ 快 衝 丈 団 
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民 罰 交 画 中 り を で し っ T 
へ く か や ヘー リロ で うし せ 半 や 勾 失 む で で 
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Photo @⑱ 平田 勝 (Masaru Hirata)/ 森 山 俊一 (Toshikazu Moriyama) 
橋 仁 明 (Noriaki Mitsuhashi) 小笠 原 足 士 (Takashi 0gasawarag) 
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Text @⑱ 十 骨 呆 寺 (Masahiro Takato) 


岡 人 セー^ 愉 RI トロ ユー じ 豆 G 交 応 
けり 舞 0" マー 中 つじ 0 妃 田 著 
奈 表 営 過 会 上 と ホー ス N ロ ゼミ 
HG 彰 牧 り 窒 "て IN 和 SSHA 公 日 ト 
G | 可 SQ 呈 ンマ リ うさ で 7 敵 箇 こ 朋 
組 間 駅 む 選 6 お 音 員 慌 補 で 刀 り っ で 
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6 戦 SUGO 


第 


1 


注目 | みた いな 状 


こ ? 


競争 で きま すね 。 
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”” 玖 ボ さ ロ ボー トー 入隊 ぐ Q き さっ 
つの 

ーーWw で し の 電 で 定 坦 虹 更 稼 本 6 補 
SQ bs)) っ し も で ? 
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園 時 つじ っ te@ く よ 了 て 寺 電 CDO 町 
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+6 ZIhN マ ミーIh マ で へ ヘ ト SN 色 癌 っ 補 
ト J) じ 慌 時 球 忌 邊 r^ じ っ nt” 時 三 選 
結 中 そり へ 杜 ひし" NG 区 
の 回 琴 坦 INA 幸 ASQ 選 りさ ひし っ ぃ 6 
む SJ” 避 財 中 そ へ りや へ へ っ じ し 野 選 
レ つ HO で 8? (中 人 必 ) キハ 失 で て 
っ で 公 で うう せ 装う 応じ っ hG" 

を で やる さや く て 公 必 に 薄 吉 つじ うっ で" 
征 入 し 6 回 公 半 っ づつ 7 日 公路 
へ で で 公記 っ うつ レ っ 0 つつ" 206 下 ー 
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変わ る こと で パフ ォ ー マ ンス が 上 が る こと も ある が 、 そ こ に は リス ク が つき まとう 。 昨年 、 燃 費 の 良さ を 活か し 
て 決勝 で 強かっ た 100 号 車 、 シ ー ズ ン 終 盤 の 2 連勝 で タイ トル 争い に 加わ っ た 8 号車 。 体制 維持 の 2 台 が 本 命 か ? 


ハミ 出 し GT300 情 報 


BoP の さじ 加減 に 法則 あり !? 

XX : オ レ が 知っ て いる AAM (INS の AN 引 ニ ン ョ アラ ンク (レン 
も 市 る し じゃ な く て GT500 に KHAN クル マ も で 
2 の 0 ラン クシ ンー クン 98 DS 

計 に 2 の の 2220O の 2 NNS60N NO の 生き は 

Z : で も 、 各 サー キッ ト に は タイ ヤ を 合わ せる だ ろう か ら 、 速 い は ず 
OS 

X : それ か ら 100 歳 コン ビ が 楽し み だ ね 。 

Z : 新 田 守男 さん と 高木 真一 さん で すね 。 

ーーGT500 の 話 で は お じ さ ん より 若い ヤツ に 組ま せ た い と か 言っ て 
MSIPEANOUGE yi 


X : 自動 車 メ ー カ ー が プラ イド を か け て 戦っ て いる GT500 と は 話 が 別 。 


Gll300 由 ほそ うい いう スト 語り 呈 も あつ た ほう の が 血 邊 5 

Z : ボク と し て は 菅 波 冬 悟 選 手 が い な い の が 寂し いで す 。 ど うな ん で 
すか 、 こ ん な に GR スー プラ と GR86 の 台数 が 増え て ? 

GE の 見 旨 2 の EUVAGNUNYUNI 

Z : 見 て いる と GT300 っ て 、JAF-GT (現行 GTA-GT300 規 定 ) と 
FIA-GT3 で 性 能 調整 (BoP) の 波 が あっ て 、JAF-GT が タイ トル を 獲 
る と 翌年 は JAF-GT の 性 能 調整 が 厳し く な る 流れ が あり ます 。 

X : BRZ が タイ トル を 獲 っ て 、 そ の BRZ に 対し て 性 能 調 整 が 緩い と 
066 人 a 昌 2N ウ NEE2 プ ラル こる の EGGN SO の 6 


ZORG6 の 3 申 02240 で 4 の 20 の 二 力 語 の 上 の の 5 見 Ce の ic ね 


X : いずれ に せよ 、 よ り 混 戦 に し た いと いう 意図 で BoP を か け て いる 
の だ か ら 、 多 く の チ ー ム が 勝負 で きる 状態 が 生ま れる こと を 望む よ 。 
Z : そ れ に し て も ドラ イ バ ー の メン ツ を 見 て も さら に グ 理 化 が 進ん だ 
2200 

X : その な か で も 100 歳 コン ビ が いた り 、 チ ー ム 体制 も それ ぞ れ 大 き 
く 違 う GT300 と 、 メ ー カ ー が 戦う GT500、 構 造 の 違う ふた つの クラ 
ス が 混 走 する か ら 面 曰 い 。 絶 対 今年 も いろ ん な こと が 起き ます よ 。 


061 autosport 


馬 Hrala 


田 Y の 慎 較 較 
ー キ サー ヌメ て へ 愉 中 ロー ャ ir の ぴざ 誰 ささ 党 
。r ご ひど AT て rr ざ ご / ボ 移 王 R 青 両生 


さこ 
ソ 
プン 


②^ ド Il Le の 還 あ りら よさ 


。 と で 紹 uNtrrr つ と (r 
ぷ ン AO 用 へ て 軸 寺 沢 ど 計 六 生 寺 洋 


少 


ョ / 則 時 


1 
ロ 


で 直 ど 斑 光 や (rr 本 OH 


山口! 
ャ 4 
524| 


対 「Mfi 同 Ok0W で 


うぶ び 沈 叶 ざさ 0t び tr 生 ー さ NN S で ぐい 


ヾ 旭 へ きた 石 政 壮 元 と コ の , 蛋 普 還 


信男 ーー ラペ パー で ペ m び 演 


赴 た 
か め 
に 
ま 企 
し 画 
た 
は ま 

上 
3 仙 夫 
画 “ 
意 関 
図 係 
を 者 
の 
百 
に 


EH> 
記 


羽 聞 


し パン で 付 寺 内 ど 時 の 書 古 き 
より 琴 び 誠 と で ンー へ さ 交 計 


ー ボ で 貴 


it TINO 


ュー の 9 の は OO ル 學 
ryJ 移さ 


て 
ン 


S 斗 鞭 N NN コ の ー 
回 半 。 尼 


S.「amu( 央 ィ 
テス ト で 好調 な Nissan Z。 ニ スモ の 2 台 体 制 
と な り 情 報 共有 が 効率 化 さ れ た 23 号 車 と 3 号 
車 も 今季 の チャ ン ピ オ ン 候 補 最 有力 だ 。 
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SUPER GT 2022 公式 テス ト 岡 山 GT300 ク ラス リザ ルト 岡山 国際 サー キッ ト (3.703km) 全 セ ッ シ ョ ン : 曇り ンド ライ 初 大 の E 条 さ 
Pos. | No. |Car Driver Tire | 3 月 12 日 AM | 3 月 12 日 PM | 3 月 13 日 AM | 3 月 13 日 PM 日 き スズ C そ れ 
時 ほな バリ U の 次 て 
1 88 TBN 小暮 卓史 ノ 元 嶋 佑 弥 YH | 125"210 | 1'26"251 | 1'27"'5ee | 1'26'811 ど ア ル の 参 第 い 
2 96 KrtunesRCFGT3 新 田 守 男 高 木 真一 DL | 125'555 | 1'26"224 | 1'27'616 | 127"582 で ク B 改 加 っ 】 
3 9 PACIFIC hololive NAC Ferrari 木村 武史 ノ ケ イ ・ コ ッ ツ ォ リ ー ノ YH | 125"'898 | 1'27'014 | 1'26'148 | 1'27'107 る 還 御 人 
よ て 
4 52 埼玉 トヨ ペッ ト GB GR SupraGT 吉田 広樹 川合 孝 汰 BS | 1'26"'194 | 1'26'636 | 125'917 | 1'28"'056 い ン が 行 の た “ 
5 87 TBN 松浦 地 亮 坂口 夏 朋 YH | 125'918 | 1'26'149 | 126'603 | 128'238 に ト 今 な 変 面 や 
6 18 UPGARAGE NSX GT3 小林 頻 志 太田 格 之 進 YH | 125"'974 | 1'27'375 | 1'26"310 | 1'28"126 め Ms 還 上 人 
『 道 0 
の 4 グッ ドス マイ ル 初音 ミク AMG 片岡 龍也 YiI2ell52 中 026768 目 II2828 四 0270872 5 テ い 対 き 開 
8 65 LEONPYRAMID AMG 蒲生 尚 弥 ン 篠原 拓朗 BS | 126"'162 | 1'27"003 | 126"273 | 1'27"482 暖 て ス た 応 い 幕 
9 10 TANAX GAINER GT-R 富田 竜一 郎 / 大 草 りき ノ 塩 津 祐介 "DL | 1'26'345 | 1'27"337 | 1'27'"085 | 1'27"187 4 3 中 年 す ろ 串 
や へ KN と NG 
10 56 リア ライ ズ 日 産 メカ ニッ クチ ャ レン ジ GT-R 藤波 清 斗 ノ ツ ョ アオ パオ ロ ・ デ ・ カ ベイ YH | 126'380 | 1'27"135 | 1'26"581 | 1'26'464 共 9 生 
^ 4 、 フ 
6 Team LeMans Audi R8 LMS 本 山 哲 片山 義 章 YH | 126"446 | 1'26'"733 | 1'26"'972 | 1'27"828 曇 た も 者 ^。 加 
O 


11 
12 20 シェ イド レー シン グ GR86 GT 平 中 克幸 清水 英志 郎 DL | 126"'450 | 1'27"481 | 1'26'617 | 1'27"451 
13 30 aprGR86 GT 永井 宏明 プ 織 戸 学 Y 還 員 且 22207 引 古人 U26757 側 且 (0240787 引 220808 本 
14 11 GAINER TANAX GT-R 安田 裕 信 ノ 石川 京 侍 DL | 1'26"849 | 1'26"587 | 1'27"117 | 1'27'292 
15 55 ARTANSX GT3 武藤 英紀 木村 偉 織 BS | 1'26"'620 | 1'26'982 | 1'27"130 | 1'27"'600 
16 34 BUSOUraffinee GT-R 柳田 真 孝 井出 有 治 DL | 1'27"362 | 1'27"037 | 1'26'655 | 1'27"'834 
17 360 RUNUP RIVAUX GT-R 青木 地 行 / 田 中 篤 YH | 1'27"202 | 1'27"295 | 1'26"717 | 1'28"411 
18 61 SUBARU BRZ R&D SPORT 井口 車 人 山内 英輝 DL | 1'27"785 | 1'26'926 | 1'27"248 | NoTime 
19 7 Studie BMW M4 荒 聖 治 ノ 近 藤 胃 MI | 126'989 | 127'846 | 1'27"252 | 1'27"520 
20 50 Amage MC86 加納 政樹 阪口 良平 ノン 山下 亮 生 。 YH | 1'28'090 | 127'262 | 1'28"474 | 1'27"276 
21 31 aprGR SPORT PRIUS GT 剛 峨 宏紀 中 山 友貴 BS | 1'28"275 | 1'27'272 | 1'28"028 | 1'28"'235 
22 。 5 TBN 冨 林 勇 佑 / 甲 野 将 哉 大 島 和 也  YH | 1'27'978 | 1'28"'531 | 1'27'352 | 1'29"'929 
23 60 SYNTIUM LMcorsa GR Supra GT 吉本 大 樹 / 河 野 駿 佑 DL | 127"'382 | 1'27"571 | 127"469 | 1'27'601 
24 48 植毛 ケー ズ フ ロン ティ ア GT-R 井田 太陽 / 田 中 優 YH | 1'28"564 | 1'28"'121 | 1'28"466 | 1'29"490 
29 放 22 アー ルー る We Ge 和田 ス ノ 城 内 政樹 YH | 1'28"416 | 1'29"010 | 1'28'798 | 129"113 
タイ ヤ :BS 王 ブリ ヂ ス トン DL ダンロップ MI ミシュ ラン YHー ヨ コ ハ マ 編集 部 集計 


T.0gasawara 
mp 4 セッ ショ ン と も 上 位 に 顔 を 出し て いた PACIFIC 
hololve NAC Ferrari。 あ くま で 去年 の 岡山 に 当て は め た 
仮定 だ が 、1 分 25 秒 台 で あれ ば 予選 02 中 団 以 上 を 望め そ 
うだ 。 画 埼玉 トヨ ペッ ト GB GR Supra GT は GT300 勢 で 
唯一 、 2 日 間 総合 トッ プ 10 入 り 。(8。s) 


人 も う 何 年 も 所 属し て いる か 
の よう に K-tunes の ピッ ト に 
溶け 込ん で いる 高木 。(as) 
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Or 計り 光山 テ 8 さ ざ 滞 石 


納 の 人 代 NENALN うら うー サー ロ Ho 。 計 さ 
ーー ロリ ロ い は の の 計 ど ざき て へ 山 謙 


は 立 澤 オビ ON mV さき 計 りう 界 疲 
さび 党 需 の 6 人 サ SN mn マ SN ロロ 8 ご 


さき e+0tA 人 は rm の 研 RTSNV 品 NS 人 き SS 
浴 て 敵 代 テロ 。 ロ YSNINA 


mp スー パーGT 初 参戦 の も の ュ 行 て 日 うし 操 

SHADE RACING は 2 日 * 手 を で いか だ ま 

間 総 合 12 番手 と まず まず | E 応 号 も た ら “っ が 
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ショ ン と も 平 中 が ルー キ 放つ いな 多 で アカ の な 

ー の 清水 を 上 回 っ て いた 。 改 か る ク ポ 実は 原 < 

飛躍 の カギ の ひと つ は 清 良 み “ ラ | 施 2 因 な 

水 が 握っ て いそ うだ 。 師 途 つ 一 ッッ ツ は さ 月 の っ 

BUSOU の 柳田 ノ 井 出 は 上 つ 定 シ 走 れ 28 よ て 

な ん と 21 年 ぶ ざり の ヨン ビ ピ 。 

ヤ こち ら も GT 初見 参 の 
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間 うう 5” ババ アン ププ 当 EE 了 ム | ( ま ド 
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ョ et 判 ス ん 加 変 T ア に トマ タン 将 目 ま バ 
断 ト な 条 動 ' ラ 復 を し グ が 年 ま !| 
す の 影 件 を R イ 帰着 G ト ラ 実 後 だ ^ 
る 内 響 の 感 と ズ “し 練 ン 施 の っ チ 
材 容 を 変じ な 日 最 た 3 習 の さ セ た | 
料 と お 更 さ っ 産 終 が が 時 テ れ ッ ム 
紅 因 ま の 更 だ た 2 メ 人 を 、 り スズ ス 
な ザ ぼ 高 る が カッ ダボ U ト そ タ 
り ル す 速 "ニシ メル P を の ン ツ 
そ ト の コス 全 ツ ョ | パ G 行 ま 4 ブ 
う も か | ト 体 クン ジ | Al な ま は と 
だ 今 ?" ス と 的 チ の は で R っ 各 ~ も 
^ 符 富 の な に ヤ ト な コ A て チ ス 表 

の 士 富 っ 勢 レ ッ く 人 | G 終 | タ 情 
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/ 資 賠 ト ー 到 
当 計 油 ら つの の 


細部 に 宿る 
"刈り 取り 、 の 深化 
HMI MI/ 月 | UBAMUBH7HADPHI 


肌 | | 王者 の 証し と し て 、 ゴー ルド の ライ ン が 刻ま れ た 2022 年 仕様 の BRZ 


一 見 する と 、 それ 以外 の 外観 の 変化 は 気づき に くい 
それ ほど に 、 21 年 仕様 の BRZ は 高い 次 元 に あっ た と いえ る 
新潮 流 し か し 、 さら な る 高み を 目指 し 、 深め られ た 進化 が あっ た 


人 (Kazuhlea Masud8)/ 欠 本 平 (Shimpel SuzuK 


S.SUZUki 


空力 面 で 大 きく 変わ っ た の 
は フロ ント フェ ンダ ー 後 端 。 
21 年 仕様 は 直線 的 処理 だ 
っ た が 、22 年 仕様 は 弧 を 描 
いて いる 。 新型 BRZ の エア 重 
口 開 発 は CFD (数 値 流体 力 
学 ) を 軸 と し て お り 、 曲 線 
形状 に よっ て ドラ ッ グ が 低 
下 し た 数 値 を 得 ら れ た と い 
だ ろう 。 


』 り T “ 1 
『 ザ ィ 。 )f の 1 ag t 埋 
前 材 2 ン が で 前 N3 aa の * n az | 
半 会 し だ 結 に パ ーー ーーーー ENNRNU / | 
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非 小 2 年 "とけ 12 “" ジ う て R 意 
品 澤 0 で そい を 点 ド シ 目 い z 願 1 
淫 氷 2 な 評 る れ ギ イン を シ R チ を NE 
デフ グ * ッ | 8 回 | D ン お っ た 。BRZ は 当初 、 420 ズブ 
戦 壮 エ た 振 圧 プ ズ 戦 る ズ ス ピ 表 の 7 の の ロウ の 
い は イ " り 倒 を ラ 中 戦 1 ポ オ 彰 人 IN の ウン 
さ ク 2 返 し 築 ン 4 縛 勝 | ン 台 ス を 使っ て いた が 、 シー ズン 途中 
5 際 ee ダ 月 る こい キ 回 を ツマ に 4 に 写真 の 「 両 方 の いい と こ 取 り ] 
に 昨 ウ 25 と シ た ン と 残 表 「 輝 回 0 ド と カバ パー タ 
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の 2 ニン 2 ウー の 岡山 公式 テス ト で は 面 構成 の カバ ー 下 側 を 伸ばし た タイ プ で テス ト 。 よ り ボ デ 
間 先 ゆ 年 か グ の 衝 大 ナ と 異 で 3 た ィ に 沿っ て 空気 が 流れ る よう に し て ドラ ッ グ を 減ら し つつ 、 小 ぶり な カナ ー ド 
の 代 え に ら は 4 得 会 リ つっ 名 ノ 大 ゃ を 追加 し て ダウ ン フ ォ ー ス も 稼ぐ の が 狙い 。「 こ ちら で 収束 し そう 」 と の こと 。 
経 B の は ト 戦 し 上 ン て で | 会 開 ここ ここ 2 
験 R 産 型 遠 ッ 終 た グ フ ポ 目 暴 。 評 講 / 
と Z み B い プ 了 が レ サ 是 ア イィ の 戦 
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ウ の 苦 ZZ ジ 16 で 勝 囲 キ 非 か ト 催 山 
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すか っ こっ “ ズ わ ボ ポ 戦 か る 長 4 初 
べら て と タラ ウララ | 迄 つっ B 戦 に 上 
く で いで “イン た ル 鹿 た R と も お あ き 
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権 民 mmENIGT へ や トー ゼ 「 円 症 半 や 」 
けっ で で で ビレ っ で 選 和 S ダード 司 
攻 Si ト 中 で へ 換 表 hG 旬 RT 昌 芝 GS 
TNIhA ATHKN も 選 穫 pm 人 S で 招 
⑩ 也 で し "NG せ て 改心 ペー ポ 忘 球 
さ C し うっ” 親 了 能 " 打 品 時 べ せ | 賠 音 
UIte46 の ヒュ oO の の 人 胡 G マ ペー 私 | 
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TNK い か へ 妥 JH6 で で し っ や で 
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RS 互選 ] ) そ 出 貢 彰 幼 "NuhD レ 入 へ て 
ーJJKN つ へ へ ロー ミネ 刻 笠 6 拓 選 く 
INAK 机 村 通 つ " や か ーー ト NG ユマ 


工夫 を 疾 ら す 代 表 的 アイ テム と いえ る 。 
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朗 つ レモ で ヘー ユー ペー ロロ 閉 @Q”NG 


園 駅 お 箇 h))J き マ 親 呈 選 DS 


IJG へ AH て 心 系 心 へ 政 到 し じ 環 隙 Y 
で 名 時 出 拉 SmeN37 叫 叩 り 人 
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( 圭 総 臨 首 ) 公 閣 つ ン SG は J) 届 咽 制 
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臣 拉 りら NIー ユ へ 講 弄 で 0 し っ 7 
Nv で ロー ト 人 人心 宗 唱 押 表 つっ tk" 
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2Q か て ヘ を 人 公 で Q 心 そ ヘ と ト 
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お で っ 公 ” そ で で K ロ ヘー ミ 怠 李 洲 窒 
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WRC 時 代 の 03 年 ご ろか ら 
EJ20 型 レー シン グエン ジン 
の 制御 を つか さ ど っ て きた 
マク ラー レン 製 ECU に 代わ 
り 、 今 季 は モー テッ ク 製 で 
制御 。 ロ ジッ ク が 違う こと 
か ら 熟 成 さ れ た 昨季 の レベ | 
ル に は まだ 到達 で き て いな 
いと いう が 、 演 算 速 度 の ス 
ピー ドア ッ プ に よっ て 点火 
の 正確 さ が 上 が る こと で 、 
BTDC (ピス トン の 下 死 点 
と 上 死 点 ) に 対す る バラ つ 
き を 抽 え られ る こと に 期待 
し いあ と いう 。 
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昨季 逃し た 全 戦 入賞 を 掲げ 
国内 で 唯一 無 二 の 投入 さら に 決勝 で 強い BRZ へ 


ブレ ー キ キャ リ パ ー は か つて アル ミ の 削り 出し が 主流 だ 
っ た が 、 い ま は 精密 鍛造 製 が 主流 だ 。 鍛 造 製 は 剛性 に 優れ 
る が 、 型 が 必要 で デザ イン の 自由 度 が 低い 。 だ が 、 そ の 間 
題 を クリ ア し た の が 22 年 仕様 の BRZ に 投入 され た AP レー 
シン グ の 新型 キャ リ パ ー で ある 。 

デザ イン の 見 直し に より 従来 タイ プ よ り も 軽く な り 、 そ 
し て 最大 の トピ ッ ク が ダク ト を キャ リ パ ー の ピス トン 部 分 
に 接続 で きる こと 。 熱源 で ある ブレ ー キ パッ ド 付 近 に 走行 
風 を 当て る こと が で きる の だ 。 一般 的 な ダク ト で は 充分 に 
冷や せな か っ た と ころ を 、 局 部 的 に 冷や せる よう に な る 。 
ダク ト は 車両 製作 側 、 チ ー ム 側が 担当 する こと と な り 、 そ 
の 形状 に よっ て “冷や し 方 " を 調整 で きる と いう 。 

FIA-GT3 車 両 は ホ 
モロ ゲー ショ ン の 関係 
上 、 新 型 車 も し く は 
EVO モデ ル で 公 語 
受け な いと 装着 で き な 
い 。 国内 で は 独自 の 開 
発 が 認め られ て いる 
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癌 強 皿 ③ 悼 ry |「 慎 憶 四 td 机 記 プ N 
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- *ー も は そ キ | ス えろ ャ 底 制 は ン 導 っ 
人 み 史 れ 獲 の キ が る ん リ に 動 B グ け と 
シャ シー の みか が 対象 で え 上 が ク を 5】 効 ーー パ よ 力 R の ろ る も 
も の ま EN くる 9 た に り 便 組 も 艇 の 剛 変 の 伯 う や 

R 還 族 委 、 の / 
BRZ だ けが 使用 する そ る な さ ン す みあ の 寿 性 わ み で に し 
うだ 。 な お 、2 月 25 上 和 人 グ 還 る Na ら が 、 な 細 

主 ぐ 量 コ ア - ン バ 遇 時 gp つ ヽ 
ャ リ パ ー の み 新 型 だ っ | き プ キ た 和 李 ラ び た が す の い ス 
た が 、 開 幕 戦 に 向け て に 6 は に ん 人 還 6 る 上 
リヤ キャ リ パ ー と 前 後 よ T る 全 だ て 5 熱い が 度 の パ A に 
の プレ ー ギ ロー ター も る 3 戦 0 き 0U ダ 9 続 党 の | P 走 
「 hi 2 0 ポ フ プ は km レ き 埋 よ G レ 行 
新型 へ の 変更 を 予定 し 連 0 イレ ブレ を も の う T | 風 
て いる 。 芋 で て ン | レ | 抑 ち キ 徹 だ で シ を 
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省 改良 を 果たし て きた の は 王者 の み に あ ら ず 
新潮 流 
川 和 MI 


激闘 対策 一 それ ぞ れ の “突破 口 " 


Text @⑱ 高藤 昌 洋 (Masahiro Takato) 
Photo @ 益田 和久 (Kazuhisa Masuda) 小笠原 買 士 (Takashi Ogasawara) 
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カナ ー ド + サ イド フィ ン で 完成 形 へ 

東京 オー ト サ ロ ン で 初 披露 され た apr の GR86。 当 時 は まだ 細か 
ゆい アイ デム を 備え て いな か っ た が 。 ラ ロン トカ ナー ド 、 フ ロン 
ト フ ェ ン ダー 下部 の 延長 パー ツ 、 エ キ ゾ ー ス ト 後 方 と サイ ドス 
テッ プ 後 端 の サイ ド フ ィ ン を 装着 し 、 完 成形 で 岡山 公式 テス ト 
に 臨ん だ 。 3 台 目 と な る muta Racing は 車両 が 間に合わ ず 参 加 
を 見 送っ た が 、 シ ェ イ ドレ ー シ ン グ も 完成 形 で 走行 し て いる 。 
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EVOII 投入 で キャ ラ 変 


昨年 7 月 に 世界 公開 され た アウ ディ R8 LMS の さら な る 改良 モデ 
ル 『 エ ボリ ュー ショ ン |I。 エ ンジ ン 特 性 、 エ アコ ン 、 サ スペ ン シ 
ョ ジ 、 ト ラク ショ ンコ ヨン トロ ー ル な ど メ ニュ ー は 多岐 に わた る が 、 
見 た 目 に も 性 能面 で も イン パク ト あ る の が リバ ー ス スワ ン ネ ッ ク 
形状 の リヤ ウイ ング 。 風 を 受け る 前 面 に 障害 物 が な く な り 、 下 面 
の 流速 が 上 が っ て ダウ ン フ ォ ー ス が 増し た と いう 。 そ の 効果 
は 。 半 ヤヤ ラクター が 変わる ほど に 大 きい よう だ 。 
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フロ ント オー バー ハン グ を 軽量 化 


今季 は 1 台 で の 参戦 と な っ た プリ ウス PHV も 、 抜 
が 0 内 く が VM フフ テ デー トド 。 フロ ント の クラ ッ シ ャ ア 
ルス トラ クチ ャ ー を カー ボン に し て 軽量 化 を 図っ 
た 。 ま た 、 ハ イブ リッ ド シ ス テム を 冷や す エ アコ 
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フロ ント フェ イス 吊 新 


大 阪 ト ヨ ペ ッ ト (OTG) を 母体 と する LM コル サ 
で は 、 フ ロン トバ ン ペ パー 開口 部 を ベー スズ 車両 の GR 
スー プラ 同様 、 ノ ー ズ 下 の 左 右 に “ヒゲ” が 伸び 
の デザ イダ グ に 変更 。 デ ティー ラー チー ム と し て 市 販 
車 の 販売 に も つなが る よう に 、 よ り “GR ス ー プ ラ 
顔 " に 近づけ た 。 レー シン グ カ ー と し て は 当然 、 空 
力 面 も 重要 で 、CFD を 使っ て フロ ント フェ ンダ ー 
周辺 も 改良 。 デ ザイ ン 優 先 で は ある が 性 能 は 維持 
され て いる と いう 。OTG で は ドラ イカ ー ボ ン を 成 
形 す る オー トク レー プ ブ を 自社 完備 し て お り 、 だ か 
ら こ そ 大 掛か りな チャ レン ジ が で きた よう だ 。 な 
お 、 サ スペ ンション に も 改良 を 施し て いる が 、 こ 
こ は GT300 規 定 車両 の キモ と し て 全 チ ー ム が こ だ 
わる ポイ ント 。「 見 せな い ]」 隠 れ た 部 分 で の 戦い も 
激 し さ を 増し て いる 。 
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小 技 で 狙う ダウ ン フ ォ ー ス 増 

GR スー プラ GT の 開発 ・ 設 計 チ ー ム で ある 埼玉 トヨ ペッ ト 。 熟 
成 の 域 に ある 3 年 目 は 、 細 部 で 工夫 を 凝ら し て きた 。 サ イド 
ステ ッ プ に は 前 端 、 エ キ ゾ ー ス ト 直 後 、 後 端 と いう 3 構成 か 
ら な る フィ ン を 設置 。 後方 に 向かう 風 を 整流 し て ダウ 

ンジ フォー ス を 増やす の が 狙い だ が 、 ドラ ッ グ に 
ほな ら な が いよ うに し て お り 宣 考 で も この ま 
まい ば る と いう 。、 また 、 ボ ポン ネッ 
ト の ダク ト を 深く し て 、 ラ ジェ エ 
ター の 冷却 効率 を 高め て いる 。 
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[夏場 は 上 厳し いか も し れ な い 」 と いう が 、 重 量 配分 
の 最適 化 含 め 、 チ リツ モ の 挑戦 は 続く 。 
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マザー シャ シー を 熟成 し て 王者 を 獲得 し た の が 2016 年 の こと 
2020 年 か ら 2 年 間 は FIA-GT3 マ シン 、 ボル シェ 911 GT3 R を 走ら せ た 
耐 久 王 ボル シェ の マシ ン メ イク を 学び 、 つちや 流 GR ス ー プ ラ 開 発 に 活か す 
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ホイ ー ル アー チ 後 方 の 造形 に 独自 性 が 見 える 。 
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auto sport "サス ペン ショ ン ・ ウ ォ ッ チン グ " by 國 政 久 郎 


lx 骨 /SUlig BMW MM 


ワー クス 開発 ドラ イ バ ー の 招 聴 、 開発 込み の ミシュ ラン タイ ヤ の 採用 

M 社 50 周 年 記念 で 体制 面 で 話題 の 多い BMW M4 GT3 だ が 

サス ペン ショ ン を 中 心 に その マシ ン 作 り に 触れ る と 、 欧州 本 流 の 哲学 と 美学 が 
そこ に は 惜しみ な く 注 ぎ 込 まれ て いる こと が 感じ られ た 


。 束 At み の OS は 
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(eseuulun>| OBSIH) 角 時 較 @ 〇 副 


くに まさ ・ ひ さ お BMW Team Studie の チー フエ ンジ 

ニア 、 高 根 裕一 郎 氏 ( 右 ) と 談義 する “サス ペン ショ 

ン の 神様 " こと 國 政 氏 。 現 在 は 自動 車 部 品 サ プラ イヤ 

ー の 技術 アド バイ ザー や 評価 ドラ イ バ ー 教 育 を 担当 し 、 
サス ペン ショ ン や 車両 評価 な ど 幅 広い 業務 を 請け 負う 。 
専門 ショ ッ プ 「Original Box」 代表 も 務め 、90 年 代 に 

代 3000N2MSROIGNIZ0 パ クコ ピン ンー 2 の 
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困 突 き 出 た ス 
タッ ド ボ ル ト 4 本 x 2 で 締結 
され る フロ ント カウ ル 。 回 ア 
ンダ ー パ ネル は 皿 穴 で 位置 決 


回 コス ト か 強度 向上 が 目的 か 、 
M6 の カー ボン 製 か ら ア ル 
ト ラ ング チ ナヤ ーー o 


製 と な っ た クラ ッ シ ャ ブル ス 


へ り 細 莉 尽 で NG) せ そり へ 正基 公 
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"サス ペン ショ ン ・ ウ ォ ッ チン グ " by 較 政 久 郎 


アル ミ 削 り 出 し アッ プラ イト に 、 ス チー ル 鍛 


間 ws<=-。 造 削 り 出 し の ナッ クル アー ム 部 を 取り 付け て 
剛 販 に 最大 限 配 慮 する 。 精度 と 整備 性 を 求め げ る た め の 工 夫 も 盛り 込ん で いる 。 


て アジ スト スク リュ ー は 一 切 使用 し な い 。 


ーー Mi 
着い 
の Wi 


es ざさ ゃ くさ 


ーー 根 エ ンジ ニア に よれ ば 、BMW 側 は 旧 
『 販 】 衝 M6 の 反省 点 と し て コン トロ ー ル タ 
イヤ と し て 採用 され る こと の 多い ミシュ ラン 
だ け で 、 開 発 テ スト を 実施 し た こと を 挙げ て 
いた と いう 。 し か し 、 欧 州 に お いて も ピレリ 
タイ ヤ 特 性 に 合わ せ た や ハン コッ ク が ワン メイ クタ イヤ と し て 採用 
調整 幅 が 大 幅 に 増加 され て いる 。 そ こ で ミシュ ラン だ け で な く 、 
上 記 の 銘柄 も 履い て 開発 テス ト を 実施 。 そ の 
延べ 走行 距離 は 3 万 Km に も 及 ん で いる と いう 。 
ドイ ツ の メー カー と し て 最 重 要 の ニュ ル ブ ル 
クリ ンク で の 耐久 テス ト も そこ に 含ん で いる 。 


ブレ ー キ ダク ト に は 専用 シャ ッ タ ー が 設定 され て さら に タイ ヤ や 環境 に 合わ せ た 調 整 幅 を 広 
0 り 誠 語 あの リン ンク の 0 に 221 ET 二 だ 
ル ロ ー タ ー で も 適温 域 は 狭く セン サー で 温度 管理 
する 。 リ ヤ は 排気 熱 で 左右 差 が 出 や すい 。 
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ジオ メト リー に 調整 幅 を 持た せ て 、 
トー や キャ ン バ ー な ど ア ライ メン 
ト 、 車 高 ま で すべ て シム や カラ ー 
の 入れ 替え で 行なう 方 式 を 採用 し 
た 。 ア ジャ スト スク リュ ー を 使用 
する 従来 の 調整 で は 、 セ ッ シ ョ ン 
中 に 急い で 作業 し た 際 な ど 間 違う 
リス ク も あり 、 ロ ッ ク す る 際 に 調 
整 が ずれ る な ど 精 度 に 不安 が 残る 。 
シム で あれ ば 緩め る だ け で 抜き 差 
し で き て 作業 が 早く 確実 で あり 、 
カラ ー で あれ ば ボル ト を 抜く 必要 
が 出る も の の 、 そ こ に も 相手 と な 
る ナッ ト を 保持 する よう に 溝 が 切 
られ て お り 、 工 具 1 本 で 作業 で き 
る 。 配 慮 が 徹底 し て いる 。 

アロ ジン ト の サラ アクラ レーム を アル 
ミキ ャ ステ ィング 部 材 で 構成 する 
の は M6 と 同様 な が ら 、 高 い 剛 性 
が 欲し い ダ ン パ ー& ス プリ ング ユ 
ニッ ト の 支持 も 受け 持つ よう 大 型 
化 。 ス チー ル パ バイ プ ブ 構 成 を 廃し た 。 重 量 を 費 
や さ ず 剛性 を 確保 する 手法 で あろ う 。 エ ンジ 
ン が M6 の V8 ツ イン ター ボ か ら 、 こ の M4 で 
は 直 6 ター ボ に 変更 され た こと で 、 エ ンジ ン 
左右 に スペ ー ス が 生ま れ た 恩恵 か も し れ な い 。 
サス ペン ショ ン ア ー ム は 上 下 と も 鍛造 削り 
出し 。 ア ルミ 削り 出し の アッ プラ イト へ 接続 
する アッ パー アー ム 支 持 部 お よび タイ ロッ ド 
締結 点 は スチ ー ル の 鍛造 削り 出し と し て 最大 
限 剛 性 に 配慮 し て いる 。 そ こ に つなが る タイ 
ロッ ド は 変則 的 に 曲がっ た 形状 を し て お り 、 
その アッ プラ イト 側 も スチ ー ル の 削り 出し と 
し て 剛性 を 確保 。 こ こも 通常 の ター ン バ ッ ク 
ル で な く シ ム 調 整 式 と する た め の 工 夫 と 想像 
され る 。 タ イロ ッ ド を アッ パー アー ム と 水平 
(人 直 に 直ぐ く こ と で 。 パ バン フス デア (スト ロー 
ク に 対す る トー 変化 ) は 最小 限 に 抑え る こと 
が で きる 。 フ ォ ー ミ ュ ラ で は 常識 的 な レイ ア 
ウド 。 
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トー 調整 に も シム を 採用 。 ナ オック ル よ り ス テア リン グラ スト ロー ク に 対す る トー 変化 、 バ パン プス テア も 色分け さ 工具 不要 で 、 ス トッ パー を 外す だ け で プレ ー ド を 回 転 き 
ッ ク が 前 方 に 位置 、 変 則 的 な 形状 と な っ た タイ ロッ ド も れ た カラ ー の 入れ 替え で 調整 可能 。 ジ オメ トリ ー 調 整 幅 せ て 調整 可能 な アン チロ ー ル バー は M6 か ら 継 続 採用 し て 
スチ ー ル 鍛造 削り 出し と し て 剛性 確保 。 ク ラッ シュ 時 に が 広い の も M4 の 特徴 。 ナ ッ ト は 保持 され 整備 性 も 高い 。 いる 。 写真 は リヤ 側 で フロ ント 側 も 同様 。 室 内 調整 機構 
眉 語 CAR2OOEN ア ョ ショ (の の 赤色 の セン サー は ロー ター 温度 管理 用 。 が 禁止 され た GT3 な ら で は 。 
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マ 劇 の ンク は ほ M6 
同様 だ が 、 ア ー ム も 
ジウ の ト も アル ミ 
削り 出し に 。 ダンパ 
デー は KW の 5 ウェイ 。 
伸び 縮み 各 低 速 プ 
高速 に 加え て 縮み 極 
高速 が 調整 可能 で 緑 
石 走破 性 を 確保 。 


UM 


重量 パラ ンス も よく 、 
極め て "常識 的 "設計 


K.Sawada 


サス ペン ショ ン ・ ピ ッ ク ア ッ プ ポイ ント の 高 さ も カラ ー 
回 GE フク クル ラー カン フク クタ | の ら 
変更 で きる 。 同様 に 前 は アッ プラ イト マウ ント の 前 後 位 
置 も 変更 可能 で 転 能 に 対す る 荷重 移動 量 を 調整 する 。 
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い - ぷ 、 / ョ レ 
ふた つ 並 ぶ 熱 交換 器 左 側 は エア コン の コン デン サー。WEC 
参戦 を 視野 に 充分 な 容量 を 確保 し て いる (室内 温度 に 上 
限 規制 が ある )。 右 は トラ ンス アク スル 冷却 用 。 ト ラン ク 
部 は 軽量 な 作り で 衝撃 吸収 機能 も 担う 。 


リ ヤ は マル チリ ンク 式 で A アー ム を 採用 
し て いな い 。 こ の あたり の 考え 方 は 
M6 か ら 踏 襲 し て いる 。 リ ヤ タ イヤ に は 駆動 
力 が 掛か り 、 横 力も 入り 、 キ ャ ン バ ー 方 向 の 
力も 入る 。 ア ッ プ ライ ト で は いく つも の 方 向 
か ら の 力 を 受け 持た な けれ ば な ら な い 。 そ れ 
を 1 点 で 受け る の で は な く 、 ア ー ム の 数 を 増 
や すこ と で 分 散 し て いる の で な いか と 考え ら 
ka 

BoP (性 能 調整 ) を 受け た 前 提 で ドラ イ バ 
ー が 乗り 、 ガ ソリ ン を 入れ る と 走っ て いる 時 
に は 1.4t 近 い 車 両 重量 と な る 。 仮 に その 状態 
で 縁石 に 乗れ ば 、 荷 重 は 1 輪 に 集まる 。 コ ー 
ナー リン グ で それ を 繰り 返し て いる の で 、 タ 
イヤ が ハイ グリ ッ プ で あれ ば ある ほど 、 有 瞬間 


ディ フュ ー ザ ー は ボル ト で 締結 せ ず 
と あの AZVaaNKG 識 625 50 の ラー 
する の み と い う 大 胆 な 構造 。 製 品 精 
度 に 自信 が な けれ ば で き な い 設計 。 当 
然 極め て 整備 性 は 高い 。 
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の ピー ク 和 荷重 は 想像 以上 に 大 きい 。 
この 力 を 受け て サス ペン ショ ン と 
二 イ ーー ルル が た わん で し まう と 、 タ 
イヤ が 壊れ る ほど で は な いも の の 
ダメ ー ジ を 鞭 積 し 、 タ イヤ 性 能 は 
落ち て いく 。 ピ ー ク 荷重 を し っ か 
り 受 け 止め られ る か どう か 、 そ の 
嗜 は 決し て 小さ く な い 。 そ の 備 
えと し て 剛性 に 徹底 的 に 配慮 し て 
いる 。 そ の 一 方 、 ク ラッ シュ 時 に 
は アー ム が ヒュ ー ズ と し て 機能 
て 壊れ な けれ ば 、 フ レー ム ヘ へ ダメ 
ー ジ が 及ぶ 。 そ の バラ ンス も 考慮 
した だ マル チリ ンク な か の だ ろう 。 

フロ ント 部 で は タイ ロッ ド が ア 
ッ パ ー ア ー ム と 水平 に 配置 され て 
いた が 、 リ ヤ で は ロア アー ム の 前 
側 の 水平 位置 に トー コン トロ ー ル 
アー ム が 配置 され て いる 。 こ れ に 
より スト ロー ク 時 の トー 変化 は 最 
小 限 に 抑え られ る 。 近 年 の F1 で 
は トレ ッ ド 変化 を 嫌い 上 下 ア ー ム 
は 平行 が スタ ンダ ー ド だ が 、M4 の 場合 に は 
中 間 的 な 設定 と な っ て いた 。 重量 の ある ツー 
リン グ カ ー だ け に 、 ロ ー ル 時 の ネガ ティ ブ キ 
ャ ン バ ー も ある 程度 は 残し た い 。 し か し タイ 
ヤ を 消耗 させ る トレ ッ ド 変化 も 抑制 し た い 。 
そん な 設定 だ 。 

ー に も 剛性 、 二 に 剛性 。 重 量 バ ラン ス も よ 
く (フロ ント 51% 付 近 ) 分 か りや すい FR で 、 
調整 幅 も ある 。 し か も 充分 な 開発 テス ト に よ 
っ て ベー ス セ ッ テ ィ ング が 出 て いる 状態 。 重 
量 級 ミッ ド シ ッ プ な どの よう に 、 最 初 か ら 難 
し い 間 題 を 抱え て いる の と 事情 が 異な る 。 前 
後 ス トロ ー ク や バネ レー ト を 聞い て も 、 極 め 
て 常識 的 な と ころ に 収まっ て お り 、 特 別 な こ 
と は 何 も な い 。 し か し その 当たり 前 を 、 ツ ー 
リン グ カ ー ベ ー ス で 貫き 通し て まとめ あげ た 
欧州 メー カー の 本 気 度 が 随所 か ら 感 じ ら れ た 。 
欧州 本 流 の 作り 方 、 考 え 方 に 触れ る こと が で 
きた 。 
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1 コ 科 yr 


MIGOUIM セ ノノ ョ ン で G き くだ 0 キビ ピン ん 店 の の 
7 違 27AE MIPSMB 旧 衣 の ペン スン ョ ント 20 の ye し oz 2 ブン 
ー ム を 構築 し た 。 こ こ で も 精度 と 剛性 向上 を 最大 限 に 目 
指し て いる 。 


Text @ 平野 隆治 (Ryuji Hirano) 
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Photo @ 益田 和久 (Kazuhisa Masuda) 小笠 原 買 士 (Takashi Ogasawara) プ TEAM KUNIMITSU プ TEAM MACH プ GTAZBMW AG/Porsche Japan ロ TOYOTA 


各 車 両 の 写真 は 、 2022 年 3 月 12-13 日 に 行なわ れ た 「2022 SUPER GT 公式 テス ト 岡 山 ] で の も の で す 。 
ドラ イ バ ー の 写真 は 、 2021 シ ー ズ ン 以 前 の も の を 使用 し て いる 場合 が ご ざい ます 。 各 チ ー ム の 情報 は 22 年 3 月 19 日 現在 の も の で す ( 編 集 部 調べ )。 


muta Racing GR86 GT 


"ミツ ド シ ッ プ 専 門 ” か ら ま さか の スイ ッ チ 


大 黒 柱 の 加藤 寛 規 は 今季 も 健在 で 、 


和合 NaGll iC 選 移 羽 の 川 人 As 


ma Hal NM 


INGING と Cars Tokai Dream 28 
002U02NGEUl ラ ON 貞 
現 体制 と な っ た muta Racing 
INGING は 22 年 に 向け て 車両 を スイ 
ッ チ 。 今季 3 台 が 走る 、GT300 規 
定 の トヨ タ GR86 の 1 台 を 走ら せる 。 


昨季 1 勝 を 挙げ て いる ドラ イ バ ー 同 
士 だ だ タイ ヤ は ブリ ヂ ス トン を 継続 。 
GR86 の 熟成 次 第 で は チャ ン ピ オ ン 
争い も 視野 に 入っ て くる 。 ち な み に 、 
FR レイ アウ ト の カー ナン バー 2 の 
2 パン 邊 (O ーー パ 呈 6 
(6 S1019 に lk の KG 症 コ シト ドン クン 
Z 計ら の イス チョ エン 


No Image 


加藤 寛 規 


Hiroki Katoh 


@1968 年 2 月 23 日 生ま れ (54 歳 ) 
人 @ 神 奈川 県 出身 


信 全 日 本 GT 選手 権 & ス ー パ ーGT GT300 ク ラス /1997 一 98、 


2005 年 一 (2007 年 シリ ー ズ 2 位 ) GT500 ク ラス /2001 一 04 年 
信 全 日 本 F3 選 手 権 /1994 こ 95、 98 年 (98 年 シリ ー ズ 2 位 ) 


堤 優 威 

Yuui Tsutsumi 
@1995 年 9 月 9 日 生ま れ (26 歳 ) 
借 神 奈川 県 出身 


⑱ ス ー パ ーGT GT300 ク ラス /2020 年 て 
@ ス ー パ ペパー 耐久 /2015 年 一 (ST-1、 ST-3、 ST-4) 
スー パーF」 も て ぎ /2014 年 シリ ー ズ 2 位 


監督 : 山本 智博 Tomohiro Yamamoto 
チー フエ ンジ ニア : 渡邊 信太 郎 Shintaro Watanabe 


信 エ ント ラン ト 名 : muta Racing INGING 

る @ ベ ペー スズ 車両 : GR86 

人 @ エ ンジ ンチ ュー ナー : 株 式 会 社 ト ヨタ カス タマ イジ ング & デ ィ ベ ロッ プ メ ント 
供 車 両 メ ン テ ナ ンス : INGING MOTORSPORT 

念 https://www.vt-holdings.co.jp 
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世界 最速 の 例 則 且 上 用 


チー ム ガ イ ド 


“3 年 に 1 回 の 法則 "は 時 間 差 で ? 


4 @ 


それ ぞ れ 3 回 の GT300 タ イト ル 
獲得 歴 を 誇る 谷口 信輝 片岡 龍也 の 
ョ ン ビ は な ん と 11 年 目 に 突入 。 レ 
ー ス ウイ ー ク の 役割 分 担 も で き て お 
り 、 も は や 細か い 会 話 は 不要 な 領域 
Gv の 5 7 26 


タイ トル 獲得 」 の “法則 " が 2020 
年 に 月 れ て か ら は 思う よう な 結果 を 
得 ら れ て いな い 。「 さ す が 」 と 思 
せる レー ス は し ば し ば ある も の の 、 
3 還 目 (の ルン オン と al 
年 の 開幕 戦 岡山 以降 は 未 勝 利 。 こ 

こ は ス トレ ス が 溜まり に 溜まっ て い 
る は ず 。 22 年 は 新車 を 投入 し 、 カ 
リン クノ UE の の 4 バニー ン 
ら 一 新 。 捨 土 重 来 を 期す 。 


谷口 信 混 和 月岡 龍 や 

ュ ず お " Nobuteru Taniguchi ニン Tatsuya Kataoka 
0 @1979 年 5 月 1 日 生ま れ (42 歳 ) 
Rm 本 @ 広島 県 出身 - 信愛 知 県 出身 


全日 本 GT 選手 権 &% ス ー パ ーGT GT300 ク ラス /2002 年 一 
20 14、17 年 シリ ー ズ チャ ン ピ オ ン ) 欠 S 耐 N+ : 2002 年 、 0 14、17 年 シリ ー ズ チャ ン ピ オ ン ) GT500 ク ラス /2004~08 年 、11 年 
ST-1 : 05、 08 一 11 年 、 GT3 : 12&13 年 シリ ー ズ チャ ン ピ オ ン 全日 本 カー ト FSA ク ラス /1999、 2000 年 シリ ー ズ チャ ン ピ オ ン 


TBN 
"バー チャ ル - リ アル ・ ト ラベ ラー" 冨 林 を 抜 握 


際 UN の の di 


全日 本 GT 選手 権 &% ス ー パ ーGT GT300 ク ラス /2003、09~10、12 年 ~ 


Kv】 は 今季 も マザー シャ シー の 86MC 
寺本 8 年 目 の 車両 と な 


スー パーGT の 前 身 で ある JGTC 
(全日 本 GT 選手 権 ) に 「 マ ッ ハ 
GOGOGO」 の 主人 公 の マシ ンカ ラ 
ー リ ング を 施し た モス ラー が 登場 し 
7 の 2002 人 マッ クッ 0 の ン 三 
ズ 登 場 か ら 20 年 を 超え 、 玉 中 哲二 


る が 、 マ シン が 戦闘 を キー プ し て 
いる こと は 21 年 第 3 戦 鈴鹿 (予選 
2 番手 ノ 決 勝 5 位 ) な ど で の 活躍 で 
庄 明 湖 み 引 AI ド ライ パ バ 全 麗 二 2006 
年 グラ ン ツ ー リ スモ 世界 大 会 優勝 、 
18 年 か ら 実 車 で も レー ス に 参戦 し 
て いる 斉 林 勇 佑 を 起用 する 。 


人 0 富 林 胃 佑 TBN 
「* Yusuke Tomibayashi 

ー- @1996 年 5 月 4 日 生ま れ (25 歳 ) 
IN、< 話 。 @ 神 奈川 県 出身 


儲 スー パー 耐久 ST-3 ク ラス /2020 年 シリ ー ズ チャ ン ピ オ ン 
信 2018 年 JAF 国 内 A 級 ライ セン ス 取 得 氏 2016 FIA グ ラン ツー 
リス モチ ャ ン ピ ビオ ンシップ マニ ュ フ ァ ク チャ ラー カッ プ 優 勝 


Team LeMans Audi R8 LMS 


今季 の テー マ は “ 逆 朋 の 帝王 " 


も 少し ずつ 戦い 方 に 慣れ て き て いる 
⑦① 還 暫 0 GII 二 22E 有 ( は ZI 
さら に 中 心 と し て 戦っ て いこ うと い 


う 思 い を 込め 、 チ ー ム 名 を マイ ナー 


錠 王 ・ 本 山 哲 の 自 チ ー ム に よる 復 
帰 で 昨季 は 大 き な 話 題 を さら っ た が 、 
GT300 の 難し さ の 前 に 思わ ぬ 苦 戦 。 
た だ 、 シ ー ズ ン 中 盤 戦 以降 は アウ デ 


2 スシ ピン ドラ ンク DeSD2S2p 
ン サ ー の ゴル デック ス 坂 本 和志 社長 
が 就任 し 、 チ ー ム 強化 を 図っ て いる 
共闘 体制 を 雪 い て いた ヒト ツヤ マ の 


ィ R8 LMS と タイ ヤ の マッ チン グ も 活動 休止 に より 、 唯 一 の アウ ディ に 。 
進み 、GT 初 参戦 と な っ た 片山 義 章 "これ が ど 影響 する 2 
際 本 山 哲 間 片山 義 章 
に つう Satoshi Motoyama ネー Yoshiaki Katayama 
⑯1971 年 3 月 4 日 生ま れ (51 歳 ) @1993 年 11 月 13 日 生ま れ (28 歳 ) 


邊  @ 率 氷 都 出身 半 ぃ @ 愛 知 県 出身 


念 全日 本 GT 選手 権 & ス ー パ ーGT GT300 ク ラス /1996、2021 年 ~ ⑱ ス ー パ ーGT GT300 ク ラス /2021 年 
GT500 ク ラス /1996~2018 年 (2003、04、2008 年 レリーズ チャ ン ピ オ ン ) 鍛 ス ー パ ー フ ォ ー ミ ュ ラ ・ ラ イツ /2020 年 


人 @ フ ォ ー ミ ュ ラ ・ ニ ッ ポ ン /1996-2008 年 (1996、2001、03、05 年 シリ リーズ チャ ン ピ オ ン ) 倫 全 日 本 F3 選 手 権 /N ク ラス 2016 年 シリ ー ズ チャ ン ピ オ ン 、 2017ー19 年 
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に 和夫 uaK 2 


BeABSB80'| 


監督 : 片山 右京 Ukyo Katayama 


ー フ エン ジニ ア : 河野 高 男 Takao Kohno 


氏 エ ント ラン ト 名 : GOODSMILE RACING & TeamUKYO 
信 ベ ペー スズ 車両 : Mercedes-AMG GT3 

僅 エ ンジ ンチ ュー ナー : Mercedes-AMG 

念 車両 メン テ ナ ン ス : 有限 会 社 ア ー ル エス ファ イン 

人 @https://www.goodsmileracing.com 
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監督 : 玉 中 哲二 Tetsuji Tamanaka 
チー フエ ンジ ニア : 玉 中 哲二 Tetsuji Tamanaka 


⑱@ エ ント ラン ト 名 : TEAM MACH 

信 ペ ベース 車両 : TOYOTA 86 MC 

免 エ ンジ ンチ ュー ナー : シエラ ・ モ ー タ ー ス ポー ツ 
念 車両 メン テ ナ ン ス : マッ ハ 車 検 

念 https://www.mach5.jp/ 
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監督 : 小倉 啓 悟 Keigo Ogura 


チー フエ ンジ ニア : 近藤 良一 Ryoichi Kondo 


信 エ ント ラン ト 名 : MOTOYAMA Racing w/ Team LeMans 
信 ペ ー ス 車両 : Audi R8 LMS 

信 エ ンジ ンチ ュー ナー : AUDI AG 

念 車両 メン テ ナ ン ス : 株 式 会 社 チ ー ム ルマン 

念 https://teamlemans.co.jp/ 


MI 


Studie BMW M4 
本 国 が ら 対 指令 
】 の O 


2020 年 の 復帰 以降 、M6 GT3 で 
戦っ て きた チー ム に と っ て 22 年 は 


BMW IBm lll x 5 


に スイ ッ チ し 、 荒 聖 治 の 相方 に 
本 の 2 の) と 
ァ ル フス を 起用 する な ど 、 強 力 な 体 
制 を 構築 。 ミ シュ ラン は GT300 か 
ら タ イヤ を 開発 する 姿勢 で 、 熱 量 も 
以前 と は 異な っ て いる 。 唯一 の 不安 


超 勝 負 の シー ズン だ 。 今年 は BMW _ は ファ ルフ ス の 参戦 レー ス 数 。 実質 
M 社 が 50 周 年 。 本 国 か ら 結 果 を 求 的 に は 最大 で 4 戦 程度 か 。 そ の ぶん 本 
め る 指令 が 届い た 。 チ ー ム は 車両 を C ド ライ バー 近藤 翼 に か か る 期待 も 
新車 の M4 GT3 に 、 タ イヤ を ミシュ 大 きい 。 あ と は 参加 条件 次 第 だ 。 ミ 

ーー R 臣 た ポ X ・ 針 フカ 『 

荒 聖 治 アウ グスト ・ フ ァ ル フス 監督 : 鈴木 康 昭 Yasuaki Bob Suzuki 

Seiji Ara Augusto Farfus ー フ ェ エン ジー ニア : 高根 裕一 郎 Yuichiro Takane 

@1974 年 5 月 5 日 生ま れ (47 歳 ) @1983 年 9 月 3 日 生ま れ (38 歳 ) 

ョ 念 千 葉 県 出身 @ ブ ラジ ル 出 身 ⑱ エ ント ラン ト 名 : BMW Team Studie x CSL 


@ ベ ペース 車両 BMW M4 GT3 

信 エ ンジ ンチ ュー ナー : BMW Motorsport 
念 車両 メン テ ナ ン ス : Eifel Motorsport 

人 で https://teamstudie.jp/ 


⑱ ス ー パ ーGT GT300 ク ラス /2014 年 鈴鹿 1000km ス ポッ ト 出 場 (3 位 ) 
@ イ ンタ ー コ ンチ ネン タル GT/2020 年 シリ ー ズ 1 位 
⑱ デ イト ナ 24 時 間 レ ー ス GTLM ク ラス /2019、 20 年 1 位 


⑱ ス ー パ ーGT GT300 ク ラス /2014 一 17、 19 年 一 
GT500 ク ラス /2000 一 09、 11 一 13 年 


@ ル ・ マ ン 24 時 間 レ ー ス /2001-05、09 て 12 年 (2004 年 総合 優勝) 


PACIFIC hololive NAC Ferrari 


異色 コラ ボ を さら な る 加速 力 に 
0 が と も に 戦う こと に な り 、 早 くも 話 


PMIHl NGMT NgII| 


題 を 集め て いる 。21 年 は ドラ イ バ 
昨季 に 続き 、CARGUY Racing と 


Sa りり が 乗 U 條 だ ア ョ ラッ 周り の 
高い 戦闘 力 と 相まって 、 上 位 争 いも 

時 陸 2 同 陸 語 2ue の 2 仙 同 2 

オォ リー ノ が フェ ラー リ 488 GT3 


展開 。 木 村 も 従来 の ジェ ント ルマン 
の 枠 を 超え る 結果 を 残し て みせ た 。 
PACIFIC の 和気あいあい と し た 究 囲 


EVO を 走ら せる 。 チ ー ム は さら に 
dg クニ この 2 5 くい 
に 実現 。VTuber の 「 ホ ロラ イブ ] 


気 を CARGUY の 面々 も 気に入っ て 
いる よう で 、 新 車 を 投入 する 今季 は 
さら な る 飛躍 に 期待 で きそう だ 。 
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1 木村 武史 ケイ ・ コ ッ ツ ォ リ ー ノ 監督 : 前 田 将 行 Masayuki Maeda 
Takeshi Kimura Kei Cozzolino チー フエ ンジ ニア : 田 居 宏昭 Hiroaki Tanabe 
有 の 介 ⑯1970 年 10 月 22 日 生ま れ (51 歳 ) @1987 年 11 月 9 日 生ま れ (34 歳 ) 


人 新潟 県 出身 


@ ス ー パ ーGT GT300 ク ラス /2018、 20 年 
@ ル ・ マ ン 24 時 間 レ ー ス LMGTE-AM ク ラス /2019( ク ラス 5 位 )、20、 21 年 
人 @ ア ジア ン ・ ル ・ マ ン ・ シ リー ズ GT ク ラス /2019 年 シリ ー ズ チャ ン ピ オ ン 


ws 人 @ 東 京都 出身 


スー パーGT GT300 ク ラス /2016、 18、 20 年 一 
人 @FIA WEC LMGTE-AM ク ラス /2019-20 年 
@ ア ジア ン ・ ル ・ マ ン ・ シ リー ズ GT ク ラス /2019 年 シリ ー ズ チャ ン ピ オ ン 


儲 エ ント ラン ト 名 : PACIFIC CARGUY Racing 
@ ベース 車両 : Ferrari 488 GT3 
@ エ ンジ ンチ ュー ナー : Ferrari 


信 車 両 メ ン テ ナ ンス : 中 日 本 自動 車 短期 大 学 
念 https://www.pacific-racing.jp/ 


武者 修行 帰り ・ 井田 の 知 手 操 冬 手 胸 に も 期 和 


富田 竜一 郎 が 5 年 ぶり に 復帰 し 、 ジ 
ュ ニ アフ ォ ー ミ ュ ラ や スー パー 耐久 
な ど で ス ピー ド を 見 せ て きた 大 草 り 
き が 加入 し た 。 S 耐 や TCR ジャ パ 
ン な ど で 活 躍 する 塩津 佑介 も 合流 。 
3 人 体制 で 臨む 。 大 草 と 塩津 は GT 
初 年 度 。 冨 田 に 学び な が ら の 1 年 と 
な り そ う だ 。 多 く の 若 手 を トッ プ に 
山国 ULUN っ El 二 2 ッ ロリ の 
成長 が チー ム の 浮沈 の カギ を 握る 。 


L ル 


10 号車 を 長く 支え て きた 星野 一 
OSAMUS2m コ SUOSo 
退 し 、11 号 車 か ら は 平 中 克幸 が 移籍 。 
GAINER は ふた り の エー ス が 去っ た 。 
10 号車 は ライ ン ア ッ プ を 一 新 。 欧 
州 で 2 年間 の 武者 修行 を 積ん で きた 
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Mi 大 草 りき 監督 : 藤井 一 三 Kazumi Fujii 
Riki Okusa 

人 @1999 年 11 月 25 日 生ま れ (22 歳 ) 
人 神奈 川 県 出身 


人 @Formula Regional Japanese/2021 年 シリ ー ズ 3 位 
人 @PPC」/2021 年 シリ ー ズ 4 位 
介 ス ー パ ー 耐 久 ST-TCR ク ラス /2020 年 シリ ー ズ 2 位 


冨田 竜一 郎 

Ryuichiro Tomita 

@1988 年 10 月 28 日 生ま れ (33 歳 ) 
人 @ 東 京都 出身 


と 


⑱@ ス ー パ ーGT GT300 ク ラス /2014 一 19 年 
@GT ワ ー ル ド チ ャ レン ジ ・ ヨ ー ロ ッ パ /2020 て 21 年 (2020 年 シリ ー ズ 4 位 ) 
@ ス ー パ パー 耐久 ST-1 ク ラス /2017 年 シリ ー ズ チャ ン ピ オ ン 


チー フエ ンジ ニア : 牧野 成 伸 Narinobu Makino 


信 エ ント ラン ト 名 : GAINER 

信 ペ ー ス 車両 : NISSAN GT-R NISMO GT3 
但 エ ンジ ンチ ュー ナー: NISMQO 

人 @ 車 両 メ ン テ ナ ンス : 株 式 会 社 ゲ イナ ー 

人 @https://www.gainer.asia 
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世界 最速 の 全 凡 防 世 


新 エー ス 安 田 と 石川 が 一 樹 の 魂 を 継ぐ 


10 号車 で 星野 一 樹 の 薫陶 を 受け て 


⑩ きた 石川 京 待 と 組む こと に 。11 号 
車 は これ まで 毎年 の よう に 優勝 し 、 


5 に ピション で e た 

2009 年 か ら ス テア リン グ を 握り 、 和 栄冠 に は あと 一 歩 、 届 いて いな 
GAINER は 「 家 族 の よう な も の 」 と 。 GAINER は 21 年 か ら 2 台 と も 
話し て いた 平 中 克幸 が チー ム を 離れ 2 の 2 開 


チー ム ガ イ ド 


NE 


た こと で 、22 年 の GAINER は 新た 


8 の E 三川 束 申 応 告 邦 ま で の ( 代 


な チャ プター に 突入 し た 。 実績 充分 
の 安田 裕 信 が 新た な エー ス と な り 、 


生誕 
Hironobu Yasuda 


@1983 年 11 月 11 日 生ま れ (38 歳 ) 
人 人 4 @ 滋 賀 県 出身 


⑱ ス ー パ ーGT GT300 ク ラス /2006 一 08、18 年 (2008 年 シリ ー ズ チ 


ャ ン ピ オ ン ) GT500 ク ラス /2007、09 て 17 年 (2015 年 シリ ー ズ 2 位 ) 
倫 フ ォ ー ミ ュ ラ ・ ニ ッ ポ ン & ス ーー パー フォー ミュ ラブ /2012…13 年 


り ” を 返せ る だ け の ポテ ン シ ャ ル は 
⑯( 四 ( 直 50UDS は ほ 間 思い 


石川 京 侍 
Keishi lshikawa 


- @1994 年 8 月 31 日 生ま れ (27 歳 ) 
時 用 。 @ 大 阪 府 出身 


@ ス ー パ ーGT GT300 ク ラス /2016 年 て 
ひび スー パー 耐久 /ST-4 2019 年 、 ST-TCR 15 年 シリ ー ズ チャ ン ピ オ ン 
信 鈴 席 ク ラブ マン スー パーF」/2013 年 シリ ー ズ チャ ン ピ オ ン 


UPGARAGE NSX GT3 


予選 は メド が 立つ た か が 、 


上 W e@ 


昨季 は 第 7 戦 も て ぎ で の ポー ルポ 
ジ シ ョ ン 獲 得 な ど 、 予 選 で 印象 的 な 
速 さ を 見 せ て いた UPGARAGE NSX 
GT3。 た だ 、 決 勝 レ ー ス で は 運 に 見 
放さ れ 、 シ ー ズ ン 終 盤 に は 「 お 秋 い 
に 行こ うか 」 と いう 声 も 聞か れ て い 


W 生 小林 崇 志 太田 格 之 進 
ーー ャ 1 Takashi Kobayashi て Kakunoshin Ohta 
「 @1987 年 11 月 8 日 生ま れ (34 歳 ) @1999 年 6 月 16 日 生ま れ (22 歳 ) 
ー 醒 | 6 た 島 県 出身 相馬 、 @ 寺 都 府 出 身 


⑱ ス ー パ ーGT GT300 ク ラス /2013 一 16 年 、 18 年 一 


7 の っ 9220U5N ラ リン 
獲得 は 3 戦 4 ポ イン ト に 留まっ た 。 
今季 は エー ス の 小林 崇 志 の パー トナ 
ー に 、FIA-F4 で 戦っ て きた 、 ホ ン 
ダ の 育成 ドラ イ バ ー 太 田 格 之 進 を 起 
用 。 昨 年 まで に NSX GT3 と ヨコ ハ 
2044 上 位 
進出 へ の 手応え を 充分 に 感じ させ て 
いた 。 序盤 PCD 語 
に 主役 に 踊り 出る こと も あり そう だ 。 


あと は 決勝 の 安定 感 


催 スー パー フォ ー ミ ュ ラ ・ ラ イツ /2022 年 ン 


GT500 ク ラス /2010 一 12、 17 年 
全日 本 F3 選 手 権 N ク ラス /2010 年 チャ ン ピ オ ン 


シェ イド レー シン ク GR86 GT 
< 


人 で FIA-F4 Japanese 選 手 権 /2021 年 シリ ー ズ 5 位 
@」AF F4/2018、 19 年 日 本 一 決定 戦 優勝 


| @ 


市 販 車 の 内 装 パ ー ツ な ど を 中 心 に 
手がけ る 林 テ レン プ が 母体 の チー ム 。 
スー パー 耐久 ST-4 ク ラス で は トッ 
プ の 一 角 と し て 存在 感 を 確立 し て い 
た が 、2020 年 か ら 参戦 構想 を 練っ 
て いた スー パーGT へ の 挑戦 を つい 


ーー ド 4、 @ 北 海道 出身 


平 中 克幸 


Katsuyuki Hiranaka 


@1981 年 10 月 4 日 生ま れ (40 歳 ) 


⑱ ス ー パ ーGT GT300 ク ラス /2005、 09 年 (2011、 13、 14 年 シ 


リー ズ 2 位 ) GT500 ク ラス /2006 一 08 年 
フォ ー ミ ュ ラ ・ ニ ッ ポ ン /2005、 07 一 08、 10 年 


079 autosport 


の MINISYAER OU まま U52GV ee ジロ 
ー ム の カー ナン バー は 構想 開始 年 に 
由来 。 車 両 は apr 製 作 の GT300 規 定 
の トヨ タ GR86。 ド ライ バー に は S 

画 で も ステ アリ ング を 握っ て いた 平 
中 克幸 と 、 同 じ く S 耐 で チー ム に 所 
属し て いた 清水 英志 郎 が 加わ っ た 。 

S 耐 で は 社内 メカ ニッ ク が 多かっ た 
が 、 平 中 が その 経験 で どれ だ け チ ー 
ム を 引っ 張れ る か が 初 年 度 の カギ か 。 


へ 


清水 英志 郎 


Eijiro Shimizu 
念 兵 庫 県 出 


@FIA-F4 Japanese 選 手 権 /2020 一 21 年 
@FTRS/2019 年 首席 合格 


EE 


ひび スーパー 耐久 ST-4 ク ラス /2021 年 シリ ー ズ チャ ン ピ オ ン 


監督 : 藤井 一 三 Kazumi Fujii 
ー フ エン ジニ ア : 福田 洋介 Yousuke Fukuda 


信 エ ント ラン ト 名 : GAINER 

価 ペ ー ス 車両 : NISSAN GT-R NISMO GT3 
僅 エ ンジ ンチ ュー ナー : NISMO 

念 車両 メン テ ナ ン ス : 株 式 会 社 ゲ イナ ー 

人 で https://www.gainer.asia 


IEMM IPEMHME 


監督 : 石田 誠 Makoto Ishida 


チー フエ ンジ ニア : 上 城 直也 Naoya Ueshiro 


久 エ ント ラン ト 名 : TEAM UPGARAGE 

久 ベ ー ス 車両 : Honda NSX GT3 

@ エ ンジ ンチ ュー ナー : 株 式 会 社 M-TEC 

念 車両 メン テ ナ ン ス : 株 式 会 社 セ ルプ ブス ジャ パン 
で https://www.upgarage.com/ 


MM HH 


監督 : 才 木 祐二 Yuji Saiki 
チー フェ エン ジニ ア : 小笠 原 康介 Kosuke 0gasawara 


旬 エン トラ ント 名 : SHADE RACING 

信 ベ ペー スズ 車両 : GR86 

@ エ ンジ ンチ ュー ナー : 株 式 会 社 ト ヨタ カス タマ イジ ング & デ ィ ベ ロッ プ メ ント 
信 車 両 メ ン テ ナ ンス : SHADE RACING 

信 www.shade-racing.com 
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GT300 の “Double-Sixty“ 


7 e@ 


昨季 は 第 6 戦 AP で ヒッ ト さ れ 、 
クラ ッッ ンク 5 9 用 IGG さ だ スル セラ 
ス AMG GT3 が 全 損 と いう 有 憂き目 に 。 
さま ざま な 支援 を 得 な が ら 復 活 を 目 
醒 民 で きた が 、 ス メン テオ ナンス そ を 揚 う 
Arnage Racing が トヨ タ 86 MC に 


世代 245aid の SEE 語 ( 選 用 NG き 
た メル セ デ ス が 空き 、“ 姫 の 嫁入り " 
と し て 22 号 車 に 転用 され て きた 。 
すでに 鈴鹿 を 走行 済み で 、 実 績 の あ 
2 の Eyelgla 有 (リン ンク < 
車両 変更 以外 は 「21 年 と 一 緒 ! 」 
と いう 安定 の 体制 で 臨む 。 和 田 久 ブ 
城内 政樹 の コン ビ は 2010 年 か ら 。 
今年 60 歳 に な る ふた り だ が 、「 い け 
2 の 6 人 ろ ま GU と 記 気 還 だ 


和田 久 「 呈 城内 政樹 
Hisashi Wada っ 4 の Masaki Jonai 
( @⑯1962 年 6 月 7 日 生ま れ (59 歳 ) 「 @⑯1962 年 9 月 9 日 生ま れ (59 歳 ) 
、@ 財 阜 県 出身 NN 義 @ 飲 知 県 由 身 


人 @ 全 日 本 GT 選手 権 & ス ー パ ーGT GT300 ク ラス / 
1996、 2000ー01、 05 年 (2000 年 シリ ー ズ 3 位 ) 


念 全 日 本 GT 選手 権 & み スー パーGT GT300 ク ラス / 
1997 一 2008、 2010 年 (1997 年 シリ ー ズ 5 位 ) 
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監督 : 黒田 朋 宏 Tomohiro Kuroda 
チー フエ ンジ ニア : 伊藤 宗治 Muneharu lto 


信 エ ント ラン ト 名 : R'Os MOTOR SPORTS 
氏 ベ ペー ス 車 両 : Mercedes AMG GT3 

儲 エ ンジ ンチ ュー ナー : Mercedes-AMG 

人 @ 車 両 メ ン テ ナ ンス : アル ナー ジュ レー シン グ 


GT1 ク ラス &GT500 ク ラス /1995、 97 一 99、 2002 一 05 年 人 @ 鈴 遍 1000km/1993 年 クラ ス 優 勝 


自社 製作 回 帰 か ら 始ま る “ 新 つ ちや 伝説 ” 


MPP team IlWM 


0 @ 


ライ バル た ちと 同じ 土 依 に 立つ べ 
く 、2020 年 か ら ポ ル シ ェ で 戦っ て 
いた HOPPY team TSUCHIYA が さ 
E 電 S た SRAGUA SNS ISUS NZ 
GT300 規 定 の GR スー プラ を 製作 す 
(の CSS つり SS SSRElaETElslt 


Ns 
「、、 計 江 ま る 
9 Takamitsu Matsui 


“ ⑯1987 年 12 月 15 日 生ま れ (34 歳 ) 委 | 。 @2000 年 10 月 25 日 生ま れ (21 歳 ) 
. 合 論 た 島 県 出 上 WW 胃  @ 替 玉 県 出身 


⑯ ス ー バ ーGT GT300 ク ラス /2015 年 (2016 年 シリ ー ズ チャ ン ピ オ ン ) 
スー パー 耐久 ST-4 ク ラス /2009、17、18 年 シリ ー ズ チャ ン ピ オ ン 


人 @F」1600 岡 山 /2006 年 シリ ー ズ チャ ン ピ オ ン 


表 が 全面 的 に 関わ る わけ で は な く 、 
一 歩 引い た 立場 で 、 若 手 エ ンジ ニア 、 
メカ ニッ ク た ち に 経験 を 積ま せ て い 
る 。 多く の サポ ー ト を 得 て 作業 は 急 
ピッ チ で 進め られ て いる が 、 最 初 か 
ら ズ バ 抜 けた 速 さ を 持ち 合わ せ て い 
の UDG GUSSNIMN0SOND28 
い だ ろ う 。 クル マ を 作ら れ た の は 、 
チー ム の 大 黒 柱 と な っ た 松井 孝介 、 
21 年 FIA-F4 王 者 の 野中 誠 太 だ 。 


ee 記 
Seita Nonaka 


中 e@ 


さら な る 高み を 目指 す ジ ェ ン トル 
マン の 永井 宏明 と 、GT300 で 2 度 
戴冠 し て いる 織 戸 学 と の コン ビ は 継 
続 。 今季 は 車両 を GR86 に 変更 。 
apr が 製作 する GR86 の 3 台 の うち 
の 最初 の 1 台 を 走ら せる 。 シェイ ク 


。 ] ホ 井 宏明 間 織 戸 学 

Py Hiroaki Nagai の Manabu Orido 
@1968 年 4 月 6 日 生ま れ (53 歳 ) * 名 @1968 年 12 月 3 日 生ま れ (53 歳 ) 
@ 三 重 県 出身 箇 誠 、、」 @ 千 葉 県 出身 


⑱ ス ー パ ーGT GT300 ク ラス /2016 年 


⑱ ス ー パ ペパー 耐久 ST-X ク ラス /2017 年 シリ ー ズ チャ ン ピ オ ン 
@PCCJ」 ジ ェ ン トル マン クラ ス /2012 年 シリ ー ズ チャ ン ピ オ ン 


7 aprGRBGGT 。 。 。 。 。 
86 に スイ ッ チ で 織 戸 の テン ショ ン MAX 


ダウ ン で の 小さ な トラ ブル 以外 は 順 
調 で 、 ふ た り も 気合 い が 入 っ て いる 。 
マシ ン は 「GR86 ら し さ 」 に こだわ り 、 
引 ク 4 回 6Z0ROOTー ター も で の の スバ 
ト を 盛り 込む 。 大 型 化 さ れ た モニ タ 
ー は 、 老 眼 が 悩み ? の 織 戸 に と っ 
Eee 旧 間 年 の = 2 ョ 
ント は 市 販 車 と 同様 の 形状 で 、 素 性 
の 良さ が 活か され て も いる と いう 。 
まず は 表彰 台 以上 を 目指 す 。 


念 全日 本 GT 選手 権 & 々 スー パーGT GT300 ク ラス / 


GT500 ク ラス /1996、2000 一 07 年 


念 FIA-F4 Japanese 選 手 権 /2021 年 シリ ー ズ チャ ン ピ オ ン 
@ び スー パー フォー ミュ ラ ・ ラ イツ /2021 年 シリ ー ズ 7 位 
信 全 日 本 カー ト 選 手 権 OK ク ラス /2017 年 シリ ー ズ 2 位 


1996 一 99 年 、 2008 年 一 (1997、2009 年 シリ ー ズ チャ ン ピ オ ン ) 


No Image 


監督 : 土屋 武士 Takeshi Tsuchiya 
チー フエ ンジ ニア : 木野 竜之介 Ryunosuke Kino 


人 @ エ ント ラン ト 名 : HOPPY team TSUCHIYA 

依 ペ ー ス 車両 : TOYOTA GR Supra 

@ エ ンジ ンチ ュー ナー : 株 式 会 社 ト ヨタ カス タマ イジ ング & デ ィ ベ ロッ プ メ ント 
介 車 両 メ ン テ ナ ンス : つ ちや エン ジニ アリ ング 

で https://www.t-samurai.com 


ーー 


om 
ーー ママ ンプ マラ ン ア ニテ 


BJBABSB80| 


監督 : 金 曽 裕人 Hiroto Kaneso 


チー フエ ンジ ニア : 佐橋 祐也 Yuya Sahashi 


@ エ ント ラン ト 名 : apr 

る @ ベ ペー ス 車 両 : GR86 

@ エ ンジ ンチ ュー ナー : 株 式 会 社 ト ヨタ カス タマ イジ ング & デ ィ ベ ロッ プ メ ント 
人 @ 車 両 メ ン テ ナ ンス : 株 式 会 社 エ ー・ ピ ー・ ア ー ル 

人 で https://www.apr-racing.com 


autoSspOort 080 


世界 最速 の 例 帳 取 医 用 (本 チー ム ガ イ ド 


apr GR SPORT PRIUS GT ' 


" 信 命 を 打ち 砕け る か 


ハイ ブリ ッ ド 搭載 の 31 号車 プリ 
ウス PHV は 、 帳 峨 宏紀 と 中 山 友貴 
⑳) こ =| 2 クリ ミッ | 2 の パソ クー 
ジ を 継続 する 。2021 年 は 参加 条件 


それ 以外 の レー ス で は 大 苦戦 を 強い 
ら ZS 二 2 リド シル 6006 の oga シン 
ャ ル が ある の は 間違い な い が 、 ハ イ 
ブリ ッ ド を 積む が ゆえ に 課せ られ る 
参加 条件 が 悩み どこ ろ 。 ス ペッ ク と 
し て は ほか の GT300 規 定 車両 と 大 
きく 異な る わけ で は な く 、 参 加 条 件 
の 苦し さ を な くす た め の 開 発 も 続け 


ーー 


が 変更 され た 第 6 戦 AP で こそ ポー られ て いる 。 今季 こそ apr の エー ス 
ル ・ ト ゥ ・ ウ イン の 結果 を 残し た が 、 ナン バー に ふさ わし い 結 果 が 欲し い 。 
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農 峨 雪 紀 中 山 友貴 監督 : 金 幼 裕人 Hiroto Kaneso 

Koki Saga Yuhki Nakayama チー フエ ンジ ニア : 金 曽 裕人 Hiroto Kaneso 
@1983 年 4 月 25 日 生ま れ (38 歳 ) ⑯1987 年 7 月 29 日 生ま れ (34 歳 ) 

信愛 知 県 出身 人 石川 県 出身 エントラント 名 : apr 


っ か っ OONU NNUSNMV 
@⑱ ス ー パ ーGT GT300 ク ラス /2006、 10 年 一 (2016 年 シリ ー ズ 2 位 ) 倫 ス ー パ ーGT GT300 ク ラス /2013 年 一 (2013 年 シリ ー ズ チャ ン 倫 エ ンジ ンチ ュー ナー : 株 式 会 社 ト ヨタ カス タマ イジ ング & デ ィ ベ ロッ プ メ ント 


GT500 ク ラス 2008 年 ピオ ン ) GT500 ク ラス ノ 2009~12 年 人 @ 車 両 メ ン テ ナ ンス : 株 式 会 社 エ ー・ ピ ー・ ア ー ル 
人 @ フ ォ ー ミ ュ ラ ・ ニ ッ ポ ン & ス ー パ ー フ ォ ー ミ ュ ラ /2011 て 14 年 代 フ ォ ー ミ ュ ラ ・ ニ ッ ボ ポン & ス ー パ ー フ ォ ー ミ ュ ラ /2012-14 年 @https://www.apr-racing.com 
BUSOU raffinee GT-R 用 MT RS 


ン 


詩 華 キャ スト で ツ カ ミ は OK 


9 ト を 立ち 上 げ る に 至っ た 。 マ シン は 


三 シ リン GERIG トイ バ 同 は 杉 
田 真 孝 / 井 出 有 治 の 実績 充分 の コン 

元 イ ン パ ル の 金子 哲也 代表 が ひと 

CHDBS う だ 67 e こ EN フン NR 2 

「BUSOU」。 ニ ッ サ ン 系 の クル マ 向 

け に 手軽 さと スタ イリ ッシュ さ で 急 

速 に 勢い を 拡大 し 、 金 子 代表 の 悲願 

だ っ た モー ター スポ ー ツ プロ ジェ ク 


ビ 。 さ ら に 、 道 上 龍 代表 率い る 
Drago CORSE と の コラ ボ で 話題 と 
な っ て いる 。Drago は GT300 活動 
で は ホン ダ か ら 支 援 を 受け て いた わ 
け で は な い の で 上 自然 な スイ ッ チ で は 
2 の 0 の さき 90 2210 78 二 
が GT-R を 駆る の は 13 年 以来 。 
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る 総監 督 :3 折 也 Tetsuya Kaneko 
柳田 真 孝 。 井出 有 治 NO 
Masataka Yanagida Yuji lde チー フエ ンジ ニア : 伊 与 木 仁 Hitoshi lyoki 
@1979 年 6 月 4 日 生ま れ (42 歳 ) @1975 年 1 月 21 日 生ま れ (47 歳 ) 
信 東 京都 出身 信 埼 玉 県 出身 ⑱ エ ント ラン ト 名 : BUSOU Drago CORSE 


5 記 5 あの PP PT アー ペド ベス こぶ 久 ベ ー ス 車両 : NISSAN GT-R NISMO GT3 
@ 全 日 本 GT 選手 権 & ス ー パ ーGT GT300 ク ラス /2001 一 04、09 、 便 全日 本 GT 選手 権 & ス ー パ ーGT GT300 ク ラス /1999、2001、 エン ジン チュ ー ナ ー : NISMO 
と 10、 17 一 18、 20 年 (2003、 10 年 シリ ー ズ チャ ン ピ オ ン ) 13、 15、 17 て 18 年 GT500 ク ラス 2000、 03 て 10 年 @ 車 両 メ ン テ ナ ンス : 株 式 会 社 4MINUTES 
GT500 ク ラス /2005~08、11 一 16 年 (2011、12 年 シリ ー ズ チャ ン ピ オ ン ) 劉 F1 世 界 選 手 権 /2006 年 (SUPER AGURI Formula 1 TEAM) で https://www.facebook.com/DRAGO.CORSE/ 


植毛 ケー スズ フロ ンティア GT-R MM// NaI 


太陽 が 勝負 の 改名 、 そ の 効果 に も 注目 


間 @ 


ニッ サン GT-R で 挑戦 を 続け る 
NILZZ Racing は 、2022 年 シー ズン 
も GT-R と ヨコ ハマ の 組み 合わ せ で 
臨む 。 チ ー ム は これ まで 田中 優 が 
A ド ライ バー を 務め て きた が 、 今 季 
は 井田 太陽 が A ド ライ バー に 登録 さ 


井田 太陽 


Taiyo Ida 


人 @ 東 京都 出身 
信 ス ー パ ーGT GT300 ク ラス /2014 年 一 


@ ス ー パ バー 耐久 ST-TCR ク ラス /2018 年 シリ ー ズ 2 位 
ポル シェ カレ ラ カ ッ プ ジャ パン /2012 一 16 年 


081 autosport 


@1972 年 6 月 16 日 生ま れ (49 歳 ) 


れ た 。 井田 は 昨季 まで | 飯田 太陽 」 
の 20 さ SE ssー バ 
に よる と 、 姓 名 判断 を 参考 に 改め た 
の だ と か 。 ち な み に 、 以 前 に は 田中 
も 名 前 を 変更 し た こと が ある 。B ド 
ライ バー に は 、 岡 山 公式 テス ト で 井 
間 陸 4 クリ レン 7/ 還 RNN 
二 ( き A0 つ た daG も 井 
田 の 改名 の 効果 に 注目 が 集まる こと 
は 間違い な い 。 


田中 優 田 

Yuki Tanaka 

@1966 年 10 月 14 日 生ま れ (55 歳 ) 
人 大 阪 府 出身 


⑯⑮ ス ー パ ーGT GT300 ク ラス /2006 一 07、 13 年 一 
人 @ 全 日 本 スポ ー ツ カー 選手 権 /2006 年 シリ ー ズ 2 位 
人 @F4 西 日 本 /2005 年 シリ ー ズ チャ ン ピ オ ン 


総監 督 : 井倉 淳一 Junichi Ikura 


チー フエ ンジ ニア : 佐藤 賢二 Kenji Sato 


人 @ エ ント ラン ト 名 : NILZZ Racing 

信 ペ ー ス 車両 : NISSAN GT-R NISMO GT3 

儲 エ ンジ ンチ ュー ナー : NISMO 

信 車 両 メ ン テ ナ ンス : NILZZ RACING FACTORY 
人 @https://nilzz.jp 
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AI7 介 昌和 


MC に スイ ッ チ & 阪 口 良平 が 加入 


MGM あの SI20 2 クト の の 6 

川 【v】 INGING に 渡っ た 車両 で 、GT300 で 

の 実績 は 豊富 。 チ ー ム の 柱 と も 言え 

る 加納 政樹 の 相方 に は 阪口 良平 が 収 

チー ム 創 設 以来 』 長 5 《GI3 車 両 和 | まっ た 。 阪 目 どっ で は 2020 年 た 

を 走ら せ て きた Arnage Racing だ が 、 6 ブ し て いた 車両 を 再び 駆る こ 

使用 し て きた メル セ デ ス AMG GT3 に な り 、 本 人 も 少し 驚い て いる の 

を R'Os に “嫁入り” させ 、 今 季 は 時 チー ム 体 制 や カラ ー リ ング 

GT300 マ ザー シャ シー に スイ ッ チ 。 も 発表 済み だ が 、 開 幕 に 向け て さら 
新た な “ 姫 " を 迎え 入れ た 。 こ の 86 な る 体制 強化 な ども ある よう だ 。 


TI LBH 
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に 


加納 政樹 「 阪口 良平 監督 : 松浦 祐 亮 Yusuke Matsuura 
H 4 ー * 
m 人 Masaki Kano 机 選 Ryohei Sakaguchi 


ー フ エン ジニ ア : 松山 靖 Yasushi Matsuyama 
⑯1976 年 2 月 4 日 生ま れ (46 歳 ) 
ーー ニ 軸 者 =。 大 阪 府 出身 


⑱@ ス ー パ ーGT GT300 ク ラス /2012 て 16、 18 年 
@WTCC/2008 て 13 年 
@ ア ジア ツー リン グ カ ー/2007 年 シリ ー ズ チャ ン ピ オ ン 


メモ リア ルイ ヤー で の 初 戴 冠 を 期す 


勝利 、 ラ ン キ ング 9 位 で 終わ っ た 。 


ロ / 222808、 16 
の 202 二 語 の カッ リンク 

を 刷新 し 、 新 た に 埼玉 県 の マス コッ 

2020 年 に 年 間 2 騰 、 ラ ン キ ング トト | コバ トン 」 を クル マ の ルー フ に 
で も 2 位 に 着け た 埼玉 トヨ ペッ ト あし らい 、| 埼玉 | を 前 面 に 押し 出 
Green Brave。 だ が 、GR ス ー プ ラ 、 し て 戦う 。 エ ンジ ニア や メカ ニッ ク 
ブリ ヂ ス トン 、 吉 田 広樹 川合 孝 汰 は 埼玉 トヨ ペッ ト の 店 舗 ス タッ フ た 
と いう 強力 な パッ ケー ジ を も っ て し ち で 固め られ て お り 、 ユ ー ザ ー へ の 
て も 、21 年 は 表彰 台 2 回 の み で 未 恒 元 も 意識 し な が ら 初 戴冠 を 期す 。 


証  @1975 年 2 月 6 日 生ま れ (47 歳 ) 
ユ ご 十 念 大 阪 府 出身 信 エ ント ラン ト 名 : Arnage Racing 
借 ペ ー ス 車両 : TOYOTA 86 MC 


⑱ ス ー パ ーGT GT300 ク ラス /2006 一 08、 10、 12 一 13、15 年 - 倫 エ ンジ ンチ ュー ナー : シエラ ・ モ ー タ ー ス ポー ツ 
@ ス ー パ パー 耐久 /ST2 ク ラス 2010 一 12 年 シリ ー ズ チャ ン ピ オ ン 人 @ 車 両 メ ン テ ナ ンス : 有限 会 社 ア ルレ ルナージュ 
ST3 ク ラス 2016&18 年 シリ ー ズ チャ ン ピ オ ン 


垢 E ト ヨ ベ ペット BBBI Bel6 
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上 監督 3 ビ ヨ ゞ 生 Hi hi A こ 
吉田 広樹 川合 孝 汰 自 青柳 7 品 HIrOSTI A0ya8gI 
Hiroki Yoshida ププ Kohta Kawaai チー フエ ンジ ニア : 近藤 収 功 Kazunori Kondo 
@1983 年 12 月 21 日 生ま れ (38 歳 ) ⑯1994 年 8 月 7 日 生ま れ (27 歳 ) 
念 熊 本 県 出身 _ 組 まみ 、 信 東 京都 出身 ⑱ エ ント ラン ト 名 : 埼玉 トヨ ペッ ト Green Brave 


0 の 二 URISUD SU 

⑱ ス ー パ ーGT GT300 ク ラス /2011-12、14 年 ご (2020 年 シリ ー ズ 2 位 ) 、 但 ス ー パ ーGT GT300 ク ラス /2020 年 一 (2020 年 シリ ー ズ 2 位 ) ⑱ エ ンジ ンチ ュー ナー : 株 式 会 社 ト ヨタ カス タマ イジ ング & デ ィ ベ ロッ プ メ ント 
⑱ ス ー パ パー 耐久 ST-1 ク ラス /2008 年 シリ ー ズ チャ ン ピ オ ン 
供 鈴 鹿 ク ラブ マン FJ1600/2005 年 シリ ー ズ チャ ン ピ オ ン 


人 で FIA-F4 Japanese 選 手 権 /2019 年 シリ ー ズ 3 位 
@Super FJ」 も て ぎ /2015 年 シリ ー ズ チャ ン ピ オ ン 


念 車両 メン テ ナ ン ス : 埼玉 トヨ ペッ ト 株 式 会 社 モー ター スポ ー ツ 室 
ARTA NSX GT3 川 直 
ぐ > ey ふ レー ーーー シ ンタ デー ニー テー [ 
| 育て な が ら 勝 つ 」 を 継ぐ の は 武藤 ! ' 
藤 英 紀 だ 。GT300 で は 13 年 に CR-Z 
で シリ ー ズ タイ トル を 獲 っ て お り 、 
2019 年 は 福住 仁 人 嶺 (チャ ン ピ オ ホン ダ の 若手 育成 の 仕事 に も 携わっ 
ン )、20 年 は 大 湯 都 史 樹 、21 年 は 佐 
た ARTA は 、 そ の 講師 役 で も あっ た 
高木 真一 が 21 年 で チー ム を 離れ る 


人 で https://www.saitama-toyopet.co.jp/greenbrave 
外 参戦 や GT500 の 経験 も 豊富 な 武 
Th 
NSX GT3 の ドラ イプ ブ 経験 も ある 。 
腰 連 と 、 有 望 な 若手 を 送り 出し て き 
(NECGNa7O2B の まま 0) 直 


て お り 、 今 季 加 入 の 若手 、 木 村 偉 織 
の 師 と し て も これ 以上 に な い 、 頼 れ 
る 先輩 だ ろう 。FIA-F4 で 光る 速 さ 
を 見 せ て きた 木村 に と っ て も 重要 な 
1 年 と な る こと は 間違い な い 。 


遍 
【@⑤) 
(ul 
RS 
の 
に 
三 
ご 
) 


監督 : 鈴木 亜久里 Aguri Suzuki 


武藤 英紀 | 計 木村 偉 織 

Hideki Mutoh | 大 lori Kimura チー フエ ンジ ニア : 岡島 慎太郎 Shintaro Okajima 
@1982 年 10 月 6 日 生ま れ (39 歳 ) ⑯1999 年 6 月 22 日 生ま れ (22 歳 ) 

. 信 東京 都 出身 MM 提 に 、 @ 東 京都 出身 @ エ ント ラン ト 名 : ARTA 


6 @ ペース 車両 : Honda NSX GT3 
@ ス ー パ ーGT GT300 ク ラス /2012 一 13&.22 年 (2013 年 シリ 候 FIA-F4Japanese 選 手 権 /2021 年 シリ ー ズ 3 位 、19 年 シリ ー ズ 9 位 全 エ ンジ ンチ ュー ナー: 株 式 会 社 M-TEC 


ー ズ チャ ン ピ オ ン ) GT500 ク ラス /2006、 11、 14 一 21 年 0 FIA ア ジア パシ フィ ッ ク KF 選 手 権 /2015 年 (第 1 戦 ) 人 @ 車 両 メ ン テ ナ ンス : 株 式 会 社 セ ル ブ ス ジャ パン 
@ インディ カー シリ ー ズ /2008 て 10 年 全日 本 カー ト 選 手 権 KF ク ラス /2015 年 @https://alnex.jp 


autOoSpOFt 082 


世界 最速 の 例 則 且 中 用 


リア ライ ス 日 産 メ カニ ッ ク チ ャ レン ンジ GR 


剛 北 ど ちら も 行け る 日 伯 コ ン ビ 継続 


2020 年 チャ ン ピ オ ンチ ー ム の 藤 
2 二 ラ タ ン 222 
リ ベ イ ラ 組 は 21 年 第 7 戦 も て ぎ で 
奇策 と も いえ る タイ ヤ 無 交換 作戦 を 
成功 させ る な ど 、 眉 し さも 併せ 持つ 
よう に な っ て き て いる 。 連 式 は な ら 


ュ 2 科 藤波 清 革 


Kiyoto Fujinami 


ご @1995 年 4 月 13 日 生ま れ (26 歳 ) 


人 @ 東 京都 出身 


⑱ ス ー パ ーGT GT300 ク ラス /2017 年 
(2020 年 シリ ー ズ チャ ン ピ オ ン ) 


@⑯ ス ー パ バー 耐久 ST-X/2018、2019 年 シリ ー ズ チャ ン ピ オ ン 


SYNTIUM LMcorsa GR Supra GT 


チー ム ガ イ ド 


60900 の 5700N2 ク 2 0 バニ ニー ソル ン 
(居民 EAIS ョ ョ クベ マク 1 7 
(No2DiPAD2V へ 2 クロ ニン ンマ ニク 4 
王座 奪回 に 挑む 。 ま た 、 今 季 も 日 産 
自動 車 大 学校 と の コラ ボ に よる メカ 
ニッ クチ ャ レン ジ も 継続 。 デ ィ ー ラ 
ー ズ メカ や 学生 た ち が 戦 い の 現場 で リ 
アル な 技術 を 磨き 続け て いる 。 コロ 
2 人 IIGNUER 人 ZOSGSIGIUBIIGSIZ 2 つり 
が 、 少 し ずつ 人 数 も 戻っ て きた 。 


< ペー 
アン イン レノ ンー 
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監督 : 近藤 真彦 Masahiko Kondo 


ジョ アオ ・ パ オロ ・ デ ・ オ リ ベ イ ラ 


二 で 入 
- Joao Paulo de Oliveira コー ンジ シャン < 三 572 米 林 慎一 Shinichi Yonebayashi 
1981 年 7 月 13 日 生ま れ (40 歳 ) 
信 ブ ラジ ル 出 身 ⑱ エ ント ラン ト 名 : KONDO RACING 


価 ペ ー ス 車両 : NISSAN GT-R NISMO GT3 
儲 エ ンジ ンチ ュー ナー : NISMO 

供 車 両 メ ン テ ナ ンス : KONDO RACING 

人 で https://kondo-racingJp 


@ ス ー パ ーGT GT300 ク ラス /2019 年 て (2020 年 シリ ー ズ チャ ン ピ 
オン ) GT500 ク ラス /2006 一 2018 年 
念 全日 本 選手 権 フ ォ ー ミ ュ ラ ・ ニ ッ ポ ン 2010 年 シリ ー ズ チャ ン ピ オ ン 


HI 


ニュ ー フ ロン トカ ウル で 富士 3 連勝 & 高 み へ 仙 還 誠 ラ デニ gi 


串 @ 


IGR ニラ クーク (2 
4 バレ ング に の 0 た し / 202 
年 は 20 年 の 苦境 を 一 気 に 脱し 、 富 
ョ GR ペ ニ ン ク ラ ン ョ ンク 
に 臣 進 し た 。 今季 も その パッ ケー ジ 
を 継続 する 。 大 きく 変わ っ た の は カ 


人 @ ス ー パ ーGT GT300 ク ラス /2004 年 て (2021 年 シリ ー ズ 3 位 ) 


@GP2/2005&06 年 
⑱ マ カオ GP/2002 年 5 位 、2003 年 6 位 


SUBARU BRZ R&D SPORT 


21 年 王者 の 気 に な る 空模様 


時 @ 


2021 年 は 予選 PP を 4 回 獲得 。 レ 
ー ス で も 強 さ を 見 せ 、 悲 願 の シリ ー 
XX タ ドル を つの か ん だ クラ 池 ( は 浮 三 
ム 体 制 を 継続 。 チ ャ ン ピ オ ン を 示す 
ゴー ルド の ライ ン を 纏っ て 戦う 。 前 
人 未 到 の GT300 連 罰 と いう 目標 に 


@⑱ ス ー パ ーGT GT300 ク ラス /2008 一 10&12 年 (2021 年 シリ 


ー ズ チャ ン ピ オ ン ) GT500 ク ラス /2011 年 


⑱ ニ ュ ル ブル クリ ンク 24 時 間 レ ー ス /2012、14~16、18、19 年 クラ ス 優勝 葵 ニュ ル ブ ル クリ ンク 24 時 間 レ ー ス /2015、 16、 18、 19 年 クラ ス 優 勝 


083 autosport 


ング 020 シリ 2 の リレー 
ン く ニラ ウン Ne 1 
ー ナ ー の 意見 を 聞き な が ら 改 良 を 施 
し 大寺 こ の 計上 ク レ ョ シク <) 
いた と いう カウ ル は 強度 を アッ プ 。 
何より 、 カ ッ コ 良さ を チー ム 全 員 が 
UN つの で の 2 EN 還 全 
GO 自生 還 だ の 二 6 上 DI は 
良好 と の こと 。 さ ら な る 躍進 、 そ し 
コン ラン NUDE 


= 
〇 つ 
0G 
いり 
の 
いり 
三 
いり リ 
S 


監督 : 飯田 章 Akira lida 


吉本 大 樹 河野 駿 佑 

【 Hiroki Yoshimoto Syunsuke Kohno チー フェ ンジ ニア : 小 藤 純一 Junichi Kofuji 
⑯1980 年 9 月 2 日 生ま れ (41 歳 ) ⑯1995 年 9 月 12 日 生ま れ (26 歳 ) 

ニノ 念 大 阪 府 出身 信 東 京都 出身 ⑱ エ ント ラン ト 名 : LM corsa 


信 ペ ー ス 車両 : TOYOTA GR Supra 

@ エ ンジ ンチ ュー ナー : 株 式 会 社 ト ヨタ カス タマ イジ ング & デ ィ ベ ロッ プ メ ント 
信 車 両 メ ン テ ナ ンス : OTG MOTORSPORTS 
@https://www.osaka-toyopet.jp/otg-ms/ 


スー パーGT GT300 ク ラス /2020 年 (2021 年 シリ ー ズ 3 位 ) 
ハー クル フリ フイ ルク 2000.2 年 
人 @ 全 日 本 F3 選 手 権 /2018、 19 年 


WI SPMHI 


向け 、 空 力 の 改善 な ど に も 取り 組む 
な か 、WRC 参 戦時 代 か ら 使っ て き 
UN2 有 6UI の 全球 6N ラ 506 
これ は ある 意味 賭け で も ある と の こ 
生生 が 語 カ クウ の ボボ 雪 ン 直人 で ド 
ライ バー か ら の 評価 は 芳しく な か っ 
た 。 岡山 公式 テス ト で は クラ ッシュ 
を 喫し 、 暗 雪が わずか に 垂れ 込め て 
き で いる 。 開 咽 まで に ドラ イ バ ー た 
ち が 満 足す る クル マ が 仕上 が る か 。 


5 
(GO 
oo 
RS 
の 
に 
三 
思 
) 


総監 督 : 小 澤 正弘 Masahiro 0zawa 


井口 卓 人 山内 英輝 

Takuto lguchi Hideki Yamauchi チー フェ エン ジニア : 井上 徳 Satoshi Inoue 
@1988 年 2 月 13 日 生ま れ (34 歳 ) 人 @1988 年 10 月 24 日 生ま れ (33 歳 ) 

介 福 岡 県 出身 念 兵庫 県 出身 ⑱ エ ント ラン ト 名 : R&D SPORT 


信 ペ ー ス 車両 : SUBARU BRZ 

介 エ ンジ ンチ ュー ナー : STI 

人 @ 車 両 メ ン テ ナ ンス : R&D SPORT 
人 で http://www.rdsport.net 


⑱ ス ー パ ーGT GT300 ク ラス /2008 年 (2021 年 シリ ー ズ チャ ン ピ オ ン ) 
人 @ 全 日 本 F3 選 手 権 N ク ラス /2008 年 シリ ー ズ チャ ン ピ オ ン 


LEON PYRAMID AMG 1 


篠原 加入 で トッ プ 戦 線 返り 咲き を 狙う 


2018 年 の チャ ン ピ オ ンチ ー ム は 
19 年 か ら 体制 変更 に 着手 。 蒲 生 沿 
弥 を エー ス に 、 菅 波 冬 悟 と と も に タ 
イト ル 和 争い に 絡ん で きた 。 だ が 、 
2 人 は 2 く ョ 二 ス ア ウ トド が 見 ら 


れる な ど 苦 戦 。22 年 は 体制 を 改め 、 


浦 生 の 相方 に 昨季 GT300 初 優勝 を 
挙げ た 篠原 拓朗 を 起用 する 。 チ ー ム 
の 溝 田 唯 司 エン ジニ ア が S 耐 で 篠原 
と 仕事 を し て お り 、 そ の 実力 を よく 
知っ て いる こと も 理由 の ひと つか 。 


篠原 は さま ざま な クル マ を ドラ イブ 


し た 経験 が あり 、 メ ル セ デ ス へ の 慣 
れ も 早 そう だ 。 昨季 は 参加 条件 に 苦 
し ん だ 面 も ある が 、 そ れ が な けれ ば 


チャ ン ピ オ ン 候 補 の 上 位 に 据え られ る 。 


AI7 介 昌和 


_M2 ltil UL WMI 


と 
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蒲生 尚 弥 篠原 拓朗 監督 : 黒澤 治 樹 Haruki Kurosawa 
4 /2 ト 3 
Naoya Gamou 


@1989 年 11 月 11 日 生ま れ (32 歳 ) 


Takuro Shinohara 


@1994 年 11 月 20 日 生ま れ (27 歳 ) 


さ チー フエ ンジ ニア : 溝 田 唯 司 Tadashi Mizota 
@ 較 山県 出身 上 還 、 @ 社 奈川 県 出身 


の ミ 


但 エントラント 名 : K2 R&D LEON RACING 
6 ー 氏 ベ ペー ス 車 両 : Mercedes AMG GT3 
信 ス ー パ ーGT GT300 ク ラス /2011&13 年 (2018 年 シリ ー ズ チャ ン ピ オ ン ) 但 ス ー パ ーGT GT300 ク ラス /2018 年 一 ⑱⑮ エ ンジ ンチ ュー ナー : Mercedes-AMG 
⑱ ニ ュ ル ブル クリ ンク 24 時 間 レ ー ス /2013~19 年 (2014 年 SP3 ク ラス 優勝 ) 、 葵 TCRJapan/2020 年 サタ デー シ リ ー ズ チャ ン ピ オ ン & サ ン デ ー シ リ ー ズ チャ ン ピ オ ン 食 車 両 メン テ ナ ン ス : 有限 会 社 ケー ツー・ ア ー ル アン ド デ ー 
人 @ 全 日 本 F3 選 手 権 /C ク ラス 2011 年 (バン リーズ 4 位 、N ク ラス 2010 年 (シリー ズ 2 位 ) 鍛 ス ー パ ー 耐 久 ST-TCR ク ラス /2019 年 シリ ー ズ チャ ン ピ オ ン @https://www.leon-racing.com/ 


TBN 


浮上 の カギ は 坂口 の 成長 に あり ? 


代表 は 「 速 く て 、 車 両 の 解析 力 が 抜 

【v】 と 松浦 に 全幅 の 信頼 を 寄せ て い 

0/ る 。 坂口 に つい て は 、21 年 は 接触 

が だ も 2 の の り 和 スラ ング し 人 き 

今季 も 2 台 の ラン ボル ギー ニ ・ ウ て いた 」 と 評 す る が 、 継 続 起用 は そ 

ラカン GT3 を エン トリ ー す る JLOC。 の ポテ ン シ ャ ル に 期待 を か け て いる 

0 の 56 ン 2002 アウ に 下 0 4 20 作 ン ニポン (。 

と する の が 87 号車 だ 。 チ ー ム は 松 hGISAS 最終 的 に ポイ 

清孝 之 ノ 坂口 夏 月 の コン ビ 継 続 を 0 は 第 5 戦 の 1 回 の み 。 今季 
2021 年 の うち か ら 表 明 。 則 竹 功 雄 に 巻き 返し を 狙う 。 
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監督 : 熊倉 淳一 Junichi Kumak 
坂口 夏 月 E 倉 淳一 Junichi Kumakura 


Natsu Sakaguchi チー フエ ンジ ニア : 佐 久間 勝彦 Katsuhiko Sakuma 
@⑯1995 年 9 月 8 日 生ま れ (26 歳 ) 
@ エ ント ラン ト 名 :JLOC 


ys。 介 福 岡 県 出身 
依 ペ ー ス 車両 : Lamborghini HURACAN GT3 
@⑯ ス ー パ ーGT GT300 ク ラス /2017 年 一 エン ジン チュ ー ナ ー : LAMBORGHINI 
@」AF F4 FC クラ ス /2014 年 @ 車 両 メ ン テ ナン ス : 株 式 会 社 ラン ド エ ヌ 
人 で http://Www.jloc-net.com 


松浦 孝 亮 

Kosuke Matsuura 

@1979 年 9 月 4 日 生ま れ (42 歳 ) IN 
@ 肝 知 県 出身 っ 圭 


⑱ ス ー パ ーGT GT300 ク ラス /2010 一 12&2019 年 一 
GT500 ク ラス /2008 一 09、 13 一 18 年 
⑱ イ ン デ ィ カ ー シ リ ー ズ /2004 一 07 年 (04 年 ルー キー オブ ザイ ヤー) 


LENI 本 「 JIM【 


噛み 合っ た と き の 爆 発 力 は 予測 不能 


GT500 チ ャ ン ピ オ ン 経 験 者 の 小 
暮 卓史 と 、 他 カテ ゴリ ー で も 目 の 覚 
め る よう な 速 さ を 見 せる 元 嶋 佑 弥 の 
厨 全 22 ke 2 ジミ 2 証 SG ョ Ee 
シン シャン / (仁和 は 同 S 信 C 
203 コン ンク まま (00000G さ の 


る 。 だ が 、 獲 りこ ぼ し が し ば し ば あ 
り 、 最 終戦 まで タイ トル 争い に 残る 
SSUE9GEIG UNUO ま へ OO の 
キレ た スピ ー ド と 安定 性 が 融合 すれ 
ば 、 と ん で も な い 強 さ を 発 揮 す る こ 
と は 間違い な い の だ が ……-。 今季 は 
エボ リュ ーション パー ツ の 投入 こそ 
278 還 2U570 ン 00224(GIINSEE 
の 最終 年 と され て いる 年 に 向け 、 優 


勝 と タイ トル 獲得 を 至上 命題 と する 。 
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= 監督 : 則 了 lsao Noritake 
小暮 卓史 元 嶋 佑 弥 UM 
Takashi Kogure Yuya Motojima チー フエ ンジ ニア : 勝俣 雅史 Masafumi Katsumata 
@1980 年 8 月 1 日 生ま れ (41 歳 ) @1991 年 4 月 10 日 生ま れ (30 歳 ) 
| ト 。、 人 @ 群 馬 県 出身 人 福岡 県 出身 エントラント 名 :JLOC 
ーーーー テ シャシ ーー ニ ペ ベー ズブ バ cc 参 ベ ペー ス 車 両 :Lamborghini HURACAN GT3 
スー パーGT GT500 ク ラス /2003&05 て 18 年 (2010 年 シリ ー ⑱ ス ー パ ーGT GT300 ク ラス /2016 年 一 (2019 年 シリ ー ズ 7 位 ) ⑱ エ ンジ ンチ ュー ナー : LAMBORGHINI 


ズ チ ャ ン ピ オ ン ) GT300 ク ラス /2019 年 一 介 ス ーー パー 耐久 ST-X ク ラス /2014 年 シリ ー ズ チャ ン ピ オ ン @ 車 両 メ ン テ ナ ンス : 株 式 会 社 ラ ンド エヌ 
信 フォ オー ミュ ラ ・ ニ ッ ポ ン & ス ー パ ー フ ォ ー ミ ュ フ ラ /2003~17 年 (2007 年 シリ ー ズ 3 位 ) 豊 ポ ル シ ェ カレ ラ カ ッ プ ジャ パン /2015 年 シリ ー ズ チャ ン ピ オ ン 人 http://www.jloc-net.com 
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世界 最速 の 全 昌 肛 世 敗 本 チー ム ガ イ ド 


)”。 。 。 。 。 kmmsmwm 
安心 と 信頼 の 「 新 田 ノ 高木] ブラ ンド ーー ニン 


いざ テス ト を 始め て みる と 、 お 互い 語 記 
UN ⑩ に 「 何 も 変わ っ て な い 」 と 安心 感 を 還 記 記 
覚え た 様子 。 ふ た り と も 年 齢 を 感じ ラー 。 
させ な い ス ピー ド を キー プ し て お り 、 還 還 主計 ieesieg 斉 


阪口 晴 南 を GT500 に 送り 出し た 來 成 が 進ん だ レク サス RC GT3、 
K-tunes Racing は 、 大 黒 柱 の 新 田 "マッチ ング が 進ん だ ダン ロッ プ タ イ 

男 の 相方 に 高木 真一 を 迎え 入れ た 。 上 よ 、 周 囲 の 脅威 と な 
2 の 286ESSNU5ODIl ン に 人 り 十 り 6 可能 性 も 充分 ある 。 影 山 正彦 監督 
ARTA を 離れ る こと に な っ た 高木 が & ベ テラ ン ふ た り が 並ぶ 光景 も オー 
コン ビ 復 活 を 望ん だ と の こと だ が 、 ルド ファ ン を 喜ば せる に 違い な い 。 


gleABSB80'| 


監督 : 影山 正彦 Masahiko Kageyama 


新 田 守男 高木 真一 

きこ Morio Nitta Shinichi Takagi チー フェ エン ジニ ア : 中 居 邦宏 Kunihiro Nakai 

ペン @1967 年 1 月 3 日 生ま れ (55 歳 ) @1970 年 5 月 6 日 生ま れ (51 歳 ) 
ーー ーー. 食 東 京都 出身 人 @ 山 口 県 出身 ⑯ エ ント ラン ト 名 : K-tunes Racing 
EE おい OO の 5 また GO お の 720 お PSP 700 信 ベ ペース 車両 :LEXUS RC F GT3 

全日 本 GT 選手 権 き スー パーGT GT300&GT2 ク ラス /1994& 旬 全 日 本 GT 選手 権 &% ス ー パ ーGT GT300 ク ラス /1999 年 一 ⑱ エ ンジ ンチ ュー ナー : 株 式 会 社 ト ヨタ カス タマ イジ ング & デ ィ ベ ロッ プ メ ント 
1981 1999、 2002 年 シリ ー ズ チャ ン ピ オ ン ) (2002、2019 年 シリ ー ズ チャ ン ピ オ ン ) GT500 ク ラス /1998 年 人 @ 車 両 メ ン テ ナ ンス : K-tunes Racing 
人 @ ス ー パ ー 久 ST-1/2006 年 シリ ー ズ チャ ン ピ オ ン 人 @ 全 日 本 F3 選 手 権 /1998 一 2000 年 @https://www.oktp.jp/ktunesracing/ 


Mar Hai 
さら な る 飛躍 に 向け て 佐藤 公 哉 が 合流 


ング で 昨季 走り 、 ピ ッ ト も 常に 隣 だ 


4 由 | 【v】 っ た こと か ら 、 違 和 感 な く チ ー ム に 

SD2 0 で いく ント 0 ショ リン 

グ を 刷新 。 マ テラ 鉱石 と いう 素材 を No Image 

GT300 参戦 3 年 目 と な る Max 使っ た 愛媛 の 化粧 品 ブ ラン ド 『81 

Racing。 昨季 は GR スー プラ を 投入 マテ ラ 』 の ロゴ が 大 きく 入る こと に 

し 、 初 優勝 。 飛 躍 の 1 年 と な っ た 。 な っ た 。 チ ー ム オー ナー の Go MAX 

三宅 淳 詞 の パー トナ ー と な っ こと 大 野 剛 嗣 さん が 3 月 上 旬 に 急逝 。 
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0 の GIIIZASEE だ サンテ ペー 


監督 : 田中 哲也 Tetsuya Tanaka 


則 較 佐藤 公 吉 三宅 淳 詞 
・ Kimiya Sato 5 Atsushi Miyake 5 二 12GE2 グ ペグ 90700 
@1989 年 10 月 5 日 生ま れ (32 歳 ) @1999 年 3 月 17 日 生ま れ (23 歳 ) 
念 兵 庫 県 出身 4 ド A 念 三重 県 出身 @ エ ント ラン ト 名 : Max Racing 
ii 価 ペ ー ス 車両 : TOYOTA GR Supra 
@ ス ー パ ーGT GT300 ク ラス /2015 年 て @ ス ー パ ーGT GT300 ク ラス /2020 年 て @ エ ンジ ンチ ュー ナー : 株 式 会 社 ト ヨタ カス タマ イジ ング & デ ィ ベ ロッ プ メ ント 
@GP2/2014 年 (最高 位 7 位 ) 氏 F3 ユ ー ロ チャ レン ジ /2011 年 (1 勝 ) 価 ス ー パ ー フ ォ ー ミ ュ ラ /2022 年 て 参 車 両 メ ンチ ナン ヌス : つ ちや エン ジニ アリ ング 
@Auto GP World Series/2014 年 シリ ー ズ チャ ン ピ オ ン @ ス ー パ ー フ ォ ー ミ ュ ラ ・ ラ イツ /2021 年 


RUNUP RIVAUX GT-R 「 _ IMMHMINIS 


待た れる 2020 年 の 再現 


NN i ま 78 IM ドン 


の ① プ を 大 きく 変更 し た こと が その 要因 
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見 せ 場 を 作っ た TOMEI SPORTS。 一 ライ ン ア ッ プ は 了 臨機 応変 に いく 模 
21 年 は 第 6 戦 か ら シ ャ シー 変更 す 様 。20 年 の 再現 が な れ ば 、 一 気 に 
る も 、 な か な か 結果 に 結び つか な い 面白 い 存 在 と な る こと は 間違い な い 。 


BJBABSB80| 


監督 : 西川 正明 Masaaki Nishikawa 


青木 孝行 還 晶 中 公 

Takayuki Aoki | Atsushi Tanaka チー フエ ンジ ニア : 小関 秀一 Hidekazu Koseki 

@1972 年 10 月 26 日 生ま れ (49 歳 ) @1964 年 3 月 6 日 生ま れ (58 歳 ) 

人 滋賀 県 出身 介 佐 貨 県 出身 ⑱ エ ント ラン ト 名 : TOMEI SPORTS 
ヤマ ママ ママ モエ ペース 車 両 NISSAN GTFR NISMO GT3 
スー パーGT GT300 ク ラス /1998&2000 一 09&11 年 スー パーGT GT300 ク ラス /2010 年 - エン ジン チュ ー ナ ー : NISMO 
(2001 年 シリ ー ズ チャ ン ピ オ ン ) ⑯ ス ー パ ー 厨 久 /1999 一 2009 年 @ 車 両 メン テ ナ ン ス : TOMEI SPORTS 


人 で http://www.tomei-sports.co.jD 
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TCS NAKAJIMA RACING 
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Ne っ ) 「 必 HING 雇 食 せ で 庫 人 
Q で っ う っ う ) 渡 つじ っ te、 で し 内 っ し 
れつ で で う ) ( 趣 )” 趣 せ 概 で ぐ GS っ で 
S で っ う 昭 心 で か" で し っ 
っ) 避 京 環 : 必 を SS っ じゃ 尿 ” 墨 表 
玩 M い 昭和 ] ” 困 稔 つ S 公 
QTX ヘ ーー” N ト JP 玩 っ 約 窒 Oo く 
JJ いる っ べり 全 公 で や 団 則 交 呈 
し te 6 で の ロ 衣 つ 7 
「 の 上 SNe 明 似 G 圭 4、 唱 内 で し 
っ きっ っ 四 和 を で し 所 SS っ 
人 公 Ste で も や" 全 ぐ | 回 く ytG 
うり 控 む や さっ” 本 時 性 遇 貼 ) 公 
慎 半 喘 幅 の 愉 書 "二名 骨 で 尋 て 
0 中 尽 人 S レ や ヤ ト ーー6 村 っ を 困 公 っ 志 
p 福 の 軸 で No 0 で DSO GS で っ) 昭 」 

レポ 掲 吉 中 "ヨレ 6WG 十 tm 骨 
N9 ト J っ J 公 ウレ * 選 うっ 愉 ト っ ) さ GS) っ 
4J) 「 う 本 で や もち お SJ” 償 公 GS 
っ じ セ (折半)] ” 皿 晶 生け 庄 
つ 民 ppSS トト Kー て NG pp6 り | 朴 
SMIC さい IE Eu EKGSE く AM 


T.Moriyama 


| 選 し ^ に ロロ う いひ レポ Ih て くさ 
9 ホース 岩 中 6 | 振 球 直 H へ 私 日 ト 
Jp 「 診 犠 さ っ で む 全う っ) 昭 心 ぐ や 
SS」 宮本" 
|-I ト マミ ー ( 普 思 ) お 『S ぐ 人 
で で 如 役 つつ で うっ 』 っ IE で O し ろう 避 6 
じ ” 擦 つ っ ふ ヾ で キ せ @ 湿 琴 ぜ っ 6 っ うり!J 
Q 信 の つり っ さっ うし" 妃 和 / 選 や で 
へ イペ ペー ゼ 坦 組 稚 骸 公 SN 上 鶴 や 
胃 ひ むしっ うっ 必 ” せ キ ヘー 量 友 ひっ 
っ ht つく 郁 謎 唱 表 利 かい @G ぜ ぶ マ キモ 6 
| 晶 喜 G 頑 生 ロ だ さ 必 パ で で" J1J 
で S 思 、 ロ で で PiGS KR、 ロ SS で ヤレ 
っ ht9S し 舞 弄 G 過 所 色 広 槍 /n 
ン リ ロー ホー ロ 表 生 te 挟 痢 宮 せ 陸 龍 
s 和 や セ 」 

人 回 シン 6I ト マミ ー 公 近 て で 
エ G 卓 征 憎 つ SS で 6 ゼ 過 唄 全 選 
NO | 操 HA 人 AIK ト DAN っ)” 人 
回 GI ト Kー ウ レ ゼ ペーKTAI ト T 導 本 へ 
S ら 6ー 選 昌也 @ 豆 季 は つつ 公 装 つ し っ 
SS で 思 っ で T N で で けり” 陣 只 
3 マエ” IN マー っ pp り 條 回 ) ゼ 
6 で 選 マ 環 / 必 区 信 交 民 セ 避 給 直 め NO7 


っ て て も 変わ っ て な く て も そろ そろ 行か な い 


今年 で SF 参戦 6 年 目 の 山 下 。「 タ イヤ が 変わ 
ら の ヤノ パ い | と あ コ ヨメ ント 。 
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避 リ 所 記 F 彩 捕 彩 月 月 所 る 


S.「amura 


帝 べ 「1 


疾 串 回民 っ じ し 條 財 GH ヘ ーー ユ 
K テ や コンロ 皿 交 記 ン SS ホー T 
Q” 想 ホ ー ズ ゼ 避 架 正和 到 コ の の の 性 
福 詳 " 臣 吐 G4H 所 性 の ビ 貞 貴 民 ( 世 
花 ) GO ヒ 6 の の ヽ I 羽 K し ふ マ ーー ミ 計 
坦 叩 本 NG っ) QG の きき 吐 避 ぜ さ ・ ル セハ 
並 皿 し 浴 m 了 剖 ぬ 棚 駅 S20G 爺 玉 
地 CTNIN マ ーー の し リロ 3 
らい 叶 ホース 肖 隊 時 ぐ じ 失 客 " 
さ 人 SN ミ RIN ト ー6 ル ハ へ 四 相 で や 

人 由 唱 下 で 半 中 回 じ 6 押 宇 せ W 
っ ” 中 音 財 @G つ ホー ス 旧 世 GS 
ITIh も ペー ハ Am ヘマ ご“ 末 所 し 
4 ヘー ユー” XX へ 上 ト 下 へ K せ 較 人 
じ し 郁 野 @ 夫 N@ や さ ト KR 公団 殺 村 No” ルド 
KA へ へ 了 選 回 ウシ ポト ホー スジ ざ 層 芽 田 
定 代 出色 窒 軸 つつ 尋 公 7 苦 結 M レ も ヘ 


SF で 


ーo 


佐藤 は 今季 か ら レ ッ ド ブル ジュ ニア ドラ イ バ ー! 
目立て ば 再び 海外 進出 の 可能 性 も 出 て きそう だ 。 


や パ 【 こ 
"や R ハ て 中 キハ いく 、 


ぶ ウ エコ ドル 江 一 色 へ 必 人 トド で て さ ふ ペー 玖 
郊 信じ う っ 尋 ゴ 改 章 出 和 彰 細 き つじ 引 
醒 ” で り 條 帳 せ Q4 ロ 日 ヘー ユー や 
ャ ′ 地 柳 舞 (8 中 司 ) JI 下 酸 (5 


叫 局 ) 賜 必 つ や ホー スジ” 彰 裕 


て 必 マ で ミー 人 SW で SN で ミー キー うっ 必 
~ | 千村 ホー、 し SG 

リン リロ 庫 馬 交 中 くせ 了 ゴ 彰 範 @ 
こさ 王 EICIES も こめ ざい や く が いり 
角 本 te 続 ロ 8 公 G ホ ー ズ 愉 や の トト 
トー 忌 夫 で ひ 刀 っ で つ 忌 づつ" 雪 導 彰 
引 や 咽 寺 jp に コリ っ ろ レ さ ヘ を 公 さ っ ) 
た へ 6 写 間 誤 さ 葬 で 記 辻 間 加 で し っ 
N3 ょ !J ュ っ)” つつ し 企 由 や トー 人 心 色 さ 
^ ふ トミ RI トー6 セル ハ へ 瓦 提 人 べ や KG ト J 
SEESAOEYIESESDIe 証 三 1 に SPAS0ES) 


人 S で 刀 の うっ 選 " 
時 統 老 で 今や お 


| 選 し ^ ホース 私 で 下山 『 画 論 
ューK じ 到 醒 じ *ot@ 抽 M-IN マ く ミ 一誠 
析 殿 NG』 『) う ) 電 皿 班 つじ し 東 玲 つ じ っ 
NG NGS 忌 じ し 章 医 や で GS” 壮 拉 
揚 JIIW 堪 羽入)J6 る 刀 さ 8 の 
第 陣 さ バーAASK ヘ ペー ミ ・ ト ドー7/7 
HIN (の と の - は) G 玉 萌 " た へ 尽 替 
にし りや 二 間 想 環 つ し 台 公 映 で 
択 つつ SS 公 Q 虹 で W" 

則 苑 で 口 財 の と の - 上 約 属 " 5 
財 選 許せ ユー マ - 上 き 疫 由理 し ト キ 
へ や ド へ 電 斑 喧 NOJ” 半 選 刀 ロト 


INAKL 守 嗣 由 間口 維 施 つ " INA せ へ 
ヽ Q 選 SO” 鞭 マ っ 坦 蝶 や 公 " 

臣 吐 GRNINAKL き 中 の つの ン の の 
- エゴ 萌 6 所 間 避 陣 委 HH ヘー ユー つじ 
Q さ ^ 克 D ケ IN で ミー 人 KK マー ミ ” ty 
つじ レロ エー マロ om の 遇 吐 音 く @ 応 下 玖 40 
QG で StG ょ JJ は SC? 囲 Q 周 せ 還 性 
ュー ド 昧 上 悪 忠 づ " 斉 還 性 Kー ミ ー ト 
ペーz7 HININ マ 色 映 中 間 (の ヒコ ) 
K 一 ミー の ヒト の ヒ oO の GIINK 稚 客 " 
の ヒコ ウレ 3IRNAN せ へ へ の りく で 7 
の ヒビ の の らし pih 和 へ 芝 入 愉 き 選び で 
喜 色 " 咽 染 絡 環 寺 6 ペ ー ド 革 調 ′ の ヒ 
Io つら ヽ ひ か K し ふ マ ーー ミ 選 BSH6 財 革 
記し うっ 刀 も へ ヘ 区 遂 
IS めやす 
証 そ て へり ド へ 6 弓 
土 画 つ し つ で し 


グ JO 


つこ 

| RSIIHW3 過 
けり の ビビ の - 的 八 E 
じ 攻 押 つ し っ ne" コ 
革 唱 8 的 所 尽 革 陣 S 
SQ エー マズ - ヒ マレ 
IN へ A せ へ や Q 選 で 
い や 8 半 SQ 革 ロゼ 
ドモ へ 尽 才 に 6 十 乙 往 
尽 べ で "NG 選 7 
の ヒ の の の G ら IhK 
テバ ベ ュ ユー 人 ハ へ 公 
人 Q 総 穴 つ - て mAN 
さ ふ お K 司 半生 IiIh ト て 
人 nh つ や? 苦 結 せ の ヒ 
OO の INK っ J) の し 
6 選 RI ト T ユ ー ヤ レ 
犬 疫 間 編 い ひし っ te" 
條 回 GI ト K て し ゼ 


ポ ュ し x リ ロー 1 の バ 
MA 
A 


や CO^ 玉 つじ 


半 信 し う りう" / 


両 ド ライ バー も 同 


フ 。 


宅 を よく 知る 山本 監督 。 


上 の 存在 を 心強く 思っ て いる と い 


と 示 


以前 か ら 佐 藤 と 


TT 


臣 


N.Mitsuhashi 


ーー 
て に 


1 


の た ャ ンス を 治 の 付き ら の る ただ ャ ンス ペル タラ 


三宅 は 再び 
es 


ーー 
に 


ANA6 al UK の いい 2 の 


ュー 


ホン ダ 傘 下 か ら 外 れ て いる も の の 、 
ボン タダ の シン ン で レニ ベル すら の 


か め る よう (【 


上 


7 る さ っ Jp の に の もら G 尽 所 上 
利 財 己 世 っ 候 )Jp 下 。 軸 悪 
けり 明 緒 公 に 払 つ し っ nhJ う SQ 「 信 丁 
ーー ヘレ | 区 @ ペ てく 學 穫 SNO| ト J 
っ 9 革 / つ つう "つつ 忌 つ ” 壮 拉 公 
幻 m ロ 圭 ” 人 公 R 糧 きっ 心 坦 明 * ミ 
ー ャ キー ロ J で し GS で 6 半 " ト 
ふく ie 論 GK ぶ マエ G ト ポー コト 
ThSS” 聞 朋 人 名 「 率 マエ 皿 手 ぜ の は コ ュ ) 
世 つ mmT く ルレ 0 や くし | 聖 六 豆 答 や 
ぶし っ teSG じ し ^ thJ し 再 尼 窒 で ン 更 
で し っ ポポ) 鍋 々 刀 | 選 HP 旦 「 頭 
民 愉 麗人 の 身 つ し うっ Q で で 7 

[の ヒコ ポレ し ち も シリ ふさ NG 稔 
つぐ し もち 公 の 上 性 調 公 4 綴 時 で 
っ ” 収 唄 公 恒 っ りう っ 愉 G ぜ 親 胃 人 ユ 6 
p 公 ” 粉 円 吸 也 りく で NeG 公 滅 つ っ 忌 
豆 じ か 」 

NN で PP" 1JG ホー ロリポ 人 篤 で し 
性 GS て NRI ト T ユ ー ビ レ 醒 つや 臣 田 
皿 揚 のり 條 由 の ヒ 6 の の 区 絡 心 軒 世 
四 9 公 トー くく マー ツリ つ ト 挫 四 " Ih 
ヾ り へ ふ @ 固 や (SS し じ 忘 MM 届 失っ 
Ne-6n い PT > つ し 路 時 で 記 還 性 
む し で ざお 志 革 G 抽 由 選 叫 妃 ヨ 
必 衣 細 jp っ n6" 

「 葵 恨 音 じ や ゃ や ” 還 簡 せ ーIh で く 
ー 忠 喘 し お 人 る さ を セン トー く で て K つ し 
ン で Ne つ " 攻 田 や もぐ くせ 0S 困 公 っ ” 下 
お お 候 避 お め KGIJJ) 公 っ う ン っ ( 抽 
巡 )) w 心 っ 心 提 壮 し シダ ゼミ ー ャ キー9 必 
を で うつ 培 c で SN9 失 縮 唱 間 Ne づ 「) 狐 信 
虐 無 公 宮 い し っ ntQ” 尽 公 公 殖 で や の 
り 癌 公司 くし 玖 下 で 7 セ 1J リ ンス っ っ 
ー ズ けり SG うり 昭 っ 6 村 ] ( ゴ 間 男 ) 

I ト KG くく 人 必 先 ふせ 御 
SS 直 補 人 ヘー 人 K へ 公 避 16 で 36NvTJ 
拉 肉 和 9 ホ ー ス m ト や レ よ や ヘー 中 キ 
へ AK、 電 吐 玉 思 旧 せく 時 ペーfK へ 避 区 
刺 上 や KeG 選 " 


? ン 
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橋 仁 明 (Noriaki Mitsuhashi) ノ 小林 勝彦 (Katsuhiko Kobayashi) / 田 村 翔 (Sho Tamura) 


T.Moriyama 


(HirOki Kamisakamoto プ 本 誌 


二 
品 
ET 


Photo @ 森山 俊一 (Toshikazu Moriyama) ブ 


Text @⑯ 上 坂元 宏 + 


4 ト 由 G 貴 弄 せ % つ 翌 説 Je 


N ポ ー ド ミー 千枝 レス 粒 DNC: 


Q 革 G の ヒレ ド 振 刀 き さ ーK ト ネ ポー 
ルト ーS 糞 くも で KO 人 由 p 苦 帳 四 
所 に CS 団 履 しさ へ ー 彼 擬 穫 や 
で eS きき 忠 G 帳 十 閣 ooG や し 
芝 コ mG 鍛 陣 絡 レダ" ら JC6 早 選 
けい Q ペ ー ド 尺 馬 理 で” 苦 帳 で さめ 
っ 4 品 話し 遇 幅 明 公 症 で で KG は) りう 
CQ7 補う) 臣 地 口中 遇 G 答 居 
お 倒 屯 " へ 私 ふ に ト 心 所 情 G せ 門 栄 
りり 拘 で や さっ S JJ で ポレ の の し や 
いっ JIJA 人 OH の で KO" 

「 に 疑い ひじ し 赴 組 映 民 を SGP" 
ペーK ド 公選 ン KG や 心 選 つう じゃ 翌 」 
3J 有 NeG 装 青 記 拍 " | 拍 R 記 は 
民 ポ や 昭 っ 本選 ” 限 @Gp じ Yo 


ペー ド K ゼ で 坦 質 CO ぐ G っ で の を さっ 公昭 
いし っ keGP′ つ C 公選 装 坦 つ し 明 
8 も ( 抽 閉 )” | 名 WO 中 嗣 公 区 to 
S ド や” て 球 甘 レア ら で ン 時 NG) りや 
SN0) 昭 っ "や 私 トト で へ の 押 葉 
6 つ "加持 G く て 幼 で や や 坦 hG 
中 玩 つ し っ 8 衝 | mKQ ユ ペー 
K 慎 上 いう っ レ TX ヘー” NG 1 選 じ 7 
中 現 ON ビリ St@ で っ し 
「J で し 愉 刀 つ ロ の の しぶ で 人 へ 
へ うり 芽 公 Ne)) づ で ン SNeG や 尺 で 
王 ロ せっ シレ パ や の 時 シン Ne 公 や 
つ で さっ し お 2J^ NG 2 く 毅 計 還 
っ けけ SO で を 心 公 豆 | 中 杏 つ 台 ? 

| 民間 香田 押し 交 Ne 歯 還 皿 思 J 


ヘー ペー9) つ し じ @ 皿 所 胃 


N き 稚 及 Q 革 皿 @ 男 田 人 也 0 旭 四 則り 必 幅 


て KK ゼ ぜ 男 田 控 詞 公 日 トー ヽ ・ 
ト ユ 公 ) っ 2nN さ 公 AH 時 る で し 條 
由 己 表 6” 四 田 けり の いし ゼ ^ N さ 約 妖 
Q 時 で SG の 昌 民 UN さ 約 話 尽 書 押 
GiN マ ミー 誠 虹 A パ ユー ペー ュ コ つ レ 


| マネ 
昌三 N 
| 田 GG つ 
皿 回 K 究 
| 人 條 | 
呈 一 AU 
8 つづ つ せ 6 一 
うっ) 半 っ 
INtQ@ 人 S 
へ 1O 12 
- タ やむ 國 
し 当 宮 や 
FES MA 
へ 唄 NG 
mlK さ で 
へ 中 や 
ふ 回 スー 
| や 條 ささ ミ 


6G 地 芝 公 油 や や Q で し っ t 公 ^ 振 理 居 避 

Si 自 ロ に 也 る っ 6 心 和 ? 

「 荘 時 p 且 品 〇 )G く 公 相 で へ へ SS 
じ 甘 右 | 則 踊 中公 っ SS っ りう ) 公 軸 ン “ 
副 倒 ホー 記せ 政 Ke 公 し を で し 
っ e@ ド "NEJG 居 地 世 公 要 で N9 ょ JJ 
や で うじ も" 公 昌 トー へ っ う ) 眉 っ 
革 ("の の の 革 寺 で ) し もつ ” 宙 回 


っ り 誰 掲 際 陣 つ き 公 名 ひ し っ woes" 
腕 り る 苦 時 6 時 結 人 つつ で 公 さ 殆 KeG も 7 


トー スコ つつ ひで 反 ユ TH トー 人 ハ TA 
間 層 で し" 4 お リロ テ STN 症 っ つや 
っ うり 昭 ひ し う っ] 

音 周 虹 陣 導 4 エ NTIIAA HIJN ジ SS 公 


い お 公 ミー キー お 公 喘 染 吉 きる 


帳 p 入 仏間 時 6” ホー 涯 臣 G | 突 
S 電 日 A 人 AI 人 J 心 罰 つ 届 ? 

「 貴 遇 人生 〇 Qt し StG っ )” 苦 結 し 
St 心 S 奄 回 G で て AN ミー トト 色 SS っ G 
し” < で や te 民 で ヘー 公 人 で No 
衝 も” JJ で し 8 の の G 宮 時 交 正 究 
つ し レ 『 民 で ドー ミー や お JJ で し 


っ っ S で 』 の っ うっ 心 の の 下 つつ 騙 反 の 


侍 NG 郊 加 6@ 十 肖 つ や 公 る や さ ン で 
eS ふさ トル GS く INAK 電 や 
じ 地 や っ りう むさ う マ ペー 人 約 地 で 
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は 、。 し きり 【 


記 mrmmmla 明 mg 
* 世 界 最速 "の 核心 に 追 る 


グラ ウン ド エ フ ェクト を 最大 化す る 
70 年 代 の 技術 を 現代 の 手法 で 実現 


フロ ア の エッ ジ で 


見 えな い ス カー ト を 作る 


この ペー ジ で は F1 の 開発 競争 と その 技術 ( 


こ に フォー カス する 


一 発 目 で ある 今回 は 、 2022 年 シー ズン の 空力 開発 に お いて 
も っ と も 熱い スポ ッ ト の ひと つ で ある "フロ ア エ ッ ジ " に 注目 
この 部 分 に つい て は すでに ひと つの 方 向 性 が 示さ れつ つ あ る よう だ 


へ 、 年 、F1 は 再び グラ ウン ド エ フ ェ 
_ プ ニク ト の 時 代 を 迎え た 。 ク ル マ の 下 
全体 を ひと つの 大 き な ウ イン グ と し て 、 
そこ で ダウ ン フ ォ ー ス を 生じ させ る コン 
セプト が 新 世代 マシ ン の 空 カ デザ イン の 
基礎 と し て 採用 され た の だ 。 

1970 年 代 後半 、 グ ラウ ンド エフ ェ ク 
ト の 可能 性 に 着目 し た チー ム ・ ロ ー タ ス 
は 、 史 上 初 の ウイ ング カー、 ロ ー タ ス 
78 を 作り 上 げた 。 ま も な く 彼 ら は 、 ア 
ンダ ー フ ロア と ボディ ワー ク 上 面 と の 圧 
力 差 が フロ ア の 両 サ イド か ら UN 
間 昌 に 気づき 、 こ れ を 防ぐ た め に 

の 2 株 お る 
還 の ドーン 装 靖 。 最初 は 単 
純 な プラ シ の よう な も の だ っ た が 、 その 
後 車 体 姿 勢 の 変化 に 合わ せ て 上 下 に 
イド する アル ミ 板 へ と 進化 し た 。 ント 
サイ ド ポ ッ ド 内 か ら バ ネ で 吊り 下げ る こ 
と に より 、 ク ル マ の 姿勢 が 変化 し て も 常 
に 路面 と の 隙間 を . ふ さい で お ける よう に 
し た の だ 。 ボ ディ ワー ク の 延長 と も 言え 
る この パー ツ は 、 や が て スカ ー ト 、 あ る 
い は スラ イデ ィング スカ ー ト と 呼ば れる 
よう に な っ た だ た 。 これ に より タウ ン ラ フォー 
ス は 大 幅 に 強化 され た が 、 そ うし て も た 
ら さ れ た 旋回 速度 の 向上 は ゾッと する よ 
うな 事故 の 増加 に も つなが っ た 。 こ の た 
め ス カー ト は 禁止 され 、 最 終 的 に は グラ 
ウン ド エ フ ェクト その も の が 禁じ られ た 。 

し か し 、 テ クノ ロジ ー の 進歩 に と も な 

、 別 の 方 法 で スカ ー ト と 似 た 効果 を 得 


る 方 法 が 見 い だ さ れ 始 め た 。 現 代 の グラ 
ンプ ブリ カー で は 、 後 輪 の 接地 面 付 近 で タ 
イヤ スク ワー ト (噴流 ) と 呼ば れる 渦 が 
発生 し 、 そ れ が ディ フュ ー ザ ー を 通る 気 
流 に 干渉 し て ダウ ン フ ォ ー ス を 減ら すこ 
と が 知ら れ て いる 。 そ の た め 、 チ ー ム は 
いわ ば 目 に は 見 えな い ス カー ト を 使っ て 、 
ディ フュ ー ザ ー の 側面 を 空気 力学 的 に $ 
さ ぐ 方 法 を 模索 し て きた の だ 。 

最初 の 例 は 、2010 年 に レッ ドブ ル が 
導入 し た ブロ ウン ディ フュ ー ザ ー だ 。 彼 
ら は 排気 ガス を 利用 し て ディ フュ ー ザ ー 


の 側面 に 空気 の 壁 を 作り 、 タ イヤ スク ワ 
ー ト が 入り 込ま な いよ うに し た 。 こ の ア 


イデ ア は 全 チ ー ム が 用 いる と ころ と な っ 
た が 、14 年 の 規則 改定 で 封じ られ た 。 
ュー い チー ム は 14 年 か ら 20 
年 末 ま で フロ ア に 多数 の 空 カ エレ メン ト 
を 並べ る 、 時 ょ カッ ト ア ウト を 入れ 
る と いっ た 開発 に 勤しん で きた 。 それら 
に よっ て リヤ タイ ヤ 内 側 付近 に 渦 を 作り 、 
ブロ ウン ディ フュ ー ザ ー と 似 た 効果 を 発 
生 さ せよ うと し た の で ある 。 そ れ も 21 
年 に は フロ ア の 単純 化 と いう か た ち で 茜 
止 さ れ た が 、 今 季 の マシ ン の 複雑 な リヤ 
フロ ア に は 誰 も が 驚き を 隠せ な か っ た 。 
フロ ア エ ッ ジ の 設計 に つい て FIA が 意 
図 的 に ある 程度 の 自由 度 を 残し て いた の 
は 事実 。 だ が 、 こ れ ほ ど ま で に 多種 多様 
了 か つ 複 雑 な ソリ ュー ショ ン が 見 られ 
は 誰 も 予想 し て いな か っ た 。 と も あ 
チー ム が フロ ア の 外縁 部 を 極め て 効 


果 の 大 きい 空力 ツー ル と 考え て いる こと 
は 明らか だ 。 彼ら は この 部 分 に 加え 、 フ 
に こ 利 用 し 、 フ 
ア の 横 か ら 空 気 が 流 れ 込 む の を 防ぐ よ 
者 と し て いる 。 
換言 すれ ば 、 目 に は 見 えな い ス カー ト を 
開発 し よう と 試み て いる の で ある 。 

風洞 実験 の 制限 も あり 、 少 な く と も バ 
ル セ ロ ナ テ スト が 終わ っ た 時 点 で は 、 昨 
年 の 選手 権 を 下位 で 終え た チー ム ほ と 興 
味 深い “解答 "を 持ち 込ん で いる 。 ハ ー 
ス と ウイ リア お 
カッ ト ア ウト を 設け 、 さ ら に フロ ア 端 部 
を 巻く よう な 形状 ( し た 。 こ れ ロ フ 
ロア エッ ジ に 沿っ て 渦 を 発生 させ る た め 
の デザ イン と 考え られ る 。 

この 部 分 で 最も 見 込み が あり そう な 方 
向 性 を 示し て いる の は マク ラー レン だ 。 
多く の チー ム と 同様 に 、 彼 ら の クル マ も 

ロア の 後方 に は カッ ト ア ウト が ある 。 
だ が 、 そ れ よ り 前 の 部 分 に は 縦長 の 空力 
エレ メン ト が 見 られ 、 フ ロア と の あい だ 
に 細い スリ ッ ト が 入っ て いる 。 い ま の と 
ころ 確たる 証拠 は な い が 、 高 速 域 で は エ 
レ メ ン ト が 変形 し て 、 ス リッ ト が 閉じ る 
の で は な いか と の 見 方 も ある 。 

一 方 で 確証 が ある の は 、 複 数 の チー ム 
が フレ キシ ブル な フロ ア を 使っ て いる こ 
と だ 。 も し フロ ア の 側 端 が た わん で 下 が 
る と すれ ば 、 か つて の スカ ー ト と 同様 の 
効果 を 発揮 する 可能 性 は 充分 に 考え られ 
る 。 こ れ に つい て は FIA も 認識 し て お り 、 
お そら く 変 形 が 大 きす ぎる パー ツ は 禁止 
され る だ ろう 。 バ ル セ ロ ナ テ スト で は 
フレ キシ ブル フロ ア が 禁止 され る 姓 
を 考慮 し た の か 、 メ ル セ デ ス が 最終 日 に 
フロ ア の 変形 を 抑え る 補強 材 を 追加 し て 
いた 。 ま た 、 ほ か の チー ム も 高速 度 カ メ 
ラ を クル マ に 搭載 し て 、 リ ヤ フ ロ ア の 動 
き の 確 認 に 多く の 時 間 を 費やし た 。 

今年 は 多く の チー ム が サイ ド ポ ッ ド な 

に 興味 深い アイ デア を 投入 し て いる 。 
だ が 、 本 当 に 重要 な 点 を 見 逃さ な いよ う 
に する に は 、 少 し 視線 を 下げ る 必要 が あ 
る か も し れ な い 。 開発 競争 の 焦点 の ひと 

つ は フロ ア エ ッ ジ に あり 、 ど の チー ム も 
見 えな い ス カー ト を 生み 出 そ う と 知恵 を 
絞っ て いる か ら だ ! 
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Text & Photo @ サム ・ コ リン ズ (Sam Collins) Translation @ 水 書 健司 (Kenji Mizugaki) 
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と に < に へ 5] っ 


今季 の 注目 すべ き 点 は フロ ア エ ッ ジ 
か つて の スカ ー ト と 同じ 効果 を 狙っ て 
複数 の チー ム が 変形 する フロ ア を 投入 か 


これ ら の 写真 は いずれ も バー レー ン テ ス ト 2 日 目 に 撮 
影 さ れ た も の 。 マクラーレン (上 ) と 比べ る と レッ ド 
ブル ( 左 ) は まだ シン プル な デザ イン の フロ ア だ し と 言 
える が 、 シ ー ズ ン 序 盤 の うち に それ ぞ れ の アイ デア に 
基づき 見 えな い ス カー ト を 開発 し て くる 可能 性 が 高い 。 
また 、 フ ロア の 変形 に つい て どこ まで 許容 され る の か 
と いう 基準 は 、 本 稿 執筆 時 点 で は まだ 明確 に 示さ れ て 
いな い 。 
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軸 室 事 :A し SNIN い AHNHN て ドー 
JJ や” か へ NN ドーKG 十 民 や 人 で 
い 宙 S べ ” 遇 村 ロ ー ト ホー レル ハ ヘ 
SKI マーNo 咽 固 怪 押 * 刀 0 愉 稔 
つ 6 酸 ” I ト マー 愉 っ や っ 展 普 
じ 商 定 つ し っ ぃ 6 二 愉 嘱 じ 叶 で KG の っ う 心 
GS NE へ A で し 下っ) うり 穫 っ ) 昭 
っ 必中 刀 叩 下 つじ MC467 NN 
ロー か で へ 心 公 必 で で 本 WOYON 
SS さっ)” 下 UK ペ ーー 個 近 6 朝里 凡 燈 
で や 男 じ も SN で SG マー ミ ドド く 
ーS い WW K ヘ ホー ドー 麗 く で ビレ 
っ Ne トー 更 古 8 選 公 NG 湯 楽 公 
人 H 尿 環 和 りさ さだ で で 各 yK つ き ン びり 


@ バ パー レー ン ・ イ ンタ ー ナ ショ ナル ・ サ ー キ ッ ト 


て (ロペ っ 1tG 
= KG の RS5 弄 唱 豆 
マン へ エ 県 
QN pl 寺 
の 。 近 @G て 古 半 や 
嘱 さや へ スピ 選 は J 
4 ヒロ 上 合 へ Qt 
ト く や かさ | 公 
| 1 エエ レデ ダ だ & ペ ゴゴ 
に トト | 中 @S ふ や 
9 せく 半 連 や 仁 
本 思 UN の 。 ツ 
Q 堺 ホ キン | ゼ 
5 地 | キ も さり 
ら 。 ThN 和 を て 欠 机 
中 欧 @ ド つ K で 交 
oO 世 h 苦 ふ ヘ ン | 
@ 届 当 て 畠 下 


レ つ HO 選 ))) お る へ つ 隊 つろ っ しゃ? 
さか トート き 公 1 羽 コ ーー 


ー 回 G く さや ロト トーG 旧 還 人 
や KO で 曽 必 さ ひし っ ポー モハ へ 
ふし ゃ 公 ^ 他 せ 寺 Jp IN ポーz7 THIN・ 昌 


3 へ 壮 和 りり HH 級 つっ) 公理 本 


ハハ ー 目 ご 色 QuL のど 避 で 0 
避 下 UK で トイ 結 ロ で で の 刀 く や じゃ む 2" 
m い て へ 心 ド 一 擬 提 で で し うし っ 
SrLJGTA や トー リロ 選 っ 澄 求 補 で 
ぐし ち ” 親 胡 "ネー も へ へ 心 色 財 N9 レ 
へ へ J 二 き う ル ハハ へ 愉 人 で ひど 6 も や 
半 倒 庄 中 つ し っ 選 そ へ くさ GS ル A へ せ 
ね }1J ン モー モモ 込 へ 心 色 革 し っ つつ で? 
Kー ペ ーー で トロ ト っ ) 門 回 会 ン で O 
っ や S 問 で だ や へ …… G 牙 さ 周 つ コピ 握 
Sm っ う ン っ 晶紀 公 葉 つ ン ” 揚 に 
近 や 折 G で 古 器 を 坊 革 公 暴 ン ぜひ レ つ 
H6n ン っ し つ で ? 
pv で で へ くさ で ル ハ へ や 時 
RS 刀 人 の うっ 愉 ス リド 来 つ し NSJ っ ) 
や さっ くじ セタ "WS で 9” 抱 才 さ 呈 弄っ 
K コ リー し 忠 祝 公 じ つ 6 届 据 つっ 


レセ 公 ” NFJ ポ し 記 和 0 公 薬 つ ン さ お で 
167.iNー ゼ 思っ ) 公 加 /NG JJ) ポレ 
*O6” Jp 東 攻 唱 聞 相 公 
さ 信 さも むう S "うり ) レ く IhAK 
尼 加 NeG 尽 りう 心 丁 画 で で レン ik@G 
し ^ 邊 中 ー ス 公 2JNJ 人 へ トド ー 
K 寺 身 直 りつ レモ ー モ も へ 心 相 守 N ポ レ 
ツ t@G 忌 で” 還 べ 吾 叶 1J) ン 笛 叩 つ し 
っ 6? 80 友 和 J 心 っ 心 芽 り 区 Ne) 
1 還っ p つ SS で QG や | 区 WOO や 
能 る つ 0 稚 OS 公 Q ト に ー 牌 責 玩 咽 
レ っ つつ ( 二 )" 

て ーー へ ヘ じ in マー 篤 抽 沢 つ レ 
っ Hp 人 心 の うう 〇 畑 生 NG” ペー ヘ 
の らん シン と GS っ 避 ロ ー ホ ー シ 
お や に へ ヘー ド ルト 愉 攻 し じ う っ ポ つ QS" 
ド ヘ モー 部 悪 間 哨 じ うじ ゃ ” ロー 
ー く 6 寺 と し トロ ヘー 篤 装 人 等 し っ ン 人 や 
ローK ド 貴人 色相 で Q さ ン や "ロレ ベト 
か トド ポー ペー リロ S さ で し レ つ He で "SS 尽 じ 
JPN ペー ヤ へ へ し 爺 で 史 る rih マ SO 
ASK ふ で ミ さ G 錠 IN で ベー” IDJ や 
で 尿 剖 つじ っ や る で ロ 愉 つ つや? 

Nn っ で 上 守 選 6G で 公 し | 輸入 ヘ 
nH6 ン 帳 ト JJ) さき つ し っ 6G 公 。 ル 公 
ふ K・hNH ミ KA( さ 公私 うさ ) 
し " 思 ゼ 吐 人 S リ ペ ー せ へ 心 届 股 で 
Q や レロ ー ト へ 夫人 十 じ 選 回 
つ ” 壮 Q 二 会 さじ レ ゼ 吐 人 ロト ふ や さ 
普 jpCIN マ で DAK ふ で さ G 了 坊 避 州 じ 
"Ii ト NG 説 條 お さと 公 本 Ne 人 る で 補 
操 ① 公 ンジ つ レ っ うし” トペ ー せ へ 心 じ 笹 
6 っ SS さっ 坦 眠 "KKI ト ト つ へ 心 夫 慰 
nn ンジ 回 ふつ し っ hG+6 愉 中 7 
8 や P” NMIJS | 四 @ 赤 応 し で っ で 
3 っ JJ” か で へ ヘ 愉 ボー ゼ ” 交 G 和 IN て 
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Photo @ 森山 俊一 (Toshikazu Moriyama) LAT/Red Bull 


へ や ふ や K ふ で ミロ < で し っ nA) 昭 っ 
で ” さ ヘ ホン トミ ビ m 過 で モー モ た へ や 
JpH6 っ )、 で うり 才 し うき や うつ” トス ペー 人 KK 
へ ト に K て 6 密 有 じ せ | 遇 ペー つや し っ 
Ne レル 和 へ っ) っ 心 巧 思 じ も 

Nv で SQ と moGN ロ ヘー に K マ Y 
A 誰 上 へ IN ミロ トー ユキ お くく へ 
AmAAIN 穫 AH ロロ SR ケロ 押 隔 つ 選 @ 
Jp 民 劇 っ 挫 も や” N ロ ヘー て お K 々 へ 
へ mAGN さ ロン ポ 素 周 拓 BN Hi 
ー つ 尺 科 部 つ ボ 調 つ し っ や @ ド | 直人 
神 せ 性 皿 6 ンス っ ン で SS2J 心 惨 壮 ME 
斗 也 し つ 色 JH6 し GO さ 和 を 私 さ 
GS く hh ドー ドル へ KK 届 中 人 N0 隊 "nH6 ン 
栗 思 つじ っ ee ひじ " に ト 穫 ミー トー 
6G 上 さ だ む 羽 胴 公私 江 知り 
し っ te ぐし セ 公 / 旬 RR 生 私 スー コー 
やわ 尽 で 仙 NN レレ っ hk の 昭 っ 


に 取 用 公 上 K6X ミ や i ト K 


表 teQ 運 ぐ | 環 人 ミ や I ト K じ セ 
Sp づつ 忌 つ 選べ Q 隅 っ 選 く ドレ つ 
6 で 選 GS の つや で ……| P 医 ベ 一 
ー ヘ ハト Kー レ ゼ ホ マー へ ヘ ヘ ー へ 選民 
中 fe ウ そ 0 ン つ 選 に 人 TNI トー て 紅く 


"デー ト を 持ち 込ん 


2 


大 W 
スル セラ 2 の デポ ボー ポ シ ン グ に 悩ま され て ラ 
ッ セ ル の タイ ム は 総合 5 位 止 まり 。「 マ シン の 性 能 
を 最大 限 に 引き 出し 限界 を 広げ けた よう と する と 、 ポ 
ー ポ シン グ が ひど く な る 」 と 問題 点 を 明か す 。 


ュー 


ノー クウ 十 当 用 デスト [【 


合っ て いる と 思い ます 


aa 


NN 
AN 
へ 
_ 
還 
に 
Na 
よく 
KK 
AN 
へ 
4J 
hw 
IN 
ご デ 
さ ) 
へ 
く 
2 
よく 
4 
に 
H 
IN 


つ し れつ 刀 公 に KK ベー て レ ゼ cuto 
ら ほ ヽ へ ェ と ポン で っ 色 で モー モハ へ 心 公 
SS さじ っ 6 つ ? 抽 ぐ 6 ウロ 

へ ふ モ マー ミーKG ル ハ へ 症 " 
ぶ い へ ヘ ト ネ ポー に Km シン 史 っ し っ 6G 
し も 尽 ” 條 結 公 べ で 松 吉 合 陣 じ 入 本 一 
た マー ミーK う で ささ” NLI ト G 普 球 
Jp で で 刀 ) じ ” 補 入 へ 6G 四 了 
で さっ) 電 RnH6 ン へ ふわ や や だ ビレ 
っ っ パ 璧 唱 環 (06 本 "JIJ 壮 結 ” 咽 
引 間 紅 C や 0 選 X ミ や i ト KSG セ じ " 量 
つ 向 間 琵 0 し っ nt6 紀 直志 人 ポ 的 
も 公 ^ 貞 悪 wmRtG 也 させ 下 表 " 骨 ユ 
を 本 NN い GS レル レ 和 ハハ ヘレ ゼ で っ し もぐ 7 

くく 一 ペー ヘ ハト Kー レ ゼ 仁 公 で 長く 
つっ つ 人 迄 ロー ・IhN 人 や ささ ュ JRNH さ に K 尽 

か て へ っ JG1 ト ー ペ 挿 公 王 じ っ ポ つ で 
人 IN か や さ ゼ 人 トペ ー せ へ へ し じ 先 t し 
っ ン 償 祥 で ふさ SN Bm シン で 和 
ロー ホー77 和 か ウト へ 入 ー ド トト っ ) っ 
心 還 下 公 咽 じ 回 で つ 玉 " ホー て 
ぐさ で て K・ く ペー へ PIN ペ ー せ へ 
ふじ 玩 H6 じ 他 で 6 おぶ で N ト じゃ 公 ” へ 
ミ さや 1 ト KG ろだ さ 下っ 6G レル ハ 
へ AG-IhN で DASK 率 で ミロ し 
っ ぷっ 悩 の 色 つ 必 "せっ 駒 R 
GSte2 さ で G も し” も シロ 表 S つ し 
ツン hN@ っ りお 昭 っ 屋 下 SA" 

皿 田 (生計 ) ン ペ 公明 KG トミ トト 尽 
か さ て エビ ど せ "ドル ハ 入 宮 公共 で で 
ホー くに Km 中 (CH6 つ 玉 7 喘 塗 G 下 田 
ン で GSG ル へ ハ へ ゼー モモ へ へ 心 更 
さじ っ SS ひび 応じ も 公 「 NG 表明 
つじ 中 6 で や る や つ 了 ン つ ち *0G や 
で っ 公 で っ うり)” エビ 5 ば n の の ほ ヽ へ て 


ペ に @ ぐ ロー トー 玖 押 中 上 つ じ っ 下部 


"ベー ユー ヘ や っ 心 和 ペー へ の の” コ 
て へ 喜 全 ロロ ^ ふつ 和 を 居 っ 困 写 公 玖 ユ 
HO つ 7 抽 で ペロ p ペ ー ヘ ゴロ し 江 ら 
も ル ハ へ 公 で ChJnNAS で し も 
地 弄 ロー トー ロト ハ 選 4 で や し っ 6G 多 
<” 選 列 ロー トー ゼ S 心 つ し Jp に 
巧 ン き ひし つ HenG も し ” 帳 つ で や や っ 
で っ J 昭 っ ポ " 

攻 紳 上 尺 骨 じ ポ 衣 要 絡 く ーー へ ヘ 


or で 舞 坦 G じ " 克 論 @ 坦 喉 公 JJ 
さいし っ hk@GS せ RS や 6 や く 忌 "は J 
ト J 普 丁 GL に コ GS で し | 暫 中 杏 公 づつ 
て 4Q っ ペー に K ロ KG 昭 っ 6" 皿 宗 
さか ホー トミ "NHINーG 出 二兎 公 
臣 人 ON で 嘱 公 ペー ド 導 四 レ て 
^ IN 中 HH 公 ド ボー 過 KG3JG ホー 
さり SNeGGS” 下 p 椅 つ 下 ロ ベー ペー 
へ OCG 昌 史 入っ の っ " 


マシ ン の フィ ー リ ング は 問題 な か っ た よ 」 と 振り 返っ た 。 


投入 し た アッ プ デ ー ト は うま く 機 能 し た 。 


ュー 


バー レー ン テ ス ト 最 終日 に C に 5 タイ ヤ を 履い た フェ ルス タッ ペン は 、 3 日 間 の 最速 と な る 1 分 31 秒 720 の トッ プ タ イ ム を マ 
| 3 日 目 6 


ー ク 。 
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2 EE 
| セッ ティ ング の 暫 い 」 


イン ディ カー の 大 き な 魅 力 の ひと つが スト リー ト 戦 の 設定 が ある こと 
日 本 で は |「 ス トリ ー ト プロ ー ド 」 と いっ し ょ く た に され が ち だ が 

マシ ン セ ッ テ ィ ング は 天 と 地 ほ ど 違 うと いう 

その 違い 、 考え 方 ・ ア プロ ー チ に つい て 

まず は エン ジニ ア 視 点 で 迫っ て いく 

Text @⑱ 天野 雅彦 (Masahiko Amano / Amano e Associati) 


Photo ⑳ 田中 秀 宣 (Hidenobu Tanaka) 松本 浩明 (Hiroaki Matsumoto) 
LAT/Penske Entertainment 


前 編 


目 四 天野 雅彦 の 


アメ リカ ン モ ー タ ー レ ー シ ン グ 
文 文 文 最新 事情 娘 文 文 


WED-HMT 


あま の まさ ひこ 

レー ス 専 門 誌 の 編 』 
集 部 員 を 経て 、 
1990 年 に 独立 。 こ 
の 年 か ら ア メリ カ 
ン オ ー プ ン ホ イー ルレ ー ス の 取 
仔 ス ター トド ト 。 インデ イィ カーン 
リー ズ は 2003 年 か ら 全 戦 を カバ 
ー し て いる 。 NASCAR 、IMSA、 
ドラ ッ グ レー ス な ど に も 精通 す 
る 、 日 本 に お ける アメ リカ ン モ 
ー タ ー ス ポー ツジ ャ ー ナ リズ ム 
の 第 一 人 者 。 1961 年 東京 生ま れ 。 


有 | 


今季 の 開幕 戦 の 舞台 と な っ た セン トピ ビー ター ズバ 
ー グ も スト リー トド ト 。 バン 申 計 ほ 且 それ ほど で も な 
きそう だ が 、 1 コー ナー 進 夷 手前 の ブ プレー キ ング 
ゾー ン に 幅 康 の ペイ ント が あり 、 滑 りや すい 。(as) 


ひ 硬 イ が リ 存 ア を 父 イィ 複 | | クト 根 
と め ア 供 | じ リ 務 | ・ と 数 ドス を ン 本 
つの ス 給 ト の ン め ぬ め ・ オ 話 の ' 特 用 は に 
は 通 ト さ で と グ レ | す ス 踏 性 意 ス タ 
彼 称 シ れ も お に 今 イ ト の べべ ぶ 面 の し ト イ 
ら が る ロリ 移 年 担 ス は ツ ッ ツ の 違 て リヤ 
が プ コ "| っ か 当 ポ トク グ い い | の 
コー ラブ メド イ た ら の | 昨 が り リ | る ト 差 
オッ ライ で ン レ イト ト 年 あッ 用 が 
プク イシ も デイ ル ラ で まる ノノ 当 上 是 に あ 
ン 必 マ の 2 イク ツラ で ん し | | 】 る 
ョ イィ イリ タ 種 カカ ガ ア クイ ア だ ベベ ナド 種 “ 
ナ ャ | イ 類 | ス ・ エ アン ニー ルリ 用 類 フ 
MO 2 ド 05 の 
本 と 人 ほ 欠 シン ン ン ) レ クジ 0 
る あ ノイ ズ シシ と の ソ か ス “べべ ア 
叶 ペデ ヤギ ド ト る アン デ ら ピコ ツ ッ ス 
語 る ッ だ ぶ 
条 衝 グ の が 
作 が 
を 異 ス 
な ト 
つ リ 
太 


更改 司 テ ナー ニ ー ナ スハ |] 


。 は 8S つ / 帽 Jrc さ へ S き や さや 
み 先 2Y さ へ 六 党 へ さて へ 六 押 いさ 
Or 下 司 半 ア ー ロ さて 入党 へ さて 


ご 麺 QnA / 石 蛋 本 。 と 入浴 均 さ へ 
入 押 いさ ( 克 司 る 送 て 
中 「 さ へ 尽 さ で ぐ 」 党 宙 きき きび * 


9 へ は ざ 光 古き 六 の rt 
vm% 笠 叶 0 半 のび 生 団 層 ざ 則 


9r 生 NN ラン 


S ポ 移り と 人 ③ ざ NN さ コリ < 人 8 
一 ロア ー ロ ビー ロナ テー ニー 


(上 ) 「1 て 1.5 秒 差 」 と いう 設定 の 理由 は 、「 こ れ く らい が レー ス を 
面白 くす る の に 適正 で ある 」 と 実証 され て き て いる か ら 。( 右 ) ナッ 
シュ ビル の スト リー トコ ー ス 。 高 低 差 も あり 、 橋 の 継ぎ 目 も 大 きい 。 
車 高 設定 も か な り 高 そ うだ 。( 下 ) ダ ン パ ー は 各 チ ー ム の オリ ジ ナ ル 
が ほとん ど (写真 は 2020 年 イン ディ 500 優 勝 の 表 磨 車 ) (AeA/as) 


H.Matsumoto 
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H.Matsumoto 


Ko で 舞 章 固 醒 間 葵 人 0 刀 う "NNw で る 
Kー ユ ーー 甘 せ 擬 坦 皿 導 補 む シ せ で マン“ 
ドー ド K 和 を ミー て SE 江 G 剛 寄 や 咽 
Q 公 ン つ し SN" お マー トド ー ミ 定 
ウレ ゼ や で マン " 入 で モ 愉 公洋 人 S っ " 
へ く か や ヘ ーーpKー ベ ーー 甘 じ ポ 結 人 季 編 
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② 脱出 で きる まで アク セル を 踏む 。 
③ 自分 で マシ ン を 手押し し て みる 。 


Ye いう の の テス こつ に のめる 5 
④ 自分 の 携帯 電 


frE ス で も ング で も な の で あ る 


間 は 50 ほ ど 。 


アル 
bp:4 


験 が 義務 化 さ れ て いる 。 


試 


ロ 


満点 で な けれ ば 不 合格 。 国 立 難関 校 だ っ て これ ほど 


上 厳し く は ある まい 。 


十 し て 「 助 け て 」 と 
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ー 主 守 


ュー 


0 マル 
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と っ た 杵 柄 、 カ ン 


キキ 
国 
ング 技 が 活か され そう だ 。 上 智 の 後輩 ( 


験 は オン ライ ン だ か ら 、 


試 


お 願い する ! (③ ⑨⑥)) 


で も 小遣い 


ュー 


を や れ ば 、 少 な く と も 質問 の 意味 は 分 か る 。 


右 か ら 抜 く の は 正しい か 


主催 者 は レー シン グ ド ラ イ バ ー の 属性 を 理解 し て 
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NF コ 
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婦 間 が 専門 的 だ か ら 門 外 


答え られ な い 。 か と いっ て レー ス 仲 間 は 、 そ も そ も 


と は いう も の の 、 


ご 
三 ! 
で ハ 


問題 が イジ ワル で ある 。「 黄 色 い 旗 の 半 


し か も 、 
味 は ? 」 な ら ば まだ し も 、 レ ー ス 中 の 車内 映像 を 見 


せら れ 「 あ な た な ら ど っ ちか ら 抜 く ?」 な ど と 実戦 


ル 
文 


合わ せ て 問題 を 


ュー 


偏差 値 と 精神 年 齢 ( 
ECSG. ぐ 7CC いる の 7 お レラ タン タル トト アザ 6 計 ほほ 


いる よう で 、 


トー 


進ん だ 輩 ば か り 。 頼り ( 


な る は ず も な い 。 体育 は 満点 で も 算数 は 0 点 。 生ま 


この 人 道 ( 


勉強 が 嫌い だ か ら 


と ん ど が 小学 一 年 生 並み の 思考 と 甘え ん ぼ で ある 。 
運転 させ る と メッ チャ 速い 。 つ ける 薬 が な いこ と は 、 


主催 者 も 承知 な の で ある 。 


色 問 も ある 。 レ ー ス 中 の ポジ ショ ニン グ は 、 


その 時 々 の 瞬間 的 な 動き で 左右 する 。 切 り 取 られ た 
映像 だ け で 判断 する の は 困難 な の だ 。 


即 し た 語 


ュー 
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設問 と 聞い た だ け で 吐 


ロ 


験 アレ ルギー、 
き 気 が す る と いう 奴 ば か りな の だ 。 


試 


れ な が ら の 


っ て いて も 、 


三 1 


世界 で 戦う な ん て 威勢 の いい こと 


そん な も の で ある 。 


GT ワー ルド チャ レン ジア 


差 値 ( 


それ を 見 越し た の か 、 


受験 


講師 の 裏 技 だ が 、 全 間 が まぐ れ 当 


H 


「 四 択 で 最も 正答 率 が 高い の は 3 番 だ よ 」 は 、 


生 時 代 の 代 ゼ 


婦 問 が 多 か 


ロ 


合わ せ た 


局 き 


験 は 、 僕 ら の 1 


試 


ジア の 


の 


こ 
ご 
て 


高 回 転 1 万 8000rpm で ある 。 通勤 が F1 を 超え る 世界 な の だ か ら ト ロッ トロ な の だ 。 


了 主 
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こ ツ タッ ヨン で ある 。 


カワ サキ ZX-25R【 


[| 筆者 木下 隆之 の 近況 ] 
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モー ター レー シン グ が 薫る 逸品 


能 を 徹 謀 的 に 追求 する こと に よっ て 、 結 
果 と し て レー シン グ カ ー は 美しい フォ ル 
ム を 兼ね 備 を る 。 開 発 過 程 で は レギ ュ レ ー シ ョ 
ン を 読み 込み 、 最 も 効率 の 良い 形状 を 検討 し て 、 


で きる 限り 無駄 を 廃 す る こと で 極限 の 性 能 を 求 
め る 。 
リス トウ ォ ッ チ に お いて も 、 考 え 方 に 共通 す 
る 点 が ある 。 限 られ た スペ ー ス に 機能 を 詰め 込 
み 性 能 追求 し た 結果 、 美 し る が 生ま れる 。 
EDIFICE EQB-1100YDC-1AJFE も そん な 
一 本 だ 。 スマートフォン リン ク や 自動 時 刻 修 正 


Text⑳ utO SDOrt Photo @⑱ CASIO 


な どの 機能 を 盛り 込み つつ 、 8.9mm の 薄型 を 実現 。 
ステ ン レ ス 製 の ケー ス に は 鍛造 成形 を 採用 し た 。 
レー シン グ カ ー 用 アル ミホ イー ル や サス ペン シ 

ョ ン パ ー ツ な ど に 剛性 と 重量 の バラ ンス を 追求 
し て 採用 る きれ る こと が 増え て いる 金属 成形 技術 
で ある 。 

EQB-1100YDC-1AIJF に な いて も 、 機 能 追求 
の 結果 、 ソ リッ ド で 力強い 人 造形 生ま れ た 。 チ ー 
ム と の コラ ボレー ショ ン モ デル も 魅力 的 だ が 、 
機能 美 で きり げ な く モ ー タ ー ス ポー ツ フ ァ ン で 
ある こと を 主張 する の も 趣 く な い 。 


LASIU 


EUIFIUE 


EUB-110UYUE-1AJF 


較 SPECIFICATION 


スマ ー ト フォ ン リ ンク 機能 / 自 
動 時 刻 補正 / ワー ルド タイ ム 約 
300 都 市 / ス トッ プ ウ オッ チ デ ー 
タ の 転送 / 携 帯電 話 探索 

タフ ソー ラー/ デ ュ ア ル ダ イ アル 
ウパ ーッ ルク 25 人 2520 ツラ ルク ラーン 
5/ 有 4 ドア ソラ クコ クシ クー 用 
ラン ロン 2 クン 

内 面 反射 防止 コー ティ ング サフ 
2 2 シン シン ルク レ ョ IM2400 仙 ョ 
防水 機能 

\60,500 (税込 ) 


NISMO リ ミ テ ッ ド エディ ショ ン 
S-GT 各 戦 の 現地 で 販売 決定 ! 


WEB で の 限定 発売 と な っ て いた 、 
NISMO と の コラ ボレー ショ ン モ 
デル で ある EOQS-930NIS-1AJR 
が 、 ス ー パ ーGT 各 戦 の NISSAN/ 
NISMO ブ ー ス に て 販売 され る こ 
と と な っ た 。 販売 数 が 少数 の た 
め 売 り 切 れ 次 第 終了 と の こと だ 
が 、 買 いそ びれ て し まっ た ファ 
ン の 方 は ぜひ この チャ ンス に 。 


EQS-930NIS-1AJR 
\39,600 (税込 ) 


AmRGQ 


近年 増え て きた 、 チー ム と “と も に 戦う "レー スク イー ン 。 
サー キッ ト を 所 狭し と 、 新 た な チャ レン ジ を 行なう 
彼女 た ちの 情熱 に 迫っ た 。 
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II 
を 水 え る だ け で な く 、 チ ー ム に て しっかり 
寄り 添い 一 体 と な っ て 応援 し て いる こと が 多い 。 
そ と で 彼女 た ちの 目線 か ら レ ー ス の 佑 う 側面 の 
魅力 を 探 ろ うう と いう とこ の コー ナー。 第 1 回 目 の 
主人 公 は 2021 日 本 レー スク イー ン 大 賞 に 選ば 
れ た 今井 みどり だ 。 

| レー ス の こと と は 何 ひ と つ 知 り ま せん で し た 。 
スー パーGT と 言わ れ て も 想像 すら つか ず 、 レ 
ー ス クイ ー ン の 仕事 が どん な も の か イメ ー ジ も 
湧き ませ ん で し た 。 た また ま 仕 事 で 一 緒 に な っ 
た 現役 の 子 に 話 を 聞け た こと と が 興味 を 持つ きっ 
か け に な っ た か も し れ ま せん 」 

レー ス の 流れ も 分 か ら ず に 、 レ ー ス クイ ー ン 
1 年 目 は あっ と いう 間 に 日 々 が 過ぎ て いっ た 。 
「 知 り 合 ら も ほとん どい な い 状 態 で し た が 、 予 
習 は し まし た 。 先輩 た ちの SNS を 見 た り し て イ 


こ IN 
OMRW 
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| 壮 陸 3 移 
メー ジ を つか も うと 。 で も 現場 は 違い まし た ね 」 
カル チャ ー シ ョ ッ ク に 近い 体験 を する 日 々 。 

サー キッ ト は 本 く 、 気 象 条件 も ハー ド 、 マ シン 

の 音 も びっ くり する ほど 大 きか っ た 。 で も ゃ 一 方 

で 、 お 客 さ ん の 熱量 は 強く 感じ た と いう 。 そ し 

て 2 年 目 が 転機 と な っ た 。 

「 事 務 所 も 変わ り 、 チ ー ム も レー スク イー ン と 

し て も ゃ 人気 の ある バン ドウ (TGR TEAM 

WedsSport BANDOH) に 移り まし た 。 方 針 が " レ 

ー ス クイ ー ン も 目立て !” だ っ た の で 、 日 々 プ 

レッ シャ ー と 戦っ て いた 記憶 が あり ます ね 。 で 


Photo d 田渕 悟 (Gatoru Tabuchi) 


も 徐々 (に ファ ン の 方 の 応援 が 増え て きま し た 」 
レー ス の 面白 さ を 「 ち ゃ ん と 分 か っ た 」 の は 
3 年 目 、KeePer (TGR TEAM KeePer TOM'S) 
の レー スク イー ン と な っ て か ら 。 だから と る そ 、 
所 属 2 年 目 (2019 年 ) の 最終 戦 の 結果 に は 、 
悔し すぎ て 涙 が ずっ と 止ま ら な か っ た 。 

その KeePer で は 、 自 分 た ちの 作る レー スレ 
ボー ト を ウェ ブ に アッ プ し て も らん えて 、 後 の 
SNS で の 情報 発信 な ど に も 大 ぃ い K 役 立っ た そう 。 
「 レー ス 後 、 タ イム ライ ン に 情報 が あふ れる の 
で 、 い ま 私 に で きる と と は 何 か を よく 考え ます 」 
今年 $s ENEOS GIRLS の 継続 が 決定 。14 号 車 
(ENEOS X PRIME GR Supra) の ファ ン の 方 に は 、 
今井 さん の SNS の フォ ロー を 強く オス ス メ す る 。 


レー ス と 私 の 1 0 0 文字 


レー スク イー ン 7 年 目 
に 突入 し た こと が 自分 で 
も ビッ クリ で す が 、 年 々 
レー ス 愛 が あふ れ て いる 
の と 、ENEOS GIRLS 継 
続 を させ て いた だ く の で 、 
今年 も 全力 で 楽し み ま 
す ! 今 シ ー ズ ン も よろ 
し く お 願 いし ます っ !! 


埼玉 県 出身 身長 165cm $2016 年 「EXEDY racing 
girls] と し て レー スク ルー ン デ ビュ ー。 ス ーM ツ GT 
を 筆頭 に 、 ス ー パ ー 耐 久 ぎ 鈴 馬 8 る 時間 耐 欠 レー ス 、 
D1GP で も 活動 し \ 昨 往 は 6 シーズ ア ぶり の 復活 と 
な っ た 「ENEOS GIRLSI| と げ て 大 役 を 担 ら た 。 
Blog : https://amebloJp/Imifan0607 

Twitter : https:/twitter.com ツ mitan0607 
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回 [SM 還る pb 還 避 写 個人 外 " 男 " 画 電 陰気 に な る 情報 を 速攻 チェッ ク 


ARTA の オフ ィ ン シャ ルパート ナー 3 号 分 半額 十 限定 クリ アフ ァイル 進 


IPITPRO」 が 4 月 に リブ ラン ド 


スー パーGT GT500 お よび GT300 
クラ ス に 参戦 する 強豪 チー ム ARTA 
の オラ フィ シャ ルパート ナー を 務め て 
いる 『PITPRO 』 が 、2022 年 4 月 
に リブ ラン ド を 実施 する 。 
PITPRO は 、 日 本 オイ ル サ ー ビ ス 
株 式 会 社 が 展開 する カー メン テ ナ ン 
2 ルン 2 トド 2 計 下 ン ンジ 
人 01 介 必 ラン ン リ 二天 ん 
と いっ た 必需品 ” を 開発 ・ 販 売 し 
て いる 。『Professional of car 
maintenance」 と いう コン セプト 
の も と 、 プ ロ の メカ ニッ ク が 適切 な 
メン テ ナ ン ス を 提案 する た め の 商 品 
を 多数 リリ ー ス し て きた 。 

誕生 か ら 10 年 の 節目 を 迎え る 今 
GE 本 詳 ERO NE ジン に を は 
り 明 確 に すべ く リ プラ ンド する が 、 


それ に 際 し ブラ ンド ロゴ も 新た な デ 
ザイ ン へ と 刷新 され る こと と な っ た 。 


新 ロ ゴ は 、 こ れ ま で の 立体 的 な デザ 
イン か ら 、 時 代 を 反映 し た フラ ッ ト 


Na た | ジコ ンク 2 トド ンー ン 4 の 0 
か で 目 を 引く アク ショ ン レ ッ ド は |[ 未 
来 に 向け て 能動 的 に 動く 姿勢 ・ 意 志 
表明 CUVO CU 記 

PITPRO の 新た な ロゴ は 4 月 1 日 
BU ンク 0 レク の ョ ンク グリ (REG 
使用 開始 され る ほか 、 製 品 や 広告 な 
も I 肌 開 記 まだ た 同 ア ラン トド ト が 攻 

ー ト する ARTA NSX-GT( 8 号車) 、 
ARTA NSX GT3 (55 号 車 ) に も 掲 
RG の OSNEIUEONEDIGU い る 


PITPRO 


圏 PITPRO 
ZZ ラン トド オク 0 ン ャ ルル ンー ウン 0 
URL : https://japan-oil.cojp/pitpro/ 


定期 購読 キャ ン ペ ー ン 5 月 末 ま で 実施 中 ! 


還 た 3 こ 本 誌 の “サブ 玉 auto sport 月 額 購読 
スク ” を お 得 に お 試し で きる キャ ン 50%%OFF キ ャ ン ペ ー ン 
各 2 人 申込 締切 : 5 月 31 日 まで 

これ は 、 本 誌 の 定期 購読 を 申し 込 、 食 適 用 期間 : 発送 開始 か ら 3 号 分 
むと 、 価 格 が 発送 開始 分 を 含む 3 号 、 倫 会 員 特典 : オリ ジ ナ ルミ ニク リア 
分 が 定価 お よび 特別 定価 か ら 509%% ファ イル (7 月 発売 号 と 同 梱 ) 
値引き に な る も の 。 ま た 、 定 期 購読 、 劉 検 索 ワ ー ド : 

に て 7 月 発売 の 本 誌 9 月 号 を 購入 さ オー トス ポー ツ 次 号 予約 
れ た 方 (キャ ン ペ ー ン 以前 か ら 契約 

関 ia だ DU だ 方 6 舎 の 中 に 上 

も れ な く A5 サ イズ の クリ アフ 

ル を 進呈 。 こ の ファ イル は 本 誌 
人 

の 2 ニク 0 1 の 

当 キ ャ ン ペ ー ン の 申し 込み 締切 は 
5 月 31 日 。 興 味 を 持た れ た 方 は 
右上 に 掲載 し た OR コード を 読み 込 
APiG0Wa/SK 和 IN AN 二 
次 号 予 約 |] で ウェ ブ 検 索 さ れ た し 
※ 定 期 購読 の ご 契約 は Fujisan.co.jp 
と な り ま す 。 お 申込 み は Fujisan. 
co.jp の 利用 規約 に 準じ ます 。 
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Scala mozlal szud ツ | 01 | っ て 尼 じ し お BT レー ジヌ | 
セミ グロ ス ・ ボ ディ 攻略 の キモ 


タミヤ 1/24 スポ ー ツ カー シリ ー ズ No.345 
メル セ デ ス AMG GT3 4,730 円 (税込 ) 


Text @ 高安 丈 太郎 (Jotaro Takayasu) 
Photo @ 小笠 原 買 士 (Takashi Ogasawara) プ TAMIYA 


マー ク の 余白 を 切り 落と す 


第 1 回 の 今回 は 超 初 心 者 向け の 工作 技法 
を 紹介 する 。 模型 専門 誌 で は 当たり 前 の こ 
と と し て オミ ッ ト さ れ て いる 基本 中 の 基本 、 
セミ グロ ス 車 を 仕上 げ る コツ (キモ ) を タ 
ミヤ の メル セ デ ス GT3 キ ッ ト を 題材 に 紹介 
する 。 ま ず は 塗り 方 。 

セミ グロ スカ ラー の 塗装 面 は 若干 表面 が 
居 ラ つの MC てい の る の 。 の サラ つき に よる て マ 
ッ ト 感 を 出し て いる 。 タ ミヤ か ら 発 売 さ れ 
て いる メル セ デ ス AMG GT3 専 用 カラ ー 
ITS-100 プラ イト ガン メタ ル 」 の 告 ス プ 
レー を 使っ て 塗る 。 対 象 物 と ノズル の 距離 
は 約 5cm、 ノ ズル を 押す 時 間 は 1 秒 以 下 。 
素早 く 手 を 動か し 、 小 刻み に 吹く 。 い き な 
り 対象 物 め が け て 吹く の で は な く 、 外 れ た 
場所 か ら 吹 き 始め て 一 回 り 大 きく シュ ッ 、 
シュ ッ と 油 く 塗り 重ね て いく 。 キ ッ ト の 外 
邊 を 相手 に 練習 する と いい 。 

ボディ 塗装 が 終わ っ た ら 、 い よい よ ス ラ 
イド マー ク 貼 り だ 。 い き な り シー ト ご と 水 
に 浸け る の は NG。 ス テン レス スケ ー ル と 
カッ ター を 使っ て マー ク の 余白 部 分 を 丁寧 
に 切り 落と す と 仕上 が り が シャ ー プ に な る 。 
スプ レー 塗装 が で き な い (する 気 が な い ) 
人 も この 余白 カッ ト に チャ レン ジ し て も ら 
いた い 。 貼 り 終 わっ た ら マ ー ク 部 分 を チェ 
ッ ク 。 パ ネル ライ ン 部 な ど マ ー ク が 浮い て 
定着 し て いな い 部 分 は マー ク 軟 化 剤 を 塗っ 
て な じ ま せ よう 。 表面 が ザラ つい て いる セ 
ミグ ロス カラ ー に マー ク は 定着 し づら いか 
ら じ っ くり と 取り 組ん で も らい た い 。 
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塗装 し た ボディ に グリ ル な ど 色 味 の 違 詞 
う パー ツ を 組み 込む と 立体 感 が 増し 、 格 
段 に リア ル に な る 。@ ス トラ イプ は スケ 
ー ル と カッ ター を 使っ て 直線 切り 。@ 文 
字 部 分 も 極力 余白 を 残さ ず 切 る 。 セミ | 


グロ ス 塗 装 に スラ イド マー ク が うま く 定 
着 し な い 場 合 は マー ク 軟 化 剤 、| マ ー ク フ 
ィ ッ ト 」 を 使っ て ボディ に な じ ま せ る 。 ス 
2 一. ド 、 2 ド 、 デバ パー パー ド の 
3 種類 ある 。2018 年 の スー パーGT ン / 
GT300 ク ラス を 制 し た LEON CVSTOS 
AMG の ボディ も セミ グロ ス 。 当時 、 タ ミヤ s 
か ら 限 定 生産 さ れ て いた の で スト ッ ク し 還 計 
て いる 模型 屋 さ ん が ある か も し れ な い ぞ 。 
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回 1.5 2 の SKYACTIV-G1.5 型 エン ジン は 、 最高 、 愛 用 。 回 バケット シー ト は ブリ ッ ド の ジー タ IV。 HAL エナ べ DL ロ ー ド スタ ー SPEC. ーー 

出力 132PS/7000rpm、 最 大 トル ク 15.5kgftm _ シー ト ベ ルト は サベルト の 4 点 式 を 装着 。 

ン 4500rpm を 発生 。 川 北 の ベ ペー ス 車 両 は NR-A の ダン パー は 、 前 後 と も エナ ペタ ル の 12 段 階 調整 ペー ス 車 向 / 企 式 : ロー ドス ターNEiA2 人 HRCNME 語 で プ 
た め 、 純正 の タワ ー バ ー が 装着 され て いる 。「 最 式 車 高調 を 装着 。 ス プリ ング は 前 後 と も ン パ ー : ENNEPETAL 車 高調 (12 段 階 調整 ) の スプ フリ ング 。 
軽量 の S より 20kg 重 た いで す が 、 リ ヤス タビ ラ HALsprings で 、 フ ロン ト が 高 反発 タイ プ の 8k、 HALsprings F:8KZR:8K 倫 LSD :CUSCO MZ 改 1way 

イザ ー や プレ ー キ が 少し 大 きく な っ て いる NR-A リヤ が 中 反発 の 8k を 装着 し て いる 。 降 ブ レー @ ブ レー キ : XPL (試作 品 ) 欠 シ ー ト : BRIDE ZIEGIV 倫 シ ー 

の 玉 が 、 セ ッ テ ィ ンク の 自 笛 際 が く 2 目 の の 0 キ パ ッ ド は XPL の 試作 品 に 変更 。 フ ロン ト は ノ ト ベ ルト : Sabelt 4 点 式 倫 ス テア リン グ : personal TROPHY 

ドラ イ ビ ピン グ に 合っ で いる | と 川北 下 回 2 あ 0 TWS 0 クン 24 還 用 9 350mm 儲 ホ イー ル : RAYS ZE40 7.5J-16 +35 欠 タ イヤ : 

リン グ は パー ソナ ル の ディ ー プ コー ンタ イプ を は メタ ル タ イ プ 。 DUNLOP 10 205 ン 50R16 
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進化 を 続け る ND ロ ー ド スタ ー 2015 年 の 5 月 に 4 代目 が 発売 され て 


量 モ デル [990S 以来 、 今 年 で 8 シー ズン 目 と いう 異 ' hc 
軽量 モデ ル 「 」 を 発表 例 の ロン グラ ン を 誇る ロー ドス ター ーー ー ーー ニュ に 〒 ヨ ニー ニー 
だ の て の 人 だ 作 NNN ee II と 
 。 。 CN0Y50H で 類 < の ロード スタ ーFRF、 
イナ ー チ ェ ン ジ が 施さ れ 、 特 別 仕様 司 ツー ルト 124 ス パイ ダー も 
へ 車 の 「990S] が 追加 。 す で に 現行 モ 隔 ST 二 才 02 こっ 本 タイ トル 獲得 


ここ ミ デル に 車両 重量 が 990kg の グレ ー ド 
「S」 が 存在 する が 、 こ の 「990S」 は 、 


/ sa 
ブレ ン ボ 製 対向 4 ピス トン キャ リ パ 


し 人 だら 、 ー と 15 イ ンチ ディ スク を 採用 し た 上 


で 、RAYS の 鍛造 ホイ ー ル 「ZE40 RS 
を 純正 装着 する な ど 、 バ ネト 重量 を 
軽量 化し て いる 意欲 作 だ 。 


ロー ドス ター の 兄 競 車 で も ある 2 46? 
エン ジン を 搭載 し た ロー ドス ターRF 
は 、「 ユ ウ 」 が 21 年 シー ズン の JG6 ク 
ラス 王座 を 獲得 。 同 じ く 、 ロ ー ド ス 
ター の シャ シー を ベー ス に 、1.42 タタ 
ー ボ エン ジン を 搭載 し た アバ ルト 
124 ス パイ ダー は 、 山 野 哲也 が JG7 ク 
ラス で 5 年 連続 チャ ン ピ オ ン を 獲得 。 
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VoL 月 デ を あど つた アア ェ 


001 ルス タッ ペン は 優勝 こ 議 ー) We 
そ な ら ず も 2 位 と な り 、 導 半 cal ミミ SH ツ 
王者 争い で 首位 に 浮上 [ 

し た 。 リ バリ ー は 往年 
の RA272 が 由来 。 


レー ス と ミニ カー の ディ ー ブ で 幸せ な 欄 係 


世界 中 か ら 予 約 注文 が 殺到 ! 
“あり が と う " RB16B を 入手 せよ 


レッ ドブ ル ・ ホ ンダ RB16B 2021 F1 ト ルコ GP #33 
アル ファ タウ リ ・ ホ ンダ AT02 2021 F1 ト ルコ GP #22 


SPARK 1/43 呈 レ ジン 製 昌 8.980 円 (税込) 


Text @⑱ 小嶋 生 (Joe Kojima ン MS-models) 
Photos @ 田中 秀 宣 (Hidenobu Tanaka) XPB Images 


HTanaka て うこ ト 
で 3 うこ で 


誌 厳 選 の レー シン グ カ ー ミ ニカ ー を 紹 
介する 新 連 載 。 記 念 す べき 初回 は こち ら 、 昨 
年 の レッ ドブ ル RB16B と アル ファ タウ リ AT02 
だ 。 そ れ も 記 憶 に 新しい 、“ あ り が と う ”" と 描か れ 
た スペ シャ ルカ ラー の アレ だ 。 本 来 は (中 止 と な 
っ た ) 日 本 GP で 披露 され る は ず だ っ た も の で 、 フ 
ァ ン に は た ま ら な い 仕 様 と 言え る だ ろう 。 そ し て 
これ を 「 ス パー ク 」 が 精密 に 再現 し 速攻 で モデ ル 
化す る と 、 予 約 開始 と 同時 に 世界 中 か ら 注 文 が 殺到 。 
最終 生産 数 は 5 ケタ を 超え る と いう か ら す ご い 。 現 
在 は ほぼ 完売 だ が 、 再 生産 も 検討 され て いる 。 


H.Tanaka 


モデ ル は 全長 10cm 
強 と は 思え な い 精 
密 さ で 、 フ ォ ル ム 
も 秀逸 。 AT02 の リ 
ヤ ウ イ ング に 配 き れ た “ありがとう " な ど 、 こ の 一 
戦 だ け の 仕様 も 細部 まで 再現 し て いる 。 パ ッ ケ ー 
ジ も 特別 な デザ イン で 、 コ レク ター 心 を くす ぐる 。 


ヘル メッ ト の ピン スズ ョ 靖 記 
イプ や コク ピッ ト 内 部 の 
微小 な が ロゴ まで 再現 され て 
いる の が 分 か る だ ろう か 。 実 
際 の モデ ル の ヘル メッ ト は 5 
ミリ 程度 な の で 、 こ の 精密 さ は 
驚異 的 。 も ちろ ん 僚 友 ペレ ス の 
11 号 車 も 発売 済み だ 。 


H.Tanaka 


グー 1 H.Tanaka 
し の) 


1 妥 ブ 
て 躍進 スパ ー ク 、 国内 SF マシ ン も モデ ル 化 へ ! 


スパ ー ク は 日 本 に 直轄 の 輸入 元 が あり 、 国 内 発信 

AS の モデ ル や 特注 品 も 少な く な い 。 日 本 の レー ス を 

間 ) ス パー クジ ャ パン 走る マシ ン も 続々 と モデ ル 化 され つつ ある が 、 今 
https://ja-jp.facebook.com/sDark.jp/ 生 は な ん と スー パー フォ ー ミ ュ ラ の 出走 飲 車 が モ 
1 1 デル 化 さ れる 予定 と いう 。 SF19 は すでに 制作 実績 
https://Sparkmodel-japan.dWCJD が あり 、 注 目 だ (写真 は 過去 に ナカ ジマ レー シン て い ム た つい 


グ が スポ ン サ ー 贈 呈 用 に 特注 し た 非売品 )。 HTanaka 


らち 
イッ ク * 」 


H.Tanaka 


ce \ で や いい 2 の ID 


aw 
3 


に や) 
ma っ ST や 1 ーー 
ム 


※ 実 際 の 製品 と は 異な る 場合 が あり ます 。 価格 は 10% 税 込 で す 。 モ デル は レジ ン 製 で す 。 autoSsport 104 
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TDF-One 


近 
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"ri 二 加 の OH 人 一 ロ K 山 一 イロ せ ロ ロロ 


案内 人 : サ ム ・ コ リン ズ 


学生 フォ ー ミ ュ ラ か ら F1 ま で 幅広 い 
カテ ゴリ ー を 追い か ける 英国 人 ジャ 
呈 チ リズ スト 。 が な り の ピー ル マ ニ ニア 
で も あり 、 イ ギリ ス の 某 有 名 ブリ ュ 


ワリ ー の 株 式 を 保有 し て いる らし い 。 


: 才 まま えま , 


犬 が グラ ンプ リマ シン を ドラ イブ する 光景 
を 見 た こと が ある だ ろう か ? 「『1 の 
2019 年 シー ズン に 向け て 、 英 国 の 音楽 ユニ ッ 
ト ケミ カル ・ ブ プ ブラザーズ 」』 と FIA は 、 ミ ュー 
ジッ クビ デオ 内 で それ を “実現 '" させ た よう だ 。 
撮影 で 使わ れ た マシ ン は 、 ば ぱっ と 見 た と ころ 
2 昌 00W ウ の パー631 の よう だ っ た が 、 守 その 
マシ ン の 詳細 は 非常 に 面白 いも の だ っ た 。 

し ば らく 前 か ら 、 個 人 で F1 マ シン を 所 有 し 
自ら の 力 で 走ら せる の は 、 あ まり に も 難し く な 
っ て いる 。 そ の た め 、 コ レク ター に と っ て の そ 
の 価値 は 著しく 低下 し て いた 。 フ ェ ラ ー リ や ウ 
イリ アム ズ は 専用 の サポ ー ト ブログ ラム を 提供 
し て いる が 、 そ れ で も 複雑 な か ハイブ リッド パワ 
ー ユ ニッ ト (PU) の せい で 14 年 以降 の マシ ン 
を 走ら せる の は ほぼ 不可 能 だ 。 ま た 、2.4 2 V8 
エン ジン を 搭載 し ん た マシ ン を 走ら せる 費用 も か 
な り の 高額 に な る 。 

そこ で ソ ツー ルド ・ フ ォ キース と いう イギリス 
の エン ジニ アリ ング 企業 は 、11 年 の マル シャ 
と 12 年 の ザウ バー の シャ シー を 再 設 計 し た マ 
シン を 使う 『TDF-One 』 と いう 新た な 構想 を 
打ち 立て た 。 そ の コン セプト は 、PU や 駆動 系 、 
そし て 募 大 な コス ト な ど に 悩ま され る こと な く 、 
個人 が 自分 だ け の F1 マ シン を 所 有 し 、 運 転 で 
きる よう に する と いう も の だ 。 

同 守 過 ョ クト の マン ン 、F1 の モン ンジ ン 
PU で は な く 、 ア ウデ ィ 製 1730cc 4 気筒 ター 
ボ エ ン ジン を 搭載 。 こ の エン ジン は チュ ー ニ ン 


Translation @ 神田 美穂 (Miho Kanda) Photo ⑱ TDF 
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2012 年 以前 の FIA F2 に 近い 仕様 の エン ジン を 積む TDF-One。 
ギヤ ボッ クス の 換装 に と も な い 、 リ ヤ サ ス ペン ショ ン の ジオ 
メト リー や アッ プラ イト も 変更 し な けれ ば な ら な か っ た が 、 す 
べ て 安価 で か つ 高 耐久 な パー ツ に 交換 され て いる 。 


グ も 簡単 で 、450 て 600bhp を 生み 出す 。F1 を 
ドラ イタ し た いと いう アマ チョ アド ライ バー に 
当っ う て は 申し 分 の がい パワ ピー だ 。 理論 下 せ 年 間 、 
ある い は 2000km ま で 点検 や 整備 の 必要 が な く 、 
ボタ ン を 押す だ け で 始動 する 。 ま た 、 現 代 F1 


人 は アマ チュ アド ライ バー が 使う 

こ は 寿 命 が 短 すぎ る うえ に 高価 すず る た め 、 小 
PWR 生か 
シー ケン シャ ル ユ ニッ ト が 採用 され た 。 
TDF-O0ne に よっ て 、 現 代 の グラ ンプ リマ シ 
ン を 自ら 所 有 し 、 運 転 す る こと が 可能 に な っ た 。 
と は いえ 、 価 格 は 約 2 億 3000 万 円 で 、 過 去 の 
ザウ バー や マル シャ の シャ シー が 数 多く 存在 し 
て いる わけ で は な いた め 、 簡 単に 手 に 入る わけ 

で は な い 。 さ ら に 、 ひ と つ 注 意 す べき 点 は 、 犬 
民 セ シー シ ン グ カ ー を ドラ イン で き な が いとい うこ 
と だ 。 た と え 、 そ れ が 操作 し や すい よう に 特別 
に 開発 され た も の で あっ た と し て も 。 


オー トス ポー ツ 読 者 の みな さん へ 


日 遇 回 回 皿 for Readers 


EBBRO 1/43 ス ケー ル モ デ ル 

REALIZE 日 産 自動 車 大 学校 GT-R SUPER GT 
GT300 2020 Champion 1 名 様 

月 イチ ペー ス で 新 製品 が 登場 する エプロ か ら 
『REALIZE 日 産 自動 車 大 学校 GT-R SUPER GT 
GT300 2020 Champion』 を 1 名 様 に 
提供 元 : エム エム ビー 

URL : http://www.ebbro.co.jp/new/index.html 


WRC オフ ィ シ ャ ル 
AD に 


サン ドウ ィ ッ チ 
ベー スポ ボー ルキ ャ ッ プ 2 名 様 
KTY こし 
「O に しょ 。 
人 生 な だ 


シン プル な 見 た 目 で 日 常 使い も 
し や すい WRC 公式 キャ ッ プ 。 ス 
か グン ルッ パッ ク ( に な co: で おお: 小計 イ 
ズ 調 整 が 可能 we 


ee 
や > 


No.64 
Modulo NSX-GT 
ラン ニン グ カ ー ク ラフ ト 
3 名 様 
ミ ハサミ も ノリ も 使わ ず に 組み 立て 
可能 な カー クラ フト 。 タ イヤ も つ 
いて お り “走行 " も で きる 
提供 元 : 株 式 会 社 ホ ンダ アク セス 
URL : https://www.honda.co.jp/ 
ACCESS/ 


提供 元 : クラ ブウ ィ ナ ー ズ 
URL : https://www.clubwinners.jp/ 


応募 方法 締め 切り ン ラ イン で sm 
ーー 組 まで き * す 。 https://id.san-ei-corp.co.jp/top/ 回 居 計 回 
ハガキ に 、 郵 便 番 号 、 住 所 、 指 の 0 ググ 年 ーー 


名 、 年 齢 、 職 業 、 電 話 番 号 を 明 
記し 、① 希 望 する プレ ゼン ト の 
番号 、② 今 号 で お も し ろか っ た 
記事 と その 理由 、③ 今 号 で お も 
し ろく な か っ た 記事 と その 理由 、 
(④ 好 き な カ テ ゴ リ ー、⑤ 好 き な 


オン ライ ン 応 募 締め 切り : 2022 年 4 月 27 日 ( 水 ) PTCIE 
オン ライ ン 応 募 コー ド : aS1571 Ta 


(当日 消印 有効 ) 
あて 先 
〒163-1126 


PC や スマ ー ト フォ ン か ら ご 応募 され る 方 は 、 弊 社 が 運営 する 『 三 栄 IDJ か ら お 願い いた し ます 。 上 に 
掲載 の OR コー ド も し く は URL より アク セス いた だ け ま す 。 登 録 後 は サイ ト 内 の 指示 に 従っ て 必要 事項 
を ご 入力 くだ さい 。 そ の 際 、 ご 住所 等 は 正確 に ご 入力 いた だ きま す よ う ご 協 力 を お 願い いた し ます 。 


東京 都 新宿 区 西新 宿 6-22-1 
新宿 スク エア タワ ー26F 

(株 ) 三栄 オー トス ポー ツ 編 集 部 
「1571 号 プレ ゼン ト 」 係 


ドラ イ バ ー、(⑯ 読 者 企画 ( 下 に 掲 
載 ) へ の メッ セー ジ お よび オー 
トス ポー ツ へ の 要望 を お 書き の 
の 2350I 生 負 お OS 


\ 相 


高橋 国光 さん の 功績 、 偉 大 さ を 自分 の 周囲 で 誰 よ 
り も 理解 し て いた の が 今井 清和 さん だ 。 彼 の 発案 に 
より 今年 1 月 に 刊行 で きた の が 「 国 光 THE RACER]」。 
取材 テー テマ に 沿っ て じっくり イン タビ ュー じたい と 
彼 は 望ん で いた も の の 、 制 作 時 に 国光 さん は 入院 療 
養 中 だ っ た の で 断念 し て 他 の 取材 を 続け た 。 

その 後 、 国 光 さ ん が 退院 し て 出社 する タイ ミン グ 
が ある と チー ム か ら 情 報 を も らい 、 今井 さん は 30 分 
だ け イ ン 久 ビュ ーー 時間 を いた だ ぐ くど に じじ だ だ どこ 
ろ が 語り 出し た 国光 さん の 言葉 が 止ま る こと は な く 
3 時間 に 及 ん で 、 さ ら に 後日 、 国 光 さ ん の ご 意向 で 
ご 自宅 に も 今井 さん は 出向 き お 話 を 聞い た 。 

ぞ その ロン ジイ ンタ ビエ ー で 見 で きだ の は 計 乗 
RODY293 の oto さい DER2G2 れ CDUE フ JC ら 22 の 
と 、 必 ず し も 自分 が 主 で は な く 、 受 け 身 の 考え 方 と 
も と ら え る こと が で きる 。 

我々 は レー サー 像 と し て 自己 を 強烈 に アピ ー ル し 
て 勝利 を 目指 す 姿 を 描き が ち 。 そ れ と は 一 線 を 画す 
る アプ ロー チ だ 。 キ ャ リア 初期 に 世界 の トッ プレ ベ 
ル で 戦い 、 本 物 を 知っ た か ら こ そ 身 に つけ た スタ イ 
6537 ら 79 に 2 の 027p256 く > 。 受け 身 で ある こと は マイ 
ナス で は な く 、 そ ん な 国光 さん だ か ら こ そ 、 成 し 得 
た 功績 が 多数 あっ た の だ と 今さら な が ら 気 づか され 
た 。 高 橋 国光 さん の ご 冥福 を 心 よ りお 祈り し ます 。 
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